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郷土の植物 （297）

第105回
阿孫  久見

ナンキンナナカマド（バラ科）

秘
書
広
報
係 

☎
６
３-

１
０
４
３

　
山
地
の
尾
根
沿
い
の
岩
場
や
林

縁
に
生
育
す
る
高
さ
２
㍍
ほ
ど
の

落
葉
低
木
で
す
。細
い
幹
を
広
げ
、

ま
と
ま
り
の
な
い
樹
形
を
し
て
い

ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
上
半
部
に
鋸
歯
の

あ
る
長
楕
円
形
で
７
〜
13
個
の
奇

数
羽
状
複
葉
で
す
。
葉
の
裏
面
は

粉
白
色
で
す
。
小
葉
は
大
小
が
あ

り
ま
す
が
、
大
き
い
も
の
で
長
さ

５
・
５
㌢
、
幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
初
夏
の
頃
、
枝
先
に
淡
黄
色
の

小
さ
な
径
１
㌢
ほ
ど
の
地
味
な
５

弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
序
の
基

部
に
は
扇
形
の
托
葉
（
１
対
の
付

属
体
）
が
あ
り
ま
す
。
秋
に
は
赤

熟
し
た
径
８
㍉
ほ
ど
の
球
形
の
果

実
を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
、
ナ
ン
キ
ン
は

小
形
と
い
う
意
味
で
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
は
材
質
が
燃
え
に
く
く
、
七
度

竈
に
入
れ
て
も
燃
え
残
る
こ
と
か

ら
南
京
七
竈
（
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ

マ
ド
）
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
・
く
じ
ゅ

う
山
系
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
個

体
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
写

真
は
こ
の
秋
、
く
じ
ゅ
う
山
系
で

運
良
く
出
会
い
撮
影
し
ま
し
た
。

花
期
は
５
月
で
す
。

※竹田市食生活改善推進協議会では、地産地消で健康的な食生活を進め
るため、米粉料理の普及に取り組んでいます。

今月の食育レシピ

作り方
１．米粉とココアはふるう。
２．卵は黄身と白身に分ける。
３．ボールに白身を入れ、半分の砂糖を
少しずつ入れながらしっかり角が立つ
まで泡立てる。

４．別のボールに黄身と半分の砂糖を入
れ、白っぽくなるまで泡立て、粉を一
気に入れて混ぜる。

５．４に３の１／３量混ぜ、しっかりと
混ぜる。次に残りの卵白を入れ、泡を
つぶさないよう混ぜる。

６．クッキングシートを敷いた天板に流
しこみ、180℃に温めたオーブンで15
～20分焼き、表面が乾かないように冷
ます。

米粉  ……………30g
ココア  …………10g
砂糖  ……………40g
卵 ………………３個

故
郷
竹
田
の
誇
り・た
け
た
竹
灯
籠「
竹
楽
」 

城
下
町
を
包
む
希
望
の
灯
り

　11月15日から17日の３日間、竹田の城下町で14年目のたけた竹灯籠「竹
楽」が開催されました。
　「シンプルで素朴な竹灯籠の灯りと、歴史のある古刹との調和が『竹楽』
の特長であり魅力」と井上隆竹楽実行委員長。今年も約２万本の竹灯籠
の灯りが幻想的な世界を演出しました。
　また、期間中は好天に恵まれ、多くの観光客で賑わいました。

↑参道の石段を流れ落ちるような「竹灯籠」の灯り（観音寺・十六羅漢前）

↑月光に照らされた廣瀬神社

↑オープニングセレモニーで竹灯籠
の火種を持って登場する今年の新
婚さん（子安史朗さん・容子さん）

↑灯影のゆらめく向丁白壁通り

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
12月生まれ

かぼちゃのブッシュ・ド・ノエル（クリスマスケーキ）
〈ロール生地〉10人分

作り方

仕上げ

１．切ったかぼちゃと牛乳を鍋に入れ、
やわらかく煮てつぶし、さます。

２．生クリームと砂糖を泡立て、１をま
ぜる。

ロール生地にかぼちゃクリームをのせて巻き、木の幹をイメージして飾り付ける。

かぼちゃ………200g
牛乳  …………100cc
砂糖 ………大さじ２
生クリーム  …200cc

〈かぼちゃクリーム〉

え
ん

み
き

じ
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け
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よ
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お
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ふ り
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た
い

か
ま
ど



12月号
広報

功績を讃えて

人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,283　人（－37 人）
男　性　11,294　人（－15 人）
女　性　12,989　人（－22 人）
世帯数　10,624世帯（－14世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成25年10月31日現在）

別冊　たけたん情報
12月のこよみ・ＴＣＴ特番情報・
新民生委員、児童委員一覧表

○TAKETAN FACE今月のひと 吉野純子 15
○竹田かわら版　ＴＯＷＮ TOPICS 16
○福祉　12月３日から９日は「障害者
　週間」です 18
○健康一直線・保健だより 「活性酸素
　を制して、生活習慣病を予防する」 19
○ミステリアス！竹田キリシタン⑰
　続・直入編／直入に眠る大友宗麟の
　孫「義親」 20
○たけたんアンテナ　バート・クロツィ
　ンゲンコーナー／生き活き興起／竹
　田雑感 22
○今月のイントロダクション　ぼくたち・
　私たちの学び舎（竹田中学校）／図書
　館のお知らせ／誕生おめでとう／プク
　サン 24
○税務情報／まるごと博物館98 26
○地元のいい　出来事 27
○郷土の植物／すくすく１歳／今月の
　食育レシピ 28
※今月の「岡城遺産」はお休みします。

 

市
長
表
彰
　個
人

◆
社
会
民
生

泉
　
　達
郎
（
由
布
市
）

　小
児
医
療
の
推
進
と
継
続
的
支

援
、
こ
ど
も
診
療
所
開
設
と
運
営
に

尽
力
し
、
子
育
て
支
援
策
の
政
策
形

成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
　光
明
（
竹
田
・
茶
屋
の
辻
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
　信
之
（
竹
田
・
田
井
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

牧
　
　直
子
（
竹
田
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
七
里
南
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

内
田
　雄
一
（
竹
田
・
次
倉
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
　
　力
（
荻
・
西
福
寺
）

　永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

川
越
　俊
市
（
久
住
・
石
原
）

　環
境
美
化
及
び
伝
統
芸
能
運
動

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
牽
引

し
、
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

佐
藤
冨
士
夫
（
荻
・
大
平
）

　市
自
治
会
連
合
会
長
と
し
て
災

害
対
策
に
貢
献
し
、
特
色
あ
る
荻
地

域
の
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

◆
産
業
振
興

小
出
美
紀
夫
（
荻
・
高
練
木
）

　と
ま
と
学
校
を
設
立
し
、
新
規
就

農
支
援
や
育
成
を
行
い
、
ト
マ
ト
の

生
産
拡
大
に
努
め
、
産
業
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
環
境
保
護

弘
蔵
　岳
久
（
玖
珠
郡
九
重
町
）

　天
然
記
念
物
の
保
護
活
動
を
行

い
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
自
然
環
境
保

護
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

加
藤
　正
義
（
竹
田
・
笹
尾
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

森
　
　哲
秀
（
竹
田
・
高
伏
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

坂
梨
宏
之
進
（
竹
田
・
倉
木
上
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

堀
　
　一
之
（
竹
田
・
山
川
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川
島
　匡
克
（
竹
田
・
中
本
町
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
　榮
治
（
竹
田
・
西
中
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

 

市
長
表
彰
　団
体

◆
社
会
民
生

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　代
表
　赤
座
　昭
義

　献
血
の
啓
発
活
動
や
事
業
推
進

に
貢
献
、
教
育
施
設
の
整
備
事
業
に

も
協
力
し
、
幅
広
い
分
野
で
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

入
田
地
区
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会

　会
長
　伊
藤
　洋
一

　入
田
地
区
の
森
林
づ
く
り
や
環

境
整
備
に
取
り
組
み
、
企
業
進
出
や

子
育
て
支
援
住
宅
建
設
に
尽
力
し
、

地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
地
区
観
光
振
興
計
画
推
進
委

員
会
　委
員
長
　衛
藤
　勝
志

　観
光
振
興
計
画
を
活
か
し
た
地

域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
地
域
に
根

ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰

　
　
　
　
　
　

   

個
人
・
団
体

◆
施
設
整
備

秋
山
　
　正
（
竹
田
・
次
倉
中
央
）

　永
年
に
わ
た
り
宮
砥
分
館
周
辺

の
環
境
美
化
活
動
を
行
い
、
分
館
活

動
の
推
進
及
び
地
区
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
社
会
教
育

荻
町
史
談
会

　会
長
　後
藤
　文
雄

　永
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
、

遺
跡
の
発
掘
保
存
、
機
関
紙
発
刊

や
小
中
学
生
へ
の
講
演
等
を
通
じ
、

歴
史
文
化
の
形
成
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

 
市
長
感
謝
状

木
下
　哲
夫
（
秋
田
県
由
利
本
荘

市
）　殿

町
地
区
の
宅
地
及
び
住
宅
を

寄
附
さ
れ
、
歴
史
あ
る
竹
田
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

児
玉
　京
子
（
千
葉
県
浦
安
市
）

　片
ケ
瀬
地
区
の
宅
地
及
び
住
宅

並
び
に
美
術
品
を
寄
附
さ
れ
、
本
市

の
観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

〔
敬
称
略
〕

功
績
を
讃
え
て

平
成
25
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　
竹
田
市
は
、
市
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
３
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
表
彰
式
を
行
い
、
首
藤
勝
次
市
長
が
表
彰
状

を
個
人
17
人
（
欠
席
３
人
）
と
３
団
体
に
、
感
謝
状
を
２
人
に
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
斐
史
隆
教

育
委
員
長
が
個
人
１
人
と
１
団
体
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

［前列左から］泉達郎さん、
内田雄一さん、福田力さん、
吉竹悟副議長、首藤勝次市
長、甲斐史隆教育委員長、
土谷晴美大分県豊肥振興局
長、川越俊市さん、佐藤冨
士夫さん

［中列左から］小出美紀夫
さん、弘蔵岳久さん、加藤
正義さん、森哲秀さん、坂
梨宏之進さん、堀一之さん、
川島匡克さん、矢野榮治さ
ん、後藤勇さん

［後列左から］野田良輔副
市長、赤座昭義竹田ライオ
ンズクラブ代表、伊藤洋一
入田地区活性化事業推進協
議会長、衛藤勝志宮城地区
観光振興計画推進委員長、
秋山正さん、後藤文雄荻町
史談会長、木下哲夫さん、
児玉京子さん、吉野英勝教
育長

↑受賞者を代表して謝辞を述べる川越俊市さん

○竹田市功労者表彰 ２
○特集・文化会館の未来に、方向性を定める／
　「まちづくり市民アンケート」調査結果 4
○交流　茨木市・竹田市歴史文化姉妹
　都市調印式／竹田市東京事務所オー
　プンほか 8
○農政　災害に強い森林づくり開始
　ほか 9
○竹田市財政状況 10
○市長コラム「有由有縁」52 14

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
　
　勇
（
竹
田
・
桜
瀬
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

た  

た
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○税務情報／まるごと博物館98 26
○地元のいい　出来事 27
○郷土の植物／すくすく１歳／今月の
　食育レシピ 28
※今月の「岡城遺産」はお休みします。

 

市
長
表
彰
　個
人

◆
社
会
民
生

泉
　
　達
郎
（
由
布
市
）

　小
児
医
療
の
推
進
と
継
続
的
支

援
、
こ
ど
も
診
療
所
開
設
と
運
営
に

尽
力
し
、
子
育
て
支
援
策
の
政
策
形

成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
　光
明
（
竹
田
・
茶
屋
の
辻
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
　信
之
（
竹
田
・
田
井
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

牧
　
　直
子
（
竹
田
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
七
里
南
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

内
田
　雄
一
（
竹
田
・
次
倉
）

　永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
　
　力
（
荻
・
西
福
寺
）

　永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

川
越
　俊
市
（
久
住
・
石
原
）

　環
境
美
化
及
び
伝
統
芸
能
運
動

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
牽
引

し
、
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

佐
藤
冨
士
夫
（
荻
・
大
平
）

　市
自
治
会
連
合
会
長
と
し
て
災

害
対
策
に
貢
献
し
、
特
色
あ
る
荻
地

域
の
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

◆
産
業
振
興

小
出
美
紀
夫
（
荻
・
高
練
木
）

　と
ま
と
学
校
を
設
立
し
、
新
規
就

農
支
援
や
育
成
を
行
い
、
ト
マ
ト
の

生
産
拡
大
に
努
め
、
産
業
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
環
境
保
護

弘
蔵
　岳
久
（
玖
珠
郡
九
重
町
）

　天
然
記
念
物
の
保
護
活
動
を
行

い
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
自
然
環
境
保

護
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

加
藤
　正
義
（
竹
田
・
笹
尾
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

森
　
　哲
秀
（
竹
田
・
高
伏
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

坂
梨
宏
之
進
（
竹
田
・
倉
木
上
）

　永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

堀
　
　一
之
（
竹
田
・
山
川
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川
島
　匡
克
（
竹
田
・
中
本
町
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
　榮
治
（
竹
田
・
西
中
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

 

市
長
表
彰
　団
体

◆
社
会
民
生

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　代
表
　赤
座
　昭
義

　献
血
の
啓
発
活
動
や
事
業
推
進

に
貢
献
、
教
育
施
設
の
整
備
事
業
に

も
協
力
し
、
幅
広
い
分
野
で
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

入
田
地
区
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会

　会
長
　伊
藤
　洋
一

　入
田
地
区
の
森
林
づ
く
り
や
環

境
整
備
に
取
り
組
み
、
企
業
進
出
や

子
育
て
支
援
住
宅
建
設
に
尽
力
し
、

地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
地
区
観
光
振
興
計
画
推
進
委

員
会
　委
員
長
　衛
藤
　勝
志

　観
光
振
興
計
画
を
活
か
し
た
地

域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
地
域
に
根

ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰

　
　
　
　
　
　

   

個
人
・
団
体

◆
施
設
整
備

秋
山
　
　正
（
竹
田
・
次
倉
中
央
）

　永
年
に
わ
た
り
宮
砥
分
館
周
辺

の
環
境
美
化
活
動
を
行
い
、
分
館
活

動
の
推
進
及
び
地
区
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
社
会
教
育

荻
町
史
談
会

　会
長
　後
藤
　文
雄

　永
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
、

遺
跡
の
発
掘
保
存
、
機
関
紙
発
刊

や
小
中
学
生
へ
の
講
演
等
を
通
じ
、

歴
史
文
化
の
形
成
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

 

市
長
感
謝
状

木
下
　哲
夫
（
秋
田
県
由
利
本
荘

市
）　殿

町
地
区
の
宅
地
及
び
住
宅
を

寄
附
さ
れ
、
歴
史
あ
る
竹
田
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

児
玉
　京
子
（
千
葉
県
浦
安
市
）

　片
ケ
瀬
地
区
の
宅
地
及
び
住
宅

並
び
に
美
術
品
を
寄
附
さ
れ
、
本
市

の
観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

〔
敬
称
略
〕

功
績
を
讃
え
て

平
成
25
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　
竹
田
市
は
、
市
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
３
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
表
彰
式
を
行
い
、
首
藤
勝
次
市
長
が
表
彰
状

を
個
人
17
人
（
欠
席
３
人
）
と
３
団
体
に
、
感
謝
状
を
２
人
に
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
斐
史
隆
教

育
委
員
長
が
個
人
１
人
と
１
団
体
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

［前列左から］泉達郎さん、
内田雄一さん、福田力さん、
吉竹悟副議長、首藤勝次市
長、甲斐史隆教育委員長、
土谷晴美大分県豊肥振興局
長、川越俊市さん、佐藤冨
士夫さん

［中列左から］小出美紀夫
さん、弘蔵岳久さん、加藤
正義さん、森哲秀さん、坂
梨宏之進さん、堀一之さん、
川島匡克さん、矢野榮治さ
ん、後藤勇さん

［後列左から］野田良輔副
市長、赤座昭義竹田ライオ
ンズクラブ代表、伊藤洋一
入田地区活性化事業推進協
議会長、衛藤勝志宮城地区
観光振興計画推進委員長、
秋山正さん、後藤文雄荻町
史談会長、木下哲夫さん、
児玉京子さん、吉野英勝教
育長

↑受賞者を代表して謝辞を述べる川越俊市さん

○竹田市功労者表彰 ２
○特集・文化会館の未来に、方向性を定める／
　「まちづくり市民アンケート」調査結果 4
○交流　茨木市・竹田市歴史文化姉妹
　都市調印式／竹田市東京事務所オー
　プンほか 8
○農政　災害に強い森林づくり開始
　ほか 9
○竹田市財政状況 10
○市長コラム「有由有縁」52 14

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
　
　勇
（
竹
田
・
桜
瀬
）

　永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

た  

た
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特集「文化会館の未来に、方向性を定める」

　
11
月
６
日
、
竹
田
市
城
下
町
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
専
門
部

会
合
同
委
嘱
式
を
市
本
庁
舎
で
行

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
部
会

委
員
に
吉
弘
央
さ
ん
ほ
か
９
名
、
図

書
館
部
会
委
員
に
吉
岡
雄
三
さ
ん

ほ
か
７
名
、
文
化
会
館
部
会
委
員
に

板
井
良
助
さ
ん
ほ
か
９
名
を
委
嘱
。

首
藤
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。（
任
期
は
委
員
会
の
審
議
終

了
時
ま
で
）

　
こ
の
後
、
市
長
が
『
城
下
町
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
見
え
る
も
の
〜

動
き
出
し
た
竹
田
の
将
来
像
、
未
来

へ
の
期
待
〜
』
と
題
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。「
今
を
生
き
て
い
る

私
た
ち
は
、
未
来
に
対
し
て
、〝
ど

の
よ
う
な
方
向
を
出
す
べ
き
か
〞
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
舞
台
に
い

る
。
ぜ
ひ
部
会
で
さ
ら
に
深
掘
り
を

し
な
が
ら
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
委
嘱
式
終
了
後
、
各
部
会
が
開

か
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
よ
り
多
く
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会
と
し

て
、
竹
田
市
文
化
会
館
の
再
建
を

考
え
る
「
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
11
月
23
日
、
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　「
竹
田
市
文
化
会
館
等
の
概

況・被
災
状
況
」、「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」、「
竹
田
市
財
政
状
況
」、「
文

化
会
館
等
復
興
パ
タ
ー
ン
」、「
玉

来
川
の
河
川
改
修
」
に
つ
い
て
の

説
明
に
続
い
て
、
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
参
加

者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
新
築
を
希
望
。
市
は
伝
統
、
文

化
、
歴
史
、
豊
富
な
観
光
資
源
を

自
覚
し
、
振
興
を
発
信
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
、
文
化
会
館

は
そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
。
明
日

へ
の
希
望
、
発
展
を
開
き
、
そ
の

た
め
の
投
資
と
考
え
、
将
来
に

向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
す
る
。

・
視
察
会
に
参
加
。
非
常
に
傷
ん

で
い
る
。
経
過
年
数
と
対
応
年

数
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
総
合
運
動
公
園
に
移
転
新
築
の

場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
文
化

ゾ
ー
ン
の
色
分
け
を
必
ず
や
っ

て
ほ
し
い
。

・
越
水
対
策
で
安
全
面
が
充
分
で

あ
る
な
ら
ば
、
場
所
は
今
の
場

所
に
建
て
直
す
の
が
良
い
。

・
全
国
の
見
本
と
な
る
完
全
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
文
化
施
設
に
し
て

ほ
し
い
。

・
国
道
57
号
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
く
し
て
ほ
し
い
。

　
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
試

練
を
乗
り
越
え
、
未
来
に
希
望
を

も
た
ら
す
〝
再
生
の
道
〞
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
今
後
も
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　11月16日、17日、20日の３日間、文化会館・中央公
民館・体育センターの被災状況を広く知っていただくた
めに、市民の方を対象に「現地視察会」を開催しました。
　参加者からは「被害の大きさを初めて知った。ホール
の壊れ方は、想像以上だった」「文化活動の場が欲しい。
１日でも早い復興を願う」「カラオケでこの舞台にあがっ
たことがあり、今はさびしい」等の感想があがりました。

◎竹田市城下町再生プロジェクト　委員会専門部会
【コミュニティセンター部会委員】
亀野辰三（大分工業高等専門学校都市・環境工学科教授）／渡邉由美子（特
定非営利活動法人夢苞理事長）／工藤活（竹田地区自治会長会事務局長）
／吉弘央（竹田地区老人クラブ会長）／堀一壽（竹田市社会福祉協議会事
務局長）／足達千英美（子育て世代代表）／衛藤慎二（竹田地区市街地活
性化協議会プロジェクト委員会委員長）／川口妙子（竹田商工会議所女性
会会長）／重松英（竹田商工会議所青年部副会長）／都築員守（竹田町商
店街振興組合代表理事）
【図書館部会委員】
吉岡雄三（社会教育委員図書館協議会委員）／井陽二郎（学校関係者代表〔校
長会会長〕）／秦典子（図書館を考える会代表）／大塚英子（元保育士）／
伊藤誠至（公民館嘱託職員）／吉野聖子（図書館ボランティア）／中臣一（青
年世代代表〔竹藝家〕）／松本優（子育て世代代表）
【文化会館部会委員】
可児敦彦（大分合同文化教室講師）／板井良助（大分県芸術文化スポーツ
振興財団理事）／佐藤竹尾（竹田市老人クラブ連合会会長）／佐藤美智子（竹
田市女性団体連絡協議会副会長）／姫野トモ子（竹田市ＰＴＡ連合会副会
長・母親部会長）／得丸高志（竹田商工会議所青年部会長）／徳尾みゆき（放
課後子ども教室プロデューサー代表）／田部朋二（竹田市文化連盟会長）
／小出六十志（ブルーフェニックスジャズオーケストラ代表）／添田龍（竹
田スポーツ・レクリエーションクラブ副会長）

※氏名（所属団体・役職等）敬称略

　昨年の災害以降、竹田市では文化会館復興に向けて「復興案」を示しながら、懇談会やアンケート等
で意見を伺ってきました。復興に向けて、方向性を定める時期が近づいてきました。

現
場
を
視
る

←被害状況を説明
しながら、館内
各部屋に参加者
を案内

↑コミュニティーセンター部会を代表して委嘱状
を受け取る吉弘さん

↑市民の皆様から多くの意見が寄せられました

↑各専門部会が開かれました（写真は文化会館専門部会）

←現在の文化会館大ホール。
　大水害の凄まじさを物語る

復興に向けて、いよいよ正念場

文化会館の未来に、
方向性を定める

再
生
を
考
え
る

意
見
を
聴
く

城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
専
門
部
会
委
員
を
合
同
委
嘱



特集「文化会館の未来に、方向性を定める」

　
11
月
６
日
、
竹
田
市
城
下
町
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
専
門
部

会
合
同
委
嘱
式
を
市
本
庁
舎
で
行

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
部
会

委
員
に
吉
弘
央
さ
ん
ほ
か
９
名
、
図

書
館
部
会
委
員
に
吉
岡
雄
三
さ
ん

ほ
か
７
名
、
文
化
会
館
部
会
委
員
に

板
井
良
助
さ
ん
ほ
か
９
名
を
委
嘱
。

首
藤
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。（
任
期
は
委
員
会
の
審
議
終

了
時
ま
で
）

　
こ
の
後
、
市
長
が
『
城
下
町
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
見
え
る
も
の
〜

動
き
出
し
た
竹
田
の
将
来
像
、
未
来

へ
の
期
待
〜
』
と
題
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。「
今
を
生
き
て
い
る

私
た
ち
は
、
未
来
に
対
し
て
、〝
ど

の
よ
う
な
方
向
を
出
す
べ
き
か
〞
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
舞
台
に
い

る
。
ぜ
ひ
部
会
で
さ
ら
に
深
掘
り
を

し
な
が
ら
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
委
嘱
式
終
了
後
、
各
部
会
が
開

か
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
よ
り
多
く
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会
と
し

て
、
竹
田
市
文
化
会
館
の
再
建
を

考
え
る
「
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
11
月
23
日
、
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　「
竹
田
市
文
化
会
館
等
の
概

況・被
災
状
況
」、「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」、「
竹
田
市
財
政
状
況
」、「
文

化
会
館
等
復
興
パ
タ
ー
ン
」、「
玉

来
川
の
河
川
改
修
」
に
つ
い
て
の

説
明
に
続
い
て
、
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
参
加

者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
新
築
を
希
望
。
市
は
伝
統
、
文

化
、
歴
史
、
豊
富
な
観
光
資
源
を

自
覚
し
、
振
興
を
発
信
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
、
文
化
会
館

は
そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
。
明
日

へ
の
希
望
、
発
展
を
開
き
、
そ
の

た
め
の
投
資
と
考
え
、
将
来
に

向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
す
る
。

・
視
察
会
に
参
加
。
非
常
に
傷
ん

で
い
る
。
経
過
年
数
と
対
応
年

数
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
総
合
運
動
公
園
に
移
転
新
築
の

場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
文
化

ゾ
ー
ン
の
色
分
け
を
必
ず
や
っ

て
ほ
し
い
。

・
越
水
対
策
で
安
全
面
が
充
分
で

あ
る
な
ら
ば
、
場
所
は
今
の
場

所
に
建
て
直
す
の
が
良
い
。

・
全
国
の
見
本
と
な
る
完
全
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
文
化
施
設
に
し
て

ほ
し
い
。

・
国
道
57
号
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
く
し
て
ほ
し
い
。

　
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
試

練
を
乗
り
越
え
、
未
来
に
希
望
を

も
た
ら
す
〝
再
生
の
道
〞
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
今
後
も
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　11月16日、17日、20日の３日間、文化会館・中央公
民館・体育センターの被災状況を広く知っていただくた
めに、市民の方を対象に「現地視察会」を開催しました。
　参加者からは「被害の大きさを初めて知った。ホール
の壊れ方は、想像以上だった」「文化活動の場が欲しい。
１日でも早い復興を願う」「カラオケでこの舞台にあがっ
たことがあり、今はさびしい」等の感想があがりました。

◎竹田市城下町再生プロジェクト　委員会専門部会
【コミュニティセンター部会委員】
亀野辰三（大分工業高等専門学校都市・環境工学科教授）／渡邉由美子（特
定非営利活動法人夢苞理事長）／工藤活（竹田地区自治会長会事務局長）
／吉弘央（竹田地区老人クラブ会長）／堀一壽（竹田市社会福祉協議会事
務局長）／足達千英美（子育て世代代表）／衛藤慎二（竹田地区市街地活
性化協議会プロジェクト委員会委員長）／川口妙子（竹田商工会議所女性
会会長）／重松英（竹田商工会議所青年部副会長）／都築員守（竹田町商
店街振興組合代表理事）
【図書館部会委員】
吉岡雄三（社会教育委員図書館協議会委員）／井陽二郎（学校関係者代表〔校
長会会長〕）／秦典子（図書館を考える会代表）／大塚英子（元保育士）／
伊藤誠至（公民館嘱託職員）／吉野聖子（図書館ボランティア）／中臣一（青
年世代代表〔竹藝家〕）／松本優（子育て世代代表）
【文化会館部会委員】
可児敦彦（大分合同文化教室講師）／板井良助（大分県芸術文化スポーツ
振興財団理事）／佐藤竹尾（竹田市老人クラブ連合会会長）／佐藤美智子（竹
田市女性団体連絡協議会副会長）／姫野トモ子（竹田市ＰＴＡ連合会副会
長・母親部会長）／得丸高志（竹田商工会議所青年部会長）／徳尾みゆき（放
課後子ども教室プロデューサー代表）／田部朋二（竹田市文化連盟会長）
／小出六十志（ブルーフェニックスジャズオーケストラ代表）／添田龍（竹
田スポーツ・レクリエーションクラブ副会長）

※氏名（所属団体・役職等）敬称略

　昨年の災害以降、竹田市では文化会館復興に向けて「復興案」を示しながら、懇談会やアンケート等
で意見を伺ってきました。復興に向けて、方向性を定める時期が近づいてきました。

現
場
を
視
る

←被害状況を説明
しながら、館内
各部屋に参加者
を案内

↑コミュニティーセンター部会を代表して委嘱状
を受け取る吉弘さん

↑市民の皆様から多くの意見が寄せられました

↑各専門部会が開かれました（写真は文化会館専門部会）

←現在の文化会館大ホール。
　大水害の凄まじさを物語る

復興に向けて、いよいよ正念場

文化会館の未来に、
方向性を定める

再
生
を
考
え
る

意
見
を
聴
く

城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
専
門
部
会
委
員
を
合
同
委
嘱
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特集「文化会館の未来に、方向性を定める」

　
竹
田
市
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た

「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
を
立
ち
上

げ
、
東
京
大
学
景
観
研
究
室
の
協
力
を
得
る
な

ど
、〝
情
感
ま
ち
づ
く
り
〞
に
向
け
た
調
査
研
究

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
は
、
古
く
か

ら
岡
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
４
０
０
年

の
歴
史
の
上
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た

貴
重
な
文
化
的
・
芸
術
的
財
産
の
集
積
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
地
域
の
顔
」
と
し
て
賑
わ
い
と
活

力
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
産
業
全
体
を
牽
引
す

る
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か

ら
、
中
心
市
街
地
の
再
生
は
、
市
の
重
点
施
策
と

し
て
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
中
心
市
街
地
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
新
図
書
館
な
ど
の
建
設
、
ま
た
、
周
辺
に

は
文
化
会
館
の
復
興
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
城
下
町
再
生
に
向
け
て
は
、
計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
10
年
後
の
在
る
べ
き
城
下
町

の
将
来
像
を
描
く
、『
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
』
を
策
定
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の

皆
様
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
の
醸
成
、
意

識
の
向
上
を
図
る
仕
掛
け
、
き
っ
か
け
に
す
る
と

と
も
に
、「
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

策
定
等
に
係
る
将
来
構
想
の
素
材
収
集
の
た
め
、

竹
田
地
区
自
治
会
や
商
業
関
係
団
体
等
を
対
象

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
を
展
開
、
ま

た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
あ
た
り
、
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
方
々
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１

０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
送
付
し

ま
し
た
。
こ
の
度
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
と
す

る
竹
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
意
向
結
果
が
集
約
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
調
査
概
要
〉

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、Ⅰ
回
答
者
属
性（
性
別
・

年
代
・
居
住
地
等
）、Ⅱ
中
心
市
街
地
の
利
用
目

的
や
機
能
、Ⅲ
中
心
市
街
地
の
将
来
像
、Ⅳ
新
図

書
館
の
建
設
、Ⅴ
文
化
会
館
の
復
興
、Ⅵ
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
構
想
と
住
宅
施
策
、Ⅶ
歴
史
的
遺
産
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
な
ど
７
つ
の
項
目
に
わ

た
っ
て
42
問
か
ら
な
る
設
問
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
以
下
に
紹
介
す
る
概
要
は
、
各
項
目
で
メ
イ

ン
と
な
る
設
問
を
抜
粋
し
、
説
明
を
付
し
た
も
の

で
す
。

Ⅰ
　回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
数
１
０
０
０
通
に
対
し
、
４

２
２
人
が
回
答
し
、
回
収
率
は
42
・
２
％
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
回
答
者
の
男
女
別
比
率

は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。
回
答
率
42
・
２
％
の

割
合
は
男
性
が
39
％
、
女
性
が
44
％
で
、
こ
れ
も

女
性
の
方
が
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
別
の
回
答
数
は
、
表
②
の
よ
う
に
高
年
齢

層
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
年
代
の
人
口
に
応

じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
す
る
と
、
50
歳
以
上
の

対
象
者
が
全
体
の
60
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
今
回
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
立
場
か
ら
、
各
年
代
と
も

均
等
割
（
同
数
）
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
年
代
別
の
回
答
率
を
み
る
と
、
20
代
が

24
％
、
30
代
が
33
％
、
40
代
が
33
％
、
50
代
が

40
％
、
60
代
が
59
％
、
70
歳
以
上
が
55
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
年
齢
層
ほ
ど
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て

の
関
心
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
窺
え
ま
す
。
年
代

別
の
人
口
割
合
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
場

合
、
回
収
率
は
お
そ
ら
く
50
％
を
超
え
る
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ
　中
心
市
街
地
の
利
用
目
的
や
機
能

　
中
心
市
街
地
の
現
状
把
握
を
行
う
た
め
、
中
心

市
街
地
の
利
用
頻
度
や
目
的
（
表
③
）、
中
心
市

街
地
に
不
足
し
て
い
る
機
能
、
ま
た
、
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
必
要

な
機
能
（
表
④
）
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

次
の
項
目
「
中
心
市
街
地
の
将
来
像
」
に
見
る
表

⑦
と
と
も
に
、
設
問
の
回
答
の
中
で
象
徴
さ
れ
る

の
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
店
舗
の
充
実

と
駐
車
場
の
整
備
で
し
た
。

Ⅲ
　中
心
市
街
地
の
将
来
像

　
将
来
の
中
心
市
街
地
の
在
る
べ
き
姿
を
探
る
た

め
、
中
心
市
街
地
に
必
要
な
魅
力
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。
城
下
町
再
生
に
係
る
中
心
市
街
地

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
示

唆
す
る
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
の
中
心
市

街
地
の
魅
力
（
表
⑤
）
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
65
％
の
方
が
魅
力
に
欠
け
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
（
表
⑥
）
に
つ

い
て
は
、
竹
田
城
下
町
が
他
の
地
方
都
市
に
は
な

い
歴
史
的
風
情
や
情
緒
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
活
か
す
こ
と
へ
の
期
待
が

窺
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ
　新
図
書
館
の
建
設

　
平
成
27
年
着
工
を
目
標
に
計
画
さ
れ
て
い
る
、

新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

図
書
館
建
設
は
、
こ
れ
ま
で
30
年
に
わ
た
っ
て
検

討
さ
れ
て
き
た
積
年
の
課
題
で
あ
り
、
多
く
の
市

民
か
ら
望
ま
れ
て
き
た
事
業
で
す
。
回
答
傾
向
で

は
、
や
は
り
現
在
の
図
書
館
が
手
狭
で
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
籍
の
充
実
（
表
⑧
）
と
館

内
の
快
適
性
（
表
⑨
）
が
断
ト
ツ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ⅴ
　文
化
会
館
の
復
興

　
平
成
24
年
７
月
12
日
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
、
竹
田
市
文
化
会
館
及
び
中
央
公
民
館
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
文
化
会
館
等

は
閉
鎖
さ
れ
、
市
の
文
化
行
事
は
荻
・
久
住
・
直

入
地
域
等
の
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現

状
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
文
化
会
館

等
の
復
興
建
設
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
尋
ね
し

ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
回
答
と
し
て
、
表
⑪
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
復
興
を
望
む
回
答
が
全
体
の
85
％
を
占
め
、

文
化
拠
点
の
必
要
性
が
窺
え
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
表
⑩
で
は
、
文
化
会
館
等

を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
と
の
回
答
が
42
％

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
文
化
会
館
等
を
復
興
建
設

し
た
時
の
施
設
の
利
用
、
活
用
に
課
題
を
投
げ
か

け
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
が
使
い
や
す
い

運
営
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

Ⅵ
　ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
と
住
宅
施
策

　
平
成
30
年
に
地
域
高
規
格
道
路
が
竹
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
竹
田
市
か
ら
大
分
市
ま
で
の
所
要
時
間

が
30
分
〜
40
分
に
短
縮
さ
れ
、
大
分
市
へ
の
通
勤

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
然
あ
ふ
れ
る

環
境
の
中
で
竹
田
ら
し
い
住
宅
地
の
開
発
を
行

い
、
市
外
か
ら
の
移
住
定
住
者
の
誘
導
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定
住
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
住
宅
施
策

が
望
ま
れ
る
か
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
回
答
は
表

⑫
の
と
お
り
、
市
外
者
の
移
住
定
住
を
図
り
、
ま

た
、
市
内
者
の
若
い
世
代
の
既
住
定
住
を
図
る
と

い
う
両
立
の
回
答
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅶ
　歴
史
的
遺
産
の
活
用

　
竹
田
市
は
城
下
町
を
筆
頭
に
、
市
全
域
に
歴
史

的
文
化
遺
産
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
遺

産
を
活
用
し
、
ま
た
、
後
世
に
し
っ
か
り
と
継
承

し
て
い
く
た
め
、
現
在
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

財
産
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
今
後
展
開

す
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

回
答
は
表
⑬
の
と
お
り
、
奇
し
く
も
城
下
町
再
生

へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
傾
向

に
通
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
各
項
目
に
つ
い
て
主
な
設
問

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
自
由

記
入
欄
に
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
多

様
な
ご
意
見
、
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
を
記
載
欄
が
不

足
す
る
ほ
ど
ご
記
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご

回
答
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
貴

重
な
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
自
由
記
入
欄
の
ご
意
見

も
含
め
て
、
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
の
内
容
で
、
市
内
高
校
３
校
の
在

校
生
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
向
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
上
で
大
変
有
意
か
つ
重
要
な
意
見
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
も
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

『
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
』の
調
査
結
果
概
要

●お問い合せ　竹田市総合まちづくりセンター　☎0974-63-4848

表①：男女別

男

45%
55%

表②：年齢別

10%
13%

13%

17%
24%

23%

女

60歳代 70歳以上
40歳代 50歳代
20歳代 30歳代

表③：中心市街地の利用目的（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他

散歩

公共施設の利用

その他の店舗利用

銀行・郵便局

床屋・美容院

習い事やサークル活動

通院

通勤・通学

食事

買い物

15

16

42

33

189

71

14

93

41

81

246

表④：コミュニティセンターの機能（複数選択）
0 50 100 150 200 250

その他

行政窓口サービス

商観光情報コーナー

屋外交流広場

福祉・健康相談コーナー

トレーニングルーム

児童館や学童保育施設

交流サロン

市民ギャラリー

大小会議室

小規模ホール

23

97

36

79

56

213

83

127

49

115

136

全く魅力がない

表⑤：中心市街地の魅力
1%

13%

21%

48%

17%

どちらとも言えない
あまり魅力を感じない

とても魅力がある
やや魅力を感じる

表⑥：中心市街地が活かすべき魅力（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他
地場産品や工芸品
まちなみの美しさ

医療施設充実の安心感
自然に恵まれた環境
商業地としての繁栄
機能集積による利便性
伝統文化や歴史資源
城下町としての風情

118
112
124

100
113

75
14

128
259

表⑦：中心市街地に必要な取り組み（複数選択）
0 50 100 150 200

その他

住宅供給

官民一体の体制づくり

交流広場などの整備

駐車場の整備

公共交通機関の充実

観光客向けの施設整備

街なみや店舗イメージの統一

個店の魅力向上

閉店時間の統一などの活動

日常的なイベント開催

イベントによる集客力向上

新しい店舗・業種の導入

空き店舗の活用 189

96

51

48

44

177

64

22

59

157

35

124

40

16

表⑧：図書館の充実（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他

市民ギャラリーの開催

講演会・展示会などの開催

他館とのネットワークの充実

習い事、趣味などのサークル活動支援

図書館からの新刊情報提供

インターネット、電子書籍の充実

館内での飲食サービスの提供

障害者の読書支援の充実

高齢者の読書支援の充実

DVD・CDの充実

本・雑誌の充実

21

269

100

72

29

99

64

37

88

59

53

46

表⑨：図書館に重要視するもの
0 40 80 120 160 200

その他

シンボル的デザイン性

省エネ等の自然環境

維持費等の経済性

館内の快適性

外観・景観

13

24

32

74

195

36

表⑩：文化会館等の利用頻度

週３回以上

0% 4%
7%

47%

42%

表⑪：文化会館等の復興建設

58%27%

5% 9%

週１・２回
年数回 未利用

その他復興不要 わからない
ぜひ復興 復興して欲しい

1%

表⑫：定住促進の取り組み
0 40 80 120 160 200

その他

Ｕターン者等への
住宅供給

一人世帯への住宅供給

市中心部の住宅供給

若い世代への住宅供給

高齢者への住宅供給

移住を促す住宅供給 46

20

148

19

26

65

8

表⑬：歴史的遺産を活かしたまちづくり（複数選択）
0 50 100 150 200

その他

歴史的自然環境の保全

文化財の指定・保存修理

まちづくり活動への支援

伝統芸能・産業の保護育成

古い建物の活用

交通環境の整備

史跡等の周辺環境整備

岡城跡の保存整備

古い建物や町並みの保存 123

177

152

140

65

133

81

42

103

16

月１・２回
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特集「文化会館の未来に、方向性を定める」

　
竹
田
市
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た

「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
を
立
ち
上

げ
、
東
京
大
学
景
観
研
究
室
の
協
力
を
得
る
な

ど
、〝
情
感
ま
ち
づ
く
り
〞
に
向
け
た
調
査
研
究

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
は
、
古
く
か

ら
岡
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
４
０
０
年

の
歴
史
の
上
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た

貴
重
な
文
化
的
・
芸
術
的
財
産
の
集
積
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
地
域
の
顔
」
と
し
て
賑
わ
い
と
活

力
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
産
業
全
体
を
牽
引
す

る
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か

ら
、
中
心
市
街
地
の
再
生
は
、
市
の
重
点
施
策
と

し
て
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
中
心
市
街
地
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
新
図
書
館
な
ど
の
建
設
、
ま
た
、
周
辺
に

は
文
化
会
館
の
復
興
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
城
下
町
再
生
に
向
け
て
は
、
計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
10
年
後
の
在
る
べ
き
城
下
町

の
将
来
像
を
描
く
、『
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
』
を
策
定
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の

皆
様
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
の
醸
成
、
意

識
の
向
上
を
図
る
仕
掛
け
、
き
っ
か
け
に
す
る
と

と
も
に
、「
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

策
定
等
に
係
る
将
来
構
想
の
素
材
収
集
の
た
め
、

竹
田
地
区
自
治
会
や
商
業
関
係
団
体
等
を
対
象

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
を
展
開
、
ま

た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
あ
た
り
、
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
方
々
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１

０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
送
付
し

ま
し
た
。
こ
の
度
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
と
す

る
竹
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
意
向
結
果
が
集
約
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
調
査
概
要
〉

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、Ⅰ
回
答
者
属
性（
性
別
・

年
代
・
居
住
地
等
）、Ⅱ
中
心
市
街
地
の
利
用
目

的
や
機
能
、Ⅲ
中
心
市
街
地
の
将
来
像
、Ⅳ
新
図

書
館
の
建
設
、Ⅴ
文
化
会
館
の
復
興
、Ⅵ
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
構
想
と
住
宅
施
策
、Ⅶ
歴
史
的
遺
産
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
な
ど
７
つ
の
項
目
に
わ

た
っ
て
42
問
か
ら
な
る
設
問
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
以
下
に
紹
介
す
る
概
要
は
、
各
項
目
で
メ
イ

ン
と
な
る
設
問
を
抜
粋
し
、
説
明
を
付
し
た
も
の

で
す
。

Ⅰ
　回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
数
１
０
０
０
通
に
対
し
、
４

２
２
人
が
回
答
し
、
回
収
率
は
42
・
２
％
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
回
答
者
の
男
女
別
比
率

は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。
回
答
率
42
・
２
％
の

割
合
は
男
性
が
39
％
、
女
性
が
44
％
で
、
こ
れ
も

女
性
の
方
が
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
別
の
回
答
数
は
、
表
②
の
よ
う
に
高
年
齢

層
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
年
代
の
人
口
に
応

じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
す
る
と
、
50
歳
以
上
の

対
象
者
が
全
体
の
60
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
今
回
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
立
場
か
ら
、
各
年
代
と
も

均
等
割
（
同
数
）
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
年
代
別
の
回
答
率
を
み
る
と
、
20
代
が

24
％
、
30
代
が
33
％
、
40
代
が
33
％
、
50
代
が

40
％
、
60
代
が
59
％
、
70
歳
以
上
が
55
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
年
齢
層
ほ
ど
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て

の
関
心
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
窺
え
ま
す
。
年
代

別
の
人
口
割
合
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
場

合
、
回
収
率
は
お
そ
ら
く
50
％
を
超
え
る
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ
　中
心
市
街
地
の
利
用
目
的
や
機
能

　
中
心
市
街
地
の
現
状
把
握
を
行
う
た
め
、
中
心

市
街
地
の
利
用
頻
度
や
目
的
（
表
③
）、
中
心
市

街
地
に
不
足
し
て
い
る
機
能
、
ま
た
、
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
必
要

な
機
能
（
表
④
）
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

次
の
項
目
「
中
心
市
街
地
の
将
来
像
」
に
見
る
表

⑦
と
と
も
に
、
設
問
の
回
答
の
中
で
象
徴
さ
れ
る

の
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
店
舗
の
充
実

と
駐
車
場
の
整
備
で
し
た
。

Ⅲ
　中
心
市
街
地
の
将
来
像

　
将
来
の
中
心
市
街
地
の
在
る
べ
き
姿
を
探
る
た

め
、
中
心
市
街
地
に
必
要
な
魅
力
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。
城
下
町
再
生
に
係
る
中
心
市
街
地

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
示

唆
す
る
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
の
中
心
市

街
地
の
魅
力
（
表
⑤
）
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
65
％
の
方
が
魅
力
に
欠
け
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
（
表
⑥
）
に
つ

い
て
は
、
竹
田
城
下
町
が
他
の
地
方
都
市
に
は
な

い
歴
史
的
風
情
や
情
緒
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
活
か
す
こ
と
へ
の
期
待
が

窺
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ
　新
図
書
館
の
建
設

　
平
成
27
年
着
工
を
目
標
に
計
画
さ
れ
て
い
る
、

新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

図
書
館
建
設
は
、
こ
れ
ま
で
30
年
に
わ
た
っ
て
検

討
さ
れ
て
き
た
積
年
の
課
題
で
あ
り
、
多
く
の
市

民
か
ら
望
ま
れ
て
き
た
事
業
で
す
。
回
答
傾
向
で

は
、
や
は
り
現
在
の
図
書
館
が
手
狭
で
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
籍
の
充
実
（
表
⑧
）
と
館

内
の
快
適
性
（
表
⑨
）
が
断
ト
ツ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ⅴ
　文
化
会
館
の
復
興

　
平
成
24
年
７
月
12
日
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
、
竹
田
市
文
化
会
館
及
び
中
央
公
民
館
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
文
化
会
館
等

は
閉
鎖
さ
れ
、
市
の
文
化
行
事
は
荻
・
久
住
・
直

入
地
域
等
の
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現

状
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
文
化
会
館

等
の
復
興
建
設
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
尋
ね
し

ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
回
答
と
し
て
、
表
⑪
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
復
興
を
望
む
回
答
が
全
体
の
85
％
を
占
め
、

文
化
拠
点
の
必
要
性
が
窺
え
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
表
⑩
で
は
、
文
化
会
館
等

を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
と
の
回
答
が
42
％

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
文
化
会
館
等
を
復
興
建
設

し
た
時
の
施
設
の
利
用
、
活
用
に
課
題
を
投
げ
か

け
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
が
使
い
や
す
い

運
営
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

Ⅵ
　ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
と
住
宅
施
策

　
平
成
30
年
に
地
域
高
規
格
道
路
が
竹
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
竹
田
市
か
ら
大
分
市
ま
で
の
所
要
時
間

が
30
分
〜
40
分
に
短
縮
さ
れ
、
大
分
市
へ
の
通
勤

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
然
あ
ふ
れ
る

環
境
の
中
で
竹
田
ら
し
い
住
宅
地
の
開
発
を
行

い
、
市
外
か
ら
の
移
住
定
住
者
の
誘
導
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定
住
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
住
宅
施
策

が
望
ま
れ
る
か
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
回
答
は
表

⑫
の
と
お
り
、
市
外
者
の
移
住
定
住
を
図
り
、
ま

た
、
市
内
者
の
若
い
世
代
の
既
住
定
住
を
図
る
と

い
う
両
立
の
回
答
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅶ
　歴
史
的
遺
産
の
活
用

　
竹
田
市
は
城
下
町
を
筆
頭
に
、
市
全
域
に
歴
史

的
文
化
遺
産
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
遺

産
を
活
用
し
、
ま
た
、
後
世
に
し
っ
か
り
と
継
承

し
て
い
く
た
め
、
現
在
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

財
産
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
今
後
展
開

す
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

回
答
は
表
⑬
の
と
お
り
、
奇
し
く
も
城
下
町
再
生

へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
傾
向

に
通
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
各
項
目
に
つ
い
て
主
な
設
問

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
自
由

記
入
欄
に
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
多

様
な
ご
意
見
、
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
を
記
載
欄
が
不

足
す
る
ほ
ど
ご
記
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご

回
答
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
貴

重
な
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
自
由
記
入
欄
の
ご
意
見

も
含
め
て
、
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
の
内
容
で
、
市
内
高
校
３
校
の
在

校
生
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
向
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
上
で
大
変
有
意
か
つ
重
要
な
意
見
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
も
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

『
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
』の
調
査
結
果
概
要

●お問い合せ　竹田市総合まちづくりセンター　☎0974-63-4848

表①：男女別

男

45%
55%

表②：年齢別

10%
13%

13%

17%
24%

23%

女

60歳代 70歳以上
40歳代 50歳代
20歳代 30歳代

表③：中心市街地の利用目的（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他

散歩

公共施設の利用

その他の店舗利用

銀行・郵便局

床屋・美容院

習い事やサークル活動

通院

通勤・通学

食事

買い物

15

16

42

33

189

71

14

93

41

81

246

表④：コミュニティセンターの機能（複数選択）
0 50 100 150 200 250

その他

行政窓口サービス

商観光情報コーナー

屋外交流広場

福祉・健康相談コーナー

トレーニングルーム

児童館や学童保育施設

交流サロン

市民ギャラリー

大小会議室

小規模ホール

23

97

36

79

56

213

83

127

49

115

136

全く魅力がない

表⑤：中心市街地の魅力
1%

13%

21%

48%

17%

どちらとも言えない
あまり魅力を感じない

とても魅力がある
やや魅力を感じる

表⑥：中心市街地が活かすべき魅力（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他
地場産品や工芸品
まちなみの美しさ

医療施設充実の安心感
自然に恵まれた環境
商業地としての繁栄

機能集積による利便性
伝統文化や歴史資源
城下町としての風情

118
112
124

100
113

75
14

128
259

表⑦：中心市街地に必要な取り組み（複数選択）
0 50 100 150 200

その他

住宅供給

官民一体の体制づくり

交流広場などの整備

駐車場の整備

公共交通機関の充実

観光客向けの施設整備

街なみや店舗イメージの統一

個店の魅力向上

閉店時間の統一などの活動

日常的なイベント開催

イベントによる集客力向上

新しい店舗・業種の導入

空き店舗の活用 189

96

51

48

44

177

64

22

59

157

35

124

40

16

表⑧：図書館の充実（複数選択）
0 50 100 150 200 250 300

その他

市民ギャラリーの開催

講演会・展示会などの開催

他館とのネットワークの充実

習い事、趣味などのサークル活動支援

図書館からの新刊情報提供

インターネット、電子書籍の充実

館内での飲食サービスの提供

障害者の読書支援の充実

高齢者の読書支援の充実

DVD・CDの充実

本・雑誌の充実

21

269

100

72

29

99

64

37

88

59

53

46

表⑨：図書館に重要視するもの
0 40 80 120 160 200

その他

シンボル的デザイン性

省エネ等の自然環境

維持費等の経済性

館内の快適性

外観・景観

13

24

32

74

195

36

表⑩：文化会館等の利用頻度

週３回以上

0% 4%
7%

47%

42%

表⑪：文化会館等の復興建設

58%27%

5% 9%

週１・２回
年数回 未利用

その他復興不要 わからない
ぜひ復興 復興して欲しい

1%

表⑫：定住促進の取り組み
0 40 80 120 160 200

その他

Ｕターン者等への
住宅供給

一人世帯への住宅供給

市中心部の住宅供給

若い世代への住宅供給

高齢者への住宅供給

移住を促す住宅供給 46

20

148

19

26

65

8

表⑬：歴史的遺産を活かしたまちづくり（複数選択）
0 50 100 150 200

その他

歴史的自然環境の保全

文化財の指定・保存修理

まちづくり活動への支援

伝統芸能・産業の保護育成

古い建物の活用

交通環境の整備

史跡等の周辺環境整備

岡城跡の保存整備

古い建物や町並みの保存 123

177

152

140

65

133

81

42

103

16

月１・２回



農　政 交　流

　
11
月
８
日
、
東
京
オ
フ
ィ
ス
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
東
京

赤
坂
の
赤
坂
中
央
ビ
ル
７
階
の
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
在
住
の
東
京
竹
田
会
の
役

員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
60

名
の
ゲ
ス
ト
、
市
の
関
係
者
20
名
の

総
勢
80
名
が
出
席
し
東
京
オ
フ
ィ

ス
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
の
挨
拶
に
続
き
、
竹
田

市
名
誉
市
民
の
里
見
菊
雄
氏
と
東

京
竹
田
会
会
長
の
辻
亨
氏
が
祝
辞
、

神
本
東
京
事
務
所
長
が
決
意
表
明
、

最
後
に
ゲ
ス
ト
全
員
か
ら
一
言
ず
つ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点
と
し
て
幅

広
い
交
流
が
始
ま
る
こ
と
を
祈
念

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
11
月
16
日
、
竹
田
市
と
大
阪
府

茨
木
市
は
、
茨
木
市
福
祉
文
化
会

館
文
化
ホ
ー
ル
で
、
姉
妹
都
市
提
携

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
市
議
会
議
長
が
見
守
る
中
、

両
市
長
が
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
盟

約
宣
言
書
に
署
名
、
両
市
を
治
め
た

中
川
氏
や
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、

川
端
康
成
文
豪
を
縁
と
す
る
姉
妹

都
市
の
関
係
が
正
式
に
結
ば
れ
、
会

場
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
印
式
は
、
10
月
27
日
に
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
「
大
分
県
竹
田
市
・
大
阪

府
茨
木
市
姉
妹
都
市
締
結
記
念
式

典
」
を
経
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
歴
史
的
な
つ
な
が
り
や
竹
田
、
茨

木
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
交
流

が
導
い
た
今
回
の
姉
妹
都
市
提
携

は
、
先
人
が
ま
い
た
種
が
実
を
結
ん

だ
好
例
と
し
て
、
両
市
民
の
記
憶
に

刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
終
了
後
、
本
市
出
身
の

歌
手
西
み
ほ
さ
ん
が
、
歌
と
ト
ー
ク

に
よ
る
竹
田
市
紹
介
を
行
い
、
瀧
廉

太
郎
な
ど
本
市
ゆ
か
り
の
楽
曲
の

数
々
を
披
露
、
来
場
者
に
大
き
な
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」開
始

〜
未
来
へ
夢
と
希
望
を
授
け
る
〜

歴
史
文
化
姉
妹
都
市
が
誕
生
！

東
京
赤
坂
の
一
等
地
に

竹
田・東
京
オ
フ
ィ
ス
始
動

大
分
県
流
木
被
害
森
林
緊
急
整
備
事
業

音
楽
姉
妹
都
市
・
中
野
市

池
田
市
長
が
来
竹

竹
田
市
・
朝
来
市

相
互
応
援
協
定
を

締
結

　11月４日、「玉来ダム対策協議会と玉来川下流
域自治会長との意見交換会」が宮城分館で行われ
ました。
　ダム建設予定地で大分県竹田ダム事務所の現地
説明を受けた後、貴重な農地等を建設用地として
提供する同協議会の役員と、昨年大水害に見舞わ
れた阿蔵や山手自治会など下流域の自治会長がそ
れぞれの立場で、ダム建設への想いを語りました。
　土地提供者への感謝や被災者への励ましを述べ
る両者に共通しているのは、水害を防ぐダムの一
刻も早い完成です。
　これからも情報を共有し、完成に向け団結した
取り組みを行うことで意見が一致、有意義な意見
交換会が幕を閉じました。

　11月９日、竹田市と兵庫県朝来市との間で、災害時
における相互応援協定の調印が行われました。
　昨年の豪雨災害の際に、朝来市から２名の職員の派
遣を受けました。また、両市間で「歴史文化交流パー
トナーシップ宣言」を表明。これらを契機に、竹田市
または朝来市で大規模な災害が発生し、被災地及び近
隣の市町村では十分な応急措置等ができない場合に、
被災を受けていない遠隔の市が相互応援、及び協力を
円滑かつ迅速に行うことにより、被害の軽減と住民生
活の安定を目的として、応援協定を締結しました。

玉来ダムの早期完成を
めざす意見交換会を開催

「全国担い手育成総合
支援協議会賞」受賞！

↑岡城跡を視察する中野市の皆さん

↑握手を交わす多次勝昭・朝来市長（写真左）
と首藤市長

↑握手を交わす木本保平茨木市長と首藤市長（11月16日・茨木市福祉
文化会館文化ホール）

竹田市で行われた→
「竹田市・茨木市
姉妹都市締結記念
式典」（10月７日）

（株）田んぼ屋のじり

　
本
市
と
、
作
曲
家
中
山
晋
平
氏
を

生
ん
だ
長
野
県
中
野
市
と
は
、詩
人
・

土
井
晩
翠
を
生
ん
だ
宮
城
県
仙
台

市
と
と
も
に
、
昭
和
42
年
（
１
９
６

７
）
１
月
18
日
、『
音
楽
姉
妹
都
市
』

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
９
日
、
中
野
市
の
池
田
茂
市

長
と
職
員
３
名
が
、
翌
日
大
分
市
で

開
催
さ
れ
る
「
第
75
回
全
国
都
市
問

題
会
議
」
を
前
に
竹
田
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
池
田
市
長
と
野
田
竹
田
市

副
市
長
は
、
市
政
に
関
し
て
相
互
の

情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
地
域
間
交
流
は
い

ろ
い
ろ
な
面
で
必
要
と
な
る
。
お
互

い
外
に
向
か
っ
て
、
情
報
発
信
を
続

け
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
池
田
市

長
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
両
市
の
絆
を
深

め
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
今
後

も
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑吐合川沿いで行われた安全祈願祭

↑「（株）田んぼ屋のじり」の野尻徳勝代表（写真右）

↑早期完成に向けて、それぞれの立場で意見交換

　
昨
年
７
月
の
集
中
豪
雨
は
、
竹
田

市
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

河
川
を
流
れ
出
た
流
木
が
被
害
の

拡
大
を
招
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
３
月
、
大
分
県
は
「
次
世
代

の
大
分
森
林
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
。「
河
川
沿
い
の
広
葉
樹
林
化
」

や
「
尾
根
・
急
傾
斜
地
の
針
広
混
交

林
化
」
を
基
本
と
す
る
災
害
に
強
い

森
林
の
施
業
・
管
理
方
法
を
具
体
的

に
示
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
流
木
の

発
生
や
浸
食
等
の
危
険
性
、
緊
急

性
が
高
い
人
工
林
の
自
然
植
生
の

回
復
・
広
葉
樹
林
化
等
を
目
標
と
し

た
、
更
新
伐
、
林
内
整
理
及
び
植
栽

等
を
行
う
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
事
業
（
大
分
県
流
木
被
害
森
林

緊
急
整
備
事
業
）」
の
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
、
県
内
初
の
取
り
組

み
と
な
る
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
事
業
」
の
着
工
式
と
安
全
祈
願
祭

が
菅
生
地
区
（
小
塚
）
の
吐
合
川
沿

い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
は
、
吐
合
川
沿
い
の

約
18
㌶
の
面
積
を
人
工
林
の
伐
採

や
伐
採
木
の
搬
出
等
を
３
年
間
か

け
て
行
い
ま
す
が
、
崩
壊
地
や
急
傾

斜
地
が
多
く
、
難
易
度
の
高
い
工
事

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
着
工
式
で
首
藤
市
長
は
「
吐
合

川
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
こ
か
ら
重
点
的
に
強
い
森
林

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
上
流
の
熊

本
県
側
に
要
請
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
神
事
が
行
わ
れ
、
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
、
石
川
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第
16
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
い
し
か
わ
」
に
お
い
て
、

（
株
）
田
ん
ぼ
屋
の
じ
り
（
野
尻
徳

勝
代
表
・
荻
町
高
練
木
）
が
「
全
国

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

農
業
者
の
一
層
の
経
営
発
展
を
図
る

た
め
、
農
業
経
営
の
改
善
や
地
域
農

業
の
振
興
・
活
性
化
に
優
れ
た
功
績

を
挙
げ
た
農
業
者
を
表
彰
し
ま
す
。

　（
株
）
田
ん
ぼ
屋
の
じ
り
は
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
借
地
の
拡
大

と
作
業
受
託
も
含
め
た
大
規
模
水

稲
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
24
年

は
県
内
有
数
規
模
と
な
る
43
・

13
㌶
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
野
尻
代
表
は
「
受
賞
は
励
み
に
な

り
ま
す
。
今
後
も
規
模
を
拡
大
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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農　政 交　流
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８
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オ
ー
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ン
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レ
モ
ニ
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東
京

赤
坂
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赤
坂
中
央
ビ
ル
７
階
の
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
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ま
し
た
。
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総
勢
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名
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出
席
し
東
京
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フ
ィ
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の
オ
ー
プ
ン
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祝
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ま
し
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。

　
首
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市
長
の
挨
拶
に
続
き
、
竹
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と
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竹
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辻
亨
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祝
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、
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広
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こ
と
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祈
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し
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閉
会
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ま
し
た
。
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月
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日
、
竹
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市
と
大
阪
府

茨
木
市
は
、
茨
木
市
福
祉
文
化
会

館
文
化
ホ
ー
ル
で
、
姉
妹
都
市
提
携

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
市
議
会
議
長
が
見
守
る
中
、

両
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歴
史
文
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姉
妹
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盟
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め
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中
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川
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縁
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す
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姉
妹
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が
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結
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れ
、
会

場
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歓
声
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包
ま
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ま
し
た
。

　
こ
の
調
印
式
は
、
10
月
27
日
に
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
「
大
分
県
竹
田
市
・
大
阪

府
茨
木
市
姉
妹
都
市
締
結
記
念
式

典
」
を
経
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
歴
史
的
な
つ
な
が
り
や
竹
田
、
茨

木
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
交
流
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導
い
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今
回
の
姉
妹
都
市
提
携
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、
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が
ま
い
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実
を
結
ん

だ
好
例
と
し
て
、
両
市
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の
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憶
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ま
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ま
し
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。
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身
の

歌
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介
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、
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市
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楽
曲
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数
々
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露
、
来
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大
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な
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
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〜
未
来
へ
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希
望
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授
け
る
〜

歴
史
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妹
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！
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京
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分
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被
害
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緊
急
整
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事
業
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楽
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妹
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中
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市

池
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朝
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竹田市の財政状況をお知らせします 決　算

決算竹田市の財政状況をお知らせします
　竹田市の平成24年度の決算がまとまりました。税金や国・県からの交付金などにどのくらい
収入があり、どのように使われたのか、市民みなさんの目で、竹田市をチェックしてください。

市民１人あたりの行政サービス
1 人あたり 1年間で 757,933 円が使われました。うち福祉や教育に 244,318 円。

1人あたりの市税負担は 76,468 円。昨年度より 2,939 円の減。

農林水産業費
85,061 円

農業や林業の振興など

公債費
112,434 円

市の借金の返済など

労働・商工費
19,425 円

雇用対策、商工業や観
光の振興など

消防費
28,398 円

消防、水防、救助活動
など

民生費
186,496 円

高齢者、障がい者、児
童福祉など

土木・災害復旧費
106,595 円

道路や河川、住宅や公
園の整備など

市税の内訳

議会・総務費
125,668 円

市議会や市役所の運営、
選挙など

衛生費
36,034 円

検診や予防接種、ごみ
やし尿処理など

教育費
57,822 円

学校教育・文化・スポー
ツ振興
など

市税内訳 市民一人あた
りの負担額

市 民 税 31,185円
固定資産税 34,956円
軽自動車税 2,992円
市たばこ税 5,669円
入 湯 税 812円
都市計画税 854円
市 税 全 体 76,468円

基金と地方債
基金残高は    88 億  642 万円
借金残高は 185 億 9,403 万円

健全化判断比率
いずれも早期健全化基準を下回り、
竹田市は健全な財政状況となっています。　 　　　　　　　

健全判断化比率 竹田市の比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 － 13.14%
連結実質赤字比率 － 18.14%
実質公債費比率 7.4% 25%
将 来 負 担 比 率 40.5% 350%

地方自治法第 243 条の３第 1項、竹田市財政状況の
作成及び公表に関する条例第 2条の規定に基づき、
平成 24 年度の決算状況と平成 25 年度上半期の財政
状況を公表します。

収入があり、どのように使われたのか、

財政力　国への依存度が高い
　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要
額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去 3年間
の平均値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を
示す数値です。
　数値が１に近いほど財源に余裕があるということにな
りますが、竹田市は0.236で、今後も収納率の向上や企
業誘致など財政基盤の強化が求められます。

経常収支比率　平成23年度と同水準
　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、市税や地
方交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを見
る指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨
時経費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性
に富んでいることになります。
　平成 23 年度の 89.8％から平成 24 年度は 91.8％と、
依然として財政状況にゆとりはありません。

一般会計の歳入と歳出 歳入 195 億 2,398 万円、うち自主財源は 47億 8,585 万円。
歳出 184 億 8,752 万円、うち義務的経費に 88億 7,371 万円。

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○市債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

歳入 歳出

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状
況を把握します。このいずれかが一定基準以上となった
場合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定
し、財政の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額が
ありませんでした。実質公債費比率は7.4％、将来負担
比率は40.5％となっており、昨年度より改善していま
す。（平成23年度実質公債比率9.0％、将来負担比率
44.5％）引き続き計画的な市債の発行や有利な市債の活
用により、財政基盤の強化に努めていきます。

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別
に積み立てられ、または、定額運用するために設けられ
た資金及び財産です。平成24年度は農林業担い手育成
基金と一般社団法人農村商社わかば運営基金および文化
会館等復興基金が新設され、住民に光をそそぐ交付金基
金と学校林基金が廃止されました。平成24年度の残高
は、財政調整基金34億7,747万円、減債基金３億4,143
万円、その他特定目的基金49億8,752万円となっていま
す。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。市債
で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来
にわたり利用するものです。その返済は利用する次の世
代の方々にも負担してもらうという考えに基づいていま
す。
　平成24年度の地方債発行額は８億5,693万円で、主な
事業は道路改良事業や土地改良事業等がありました。

　平成24年度の一般会計
の歳出は、184億8,752
万円でした。
　性質的に見ると、義務
的経費（人件費・扶助費・
公債費）が88億7,371万
円で全体の48％、そのう
ち借金返済のための公債
費が27億4,250万円。投
資的経費（普通建設事業
費・災害復旧事業費）が
32億1,767万円で17％、
そのうち普通建設事業費
が９％。その他の経費（物
件費等）が26億2,627万
円で14％となっていま
す。

　平成24年度の一般会計
の歳入は、195億2,398
万円でした。
　内訳は国・県を頼りに
した依存財源が147億
3,813万円で約75％、竹
田市の自主的な収入であ
る自主財源のうち市税は
18億6,522万円で、歳入
全体の約10％ほどです。
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市民１人あたりの行政サービス
1 人あたり 1年間で 757,933 円が使われました。うち福祉や教育に 244,318 円。

1人あたりの市税負担は 76,468 円。昨年度より 2,939 円の減。
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労働・商工費
19,425 円

雇用対策、商工業や観
光の振興など
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用により、財政基盤の強化に努めていきます。
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基金と一般社団法人農村商社わかば運営基金および文化
会館等復興基金が新設され、住民に光をそそぐ交付金基
金と学校林基金が廃止されました。平成24年度の残高
は、財政調整基金34億7,747万円、減債基金３億4,143
万円、その他特定目的基金49億8,752万円となっていま
す。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。市債
で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来
にわたり利用するものです。その返済は利用する次の世
代の方々にも負担してもらうという考えに基づいていま
す。
　平成24年度の地方債発行額は８億5,693万円で、主な
事業は道路改良事業や土地改良事業等がありました。
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　性質的に見ると、義務
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円で全体の48％、そのう
ち借金返済のための公債
費が27億4,250万円。投
資的経費（普通建設事業
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竹田市の財政状況をお知らせします 決　算

今後の竹田市……

目的税財産 　入湯税と都市計画税の使いみち土地・建物は増加

特別会計　こども診療所の歳入歳出差引額は 1,928万円のプラス収支

平成24年度　竹田市水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金3,955円（消費税抜）

財産の種類 財産状況
土　地 36,400,616㎡
　うち山林 14,267,976㎡
建　物 236,874㎡
立　木 370,688㎡
車　両 205 台

収益的収入及び支出
収入額
1 億 7,755 万円
支出額
1 億 5,738 万円
差　引
2,017 万円

資本的収入及び支出
収入額
1,430 万円

支出額
7,863 万円

差　引
－6,433 万円

企業債残高
財 務 省 財 務 局 2億 3,874 万円
公 営 企 業 金 融 公 庫 2,659 万円

計 2億 6,533 万円
固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 13 億 8,348 万円
無 形 固 定 資 産 8万円

業務量
事　　項 平成 24年度

年 度 末 給 水 人 口 7,163 人
年 度 末 給 水 戸 数 3,359 戸
年 間 配 水 量 1,281,252 ㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,510 ㎥
有 収 率 71.87 %

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収
支をいいます。主な収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。

   １戸あたりの月額水道料金　3,955円（消費税抜）

　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をい
います。主な収入は工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費
税及び地方消費税資本的収支調整額（300万円）、当年度分損益勘定留保資金（2,014万円）、減
債積立金（1,515万円）、建設改良積立金（1,000万円）、過年度損益勘定留保資金（1,604万円）
で補てんしました。

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 7,822 万円 1,928 万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億 1,800 万円 2億 1,796 万円 4万円
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 1,615 万円 1,615 万円 0 農業集落排水事業特別会計 1億 2,011 万円 1億 1,984 万円 27 万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,214 万円 4,679万円 535万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億 7,623 万円 1億 7,611 万円 12 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 38億 7,633万円 37億 5,955万円 1億 5,955万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 2億 9,823万円 2億 9,823万円 0
後 期高齢者医療特別会計 3億 7,373万円 3億 7,326万円 47万円
介 護 保 険 特 別 会 計 33億 2,337万円 32億 2,959万円 9,378 万円

国民宿舎直入荘事業特別会計 6,545万円 6,545万円 0

平成25年度　上半期の予算執行状況をお知らせします

一般会計　245億3,148万円（平成 24 年度予算からの繰越分を含む。）

特別会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：万円）
会　計　区　分 予算現額 (A) 歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額 (B) 収入率 (B)/(A) 支出済額 (C) 支出率 (C)/(A)

水道事業会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
区　　　　　分 予算現額 (A) 収入支出済額 (B) 収入・支出率 (B)/(A)

収益的収入及び支出 事 業 収 益 18,523

9,193
5,435

389,168
37,902
383,133
27,030
10,766
20,661
33,140
7,413

5,044
2,790

164,628
10,905
144,030
4,778
4,730
6,964
11,555
3,724

54.9%
51.3%
42.3%
28.8%
37.6%
17.7%
43.9%
33.7%
34.9%
50.2%

2,807
1,891

154,203
10,259
137,374
7,961
5,065
6,633
15,643
2,990

30.5%
34.8%
39.6%
27.1%
35.9%
29.5%
47.0%
32.1%
47.2%
40.3%

8,874 47.9%
事 業 費 用 18,159 4,957 27.3%

資本的収入及び支出 資 本 的 収 入 827 146 17.7%
資 本 的 支 出 9,863 3,489 35.4%

  用語説明　「一般会計と特別会計」
　一般会計は、市の予算の中心となる基本的な会計です。特別会計は、特
定の事業を行う場合や、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計
とは区別して経理する必要がある場合に設置される会計です。

●お問い合せ
　財政課財政係
　☎ 63-1111（内線 231、232）

歳　出

（平成25年９月30日現在　単位：万円）
歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

区　　　分 予算現額 収入済額 執行率 区　　　分 予算現額 支払済額 執行率
市 税 63.4%

66.3%
31.2%
50.8%
20.1%
1.8%
51.8%
0.0%

39.2%

議 会 費
交 付 税 等 総 務 費
分 担 金 及 び 負 担 金 民 生 費
使 用 料 及 び 手 数 料 衛 生 費
国 庫 支 出 金 労 働 費
県 支 出 金 農 林 水 産 業 費
諸 収 入 商 工 費
市 債 土 木 費

消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

合　　　　　計 合　　　　計

　消防庁舎建設に伴う土地の購入などの
理由により、土地は401,579㎡増加しま
した。

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課
税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が
対象となります。
　平成24年度の都市計画税徴収額は2,084万円で、竹田玉来線街路事業負
担金と当事業等に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますの
で、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成24年度の入湯税徴収額は1,980万円で、観光振興としてパンフレッ
ト製作、観光案内板の作成、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

9,750 万円

　今回は平成24年度の決算状況をお知らせしました。昨年７月の豪雨災害によって多くの家屋や公共施設、農地農業施設
等が被災した中で、引き続き災害復旧を最優先に、市民生活の安全・安心の向上に予算配分をしていく予定です。
　また、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、城下町再生プロジェクトや、農業・観光などの地場産業の育
成にも可能な限り対応していきます。
　平成24年度決算を見ると、義務的経費である扶助費や老朽化した公共施設の維持管理費などは年々増加する傾向にあり
ます。そのため、公共施設の縮小等、事務事業の見直しを行い、予算規模の縮小を図ります。また、組織・機構の見直し
や定員管理計画に基づき、人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来を見据えた行財政運営を
行っていきます。そして、災害からの復旧を最優先課題と位置づけ、災害に強いまちづくり（ビルドバックベター）を推
進し、かつTOP運動で展開されている重点プロジェクトに取り組んでいきます。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して竹田市の財政状況をお知らせします。

　市民の皆さんに市の財政運営を知っていただくために、予算執行状況を年２回公表しています。
　今回は、平成25年度の執行状況をお知らせします。

（単位：万円）

竹田市立こども診療所特別会計
長湯温泉療養文化館特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
浄化槽整備推進事業特別会計
国民宿舎久住高原荘事業特別会計
国民宿舎直入荘事業特別会計

185,210
951,300
42,866
34,292
262,402
563,796
231,543
181,739

2,453,148

117,345
630,908
13,387
17,419
52,775
9,981

119,890
0

961,705

52.0%
24.9%
33.9%
24.8%
34.0%
16.0%
28.8%
24.0%
30.0%
41.5%
28.2%
48.3%
0.0%
30.5%

18,980
355,313
487,856
121,727
9,076

207,059
42,069
153,868
126,630
145,339
532,370
250,952
1,909

2,453,148

9,869
88,410
165,388
30,142
3,082
33,078
12,100
36,956
37,963
60,365
150,199
121,316

0
748,868
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竹田市の財政状況をお知らせします 決　算

今後の竹田市……

目的税財産 　入湯税と都市計画税の使いみち土地・建物は増加

特別会計　こども診療所の歳入歳出差引額は 1,928万円のプラス収支

平成24年度　竹田市水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金3,955円（消費税抜）

財産の種類 財産状況
土　地 36,400,616㎡
　うち山林 14,267,976㎡
建　物 236,874㎡
立　木 370,688㎡
車　両 205 台

収益的収入及び支出
収入額
1 億 7,755 万円
支出額
1 億 5,738 万円
差　引
2,017 万円

資本的収入及び支出
収入額
1,430 万円

支出額
7,863 万円

差　引
－6,433 万円

企業債残高
財 務 省 財 務 局 2億 3,874 万円
公 営 企 業 金 融 公 庫 2,659 万円

計 2億 6,533 万円
固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 13 億 8,348 万円
無 形 固 定 資 産 8万円

業務量
事　　項 平成 24年度

年 度 末 給 水 人 口 7,163 人
年 度 末 給 水 戸 数 3,359 戸
年 間 配 水 量 1,281,252 ㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,510 ㎥
有 収 率 71.87 %

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収
支をいいます。主な収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。

   １戸あたりの月額水道料金　3,955円（消費税抜）

　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をい
います。主な収入は工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費
税及び地方消費税資本的収支調整額（300万円）、当年度分損益勘定留保資金（2,014万円）、減
債積立金（1,515万円）、建設改良積立金（1,000万円）、過年度損益勘定留保資金（1,604万円）
で補てんしました。

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 7,822 万円 1,928 万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億 1,800 万円 2億 1,796 万円 4万円
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 1,615 万円 1,615 万円 0 農業集落排水事業特別会計 1億 2,011 万円 1億 1,984 万円 27 万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,214 万円 4,679万円 535万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億 7,623 万円 1億 7,611 万円 12 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 38億 7,633万円 37億 5,955万円 1億 5,955万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 2億 9,823万円 2億 9,823万円 0
後 期高齢者医療特別会計 3億 7,373万円 3億 7,326万円 47万円
介 護 保 険 特 別 会 計 33億 2,337万円 32億 2,959万円 9,378 万円

国民宿舎直入荘事業特別会計 6,545万円 6,545万円 0

平成25年度　上半期の予算執行状況をお知らせします

一般会計　245億3,148万円（平成 24 年度予算からの繰越分を含む。）

特別会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：万円）
会　計　区　分 予算現額 (A) 歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額 (B) 収入率 (B)/(A) 支出済額 (C) 支出率 (C)/(A)

水道事業会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
区　　　　　分 予算現額 (A) 収入支出済額 (B) 収入・支出率 (B)/(A)

収益的収入及び支出 事 業 収 益 18,523

9,193
5,435

389,168
37,902
383,133
27,030
10,766
20,661
33,140
7,413

5,044
2,790

164,628
10,905
144,030
4,778
4,730
6,964
11,555
3,724

54.9%
51.3%
42.3%
28.8%
37.6%
17.7%
43.9%
33.7%
34.9%
50.2%

2,807
1,891

154,203
10,259
137,374
7,961
5,065
6,633
15,643
2,990

30.5%
34.8%
39.6%
27.1%
35.9%
29.5%
47.0%
32.1%
47.2%
40.3%

8,874 47.9%
事 業 費 用 18,159 4,957 27.3%

資本的収入及び支出 資 本 的 収 入 827 146 17.7%
資 本 的 支 出 9,863 3,489 35.4%

  用語説明　「一般会計と特別会計」
　一般会計は、市の予算の中心となる基本的な会計です。特別会計は、特
定の事業を行う場合や、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計
とは区別して経理する必要がある場合に設置される会計です。

●お問い合せ
　財政課財政係
　☎ 63-1111（内線 231、232）

歳　出

（平成25年９月30日現在　単位：万円）
歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

区　　　分 予算現額 収入済額 執行率 区　　　分 予算現額 支払済額 執行率
市 税 63.4%

66.3%
31.2%
50.8%
20.1%
1.8%
51.8%
0.0%

39.2%

議 会 費
交 付 税 等 総 務 費
分 担 金 及 び 負 担 金 民 生 費
使 用 料 及 び 手 数 料 衛 生 費
国 庫 支 出 金 労 働 費
県 支 出 金 農 林 水 産 業 費
諸 収 入 商 工 費
市 債 土 木 費

消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

合　　　　　計 合　　　　計

　消防庁舎建設に伴う土地の購入などの
理由により、土地は401,579㎡増加しま
した。

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課
税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が
対象となります。
　平成24年度の都市計画税徴収額は2,084万円で、竹田玉来線街路事業負
担金と当事業等に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますの
で、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成24年度の入湯税徴収額は1,980万円で、観光振興としてパンフレッ
ト製作、観光案内板の作成、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

9,750 万円

　今回は平成24年度の決算状況をお知らせしました。昨年７月の豪雨災害によって多くの家屋や公共施設、農地農業施設
等が被災した中で、引き続き災害復旧を最優先に、市民生活の安全・安心の向上に予算配分をしていく予定です。
　また、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、城下町再生プロジェクトや、農業・観光などの地場産業の育
成にも可能な限り対応していきます。
　平成24年度決算を見ると、義務的経費である扶助費や老朽化した公共施設の維持管理費などは年々増加する傾向にあり
ます。そのため、公共施設の縮小等、事務事業の見直しを行い、予算規模の縮小を図ります。また、組織・機構の見直し
や定員管理計画に基づき、人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来を見据えた行財政運営を
行っていきます。そして、災害からの復旧を最優先課題と位置づけ、災害に強いまちづくり（ビルドバックベター）を推
進し、かつTOP運動で展開されている重点プロジェクトに取り組んでいきます。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して竹田市の財政状況をお知らせします。

　市民の皆さんに市の財政運営を知っていただくために、予算執行状況を年２回公表しています。
　今回は、平成25年度の執行状況をお知らせします。

（単位：万円）

竹田市立こども診療所特別会計
長湯温泉療養文化館特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
浄化槽整備推進事業特別会計
国民宿舎久住高原荘事業特別会計
国民宿舎直入荘事業特別会計

185,210
951,300
42,866
34,292
262,402
563,796
231,543
181,739

2,453,148

117,345
630,908
13,387
17,419
52,775
9,981

119,890
0

961,705

52.0%
24.9%
33.9%
24.8%
34.0%
16.0%
28.8%
24.0%
30.0%
41.5%
28.2%
48.3%
0.0%
30.5%

18,980
355,313
487,856
121,727
9,076

207,059
42,069
153,868
126,630
145,339
532,370
250,952
1,909

2,453,148

9,869
88,410
165,388
30,142
3,082
33,078
12,100
36,956
37,963
60,365
150,199
121,316

0
748,868
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支出済額予算現額

億
円

予備費

公債費

災害復旧費

教育費消防費土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

収入済額予算現額

市債諸収入

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料分担金及び負担金

交付税等

市税

歳　入
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市長コラム
〈第52回〉

今月のひと

↑高等スポーツ習熟総合学校にて。ココーリン
校長（右）とイエリョーギナ事務局長（中央）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←文化会館で行われた現地視
察会。「施設の思い出」を語
る参加者のみなさん 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

歴
史
の
流
れ
を
読
ん
で
50
年
先
を
見
据
え
る
こ
と

文
化
会
館
再
生
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い

竹
田
市
ロ
ー
カ
ル
外
交

公
式
訪
問
団
が
ロ
シ
ア・

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

を
訪
問   ―

広
瀬
武
夫
日
露
史
探
訪―

　
広
瀬
武
夫
を
テ
ー
マ
に
竹
田
市
で
開

催
し
た
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
機
に
ロ
シ

ア
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
今
年
、
市
長

を
団
長
と
す
る
公
式
訪
問
団
が
ゆ
か
り

の
地
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
日
本
国
総
領
事
館
に
山

村
嘉
宏
総
領
事
を
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
市
庁
に
ロ
ン
ス
キ
ー
渉
外
局
次

長
を
、
高
等
ス
ポ
ー
ツ
習
熟
総
合
学
校

に
イ
エ
リ
ョ
ー
ギ
ナ
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
ヤ
ワ
ラ
ネ
ヴ
ァ
事
務
局
長

を
、
国
際
交
流
会
館
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
露
日
友
好
協
会
ル
イ
ビ
ン
会

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
広
瀬
武
夫
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
で
未
来
に
続
く
素
晴
ら
し
い
夢
の

種
を
蒔
い
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
導
か
れ
た
芸

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
東
奔
西
走
の
毎
日
が
続
い
た
。
春
の
試
練
を
乗

り
越
え
て
、
そ
れ
で
も
走
り
続
け
て
い
た
か
ら
、『
貫
く
棒

の
ご
と
く
』
に
２
期
目
が
始
ま
っ
て
、
そ
し
て
つ
い
に
師
走

を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
文
化
会
館
や
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
文
化

会
館
に
つ
い
て
は
現
地
の
視
察
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
重
ね

て
、
こ
こ
１
か
月
で
今
後
の
方
向
性
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
時
期
に
到
達
し
た
。
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て

い
る
。

　
最
高
責
任
者
と
し
て
の
決
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
被
災
し
て
こ
れ
ま
で
、
徹
底
し
て
迷
う

こ
と
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
。
絶
対
に
正
し
い
と

判
断
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ん
て
あ
る
は
ず
が
な
い
。
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
確
実
性
に
も
耐
え
ら
れ
る

理
念
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
だ
と
性
根
を
入
れ
た
。

　『
歴
史
を
学
び
、
時
代
の
流
れ
を
読
め
。
市
民
の
声
が
す

べ
て
の
基
本
だ
。
そ
し
て
、
３
度
考
え
て
同
じ
結
論
が
出
た

ら
、も
う
振
り
向
く
な
』
と
、心
の
中
で
唱
え
続
け
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
て
、

私
は
大
き
な
驚
き
と
、
そ
し
て
感
動
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
、

「
こ
れ
ま
で
文
化
会
館
や
中
央
公
民
館
を
ど
の
程
度
の
頻
度

で
利
用
し
て
い
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
最
も
多
か
っ

た
の
が
「
１
年
に
数
回
程
度
」
で
47
％
、
次
い
で
「
ほ
と
ん

ど
利
用
し
て
い
な
い
」
が
42
％
で
、
合
わ
せ
る
と
何
と
９
割

の
市
民
が
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
文
化
会
館
の
復
興
建
設
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
」は
、「
是
非
復
興
し
て
ほ
し
い
」が
ト
ッ

プ
で
58
％
、
次
い
で
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
復
興
し
て
ほ
し

い
」
の
27
％
を
加
え
る
と
、
全
体
の
85
％
が
復
興
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
の
は
１
０
０
０
人
中
４
２
２
人
で

あ
っ
た
が
、『
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
復
興

に
対
し
て
な
ぜ
こ
う
も
強
い
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

か
』
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
そ
の
答
え
は
、
具
体
的
な
意
見

の
中
に
鮮
明
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
意
見
を
拾
っ
て
み
る
。

「
利
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
魅
力
的
な
催
し
が
な

か
っ
た
か
ら
」、「
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

演
劇
な
ど
の
文
化
事
業
に
期
待
し
た
い
か
ら
」、「
私
は
高

齢
で
先
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
文
化
を
楽
し

ま
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら
」
な
ど
で
あ
る
。
文
化
が
生
み
出
す

人
生
の
豊
か
さ
を
意
識
し
て
い
る
回
答
が
目
立
っ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
会
館
が
育
て
た
市
民
の
文
化
力
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
う
い
え
ば
、
小
学
生
の
頃
、
全
校
の
生
徒
が
参
加
し
て

楽
し
ん
だ
演
劇
や
映
画
会
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
講
堂
で

演
じ
ら
れ
た
劇
を
初
め
て
鑑
賞
し
た
日
の
感
動
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
。
た
し
か
１
人
５
円
か
10
円
の
負
担
金
が
必
要

だ
っ
た
。
家
庭
の
都
合
で
お
金
が
用
意
で
き
な
か
っ
た
同
級

生
の
い
た
こ
と
も
良
く
憶
え
て
い
る
。
担
任
の
先
生
が
だ
れ

に
も
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
出
し
て
あ

げ
て
い
た
光
景
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
あ
の
日
、
感
動
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
か
け
が
え
の
な
い
宝

物
を
手
に
し
た
は
ず
だ
と
、
私
は
そ
う
確
信
し
て
い
る
。

　
市
が
使
え
る
お
金
に
制
限
は
あ
る
け
れ
ど
、
竹
田
市
に

住
む
こ
ど
も
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を
授
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
あ
ろ
う
。

　
大
局
観
を
も
っ
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
り
責
任
あ
る

相
談
を
重
ね
る
こ
と
だ
と
、
私
は
そ
う
自
ら
に
言
い
聞
か

せ
て
い
る
。

　
東
も
西
も
、
全
国
の
仲
間
が
竹
田
市
の
挑
戦
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
。

吉
野
純
子
さ
ん
が
念
願
の
最
高
賞
！

↑58番「ふみふく12」・59番「ふみふく12の２」・60番「ゆり」、写真右が吉野純子さん、写真左が夫・慎吾さん

↑「奥が深いので、やりがいがあるんです」。ブラッシング
をする吉野純子さん

 出品№ 　　名　号　　    〔父牛名号〕 （出品者名・地域名） 　　　　　　成　　　績
 ６ さちこ 〔寿恵福〕 （馬場勝信・直入） 優秀賞首席、大分県知事
 ７ ゆ　み 〔玉吹雪〕 （熊谷光弘・直入） 優良賞３席
 14 なでしこ 〔安福久〕 （見崎博憲・久住） 優秀賞３席
 16 いとみ３の２ 〔安福久〕 （大窪統御・久住） 優秀賞首席、大分県知事賞、品位賞
 28 はなこ 〔勝忠平〕 （佐藤幸生・久住） 優良賞１席
 32 ちばまりこ 〔勝忠平〕 （甲斐善之・直入） 優秀賞６席
 35 ふじひで 〔寿恵福〕 （高橋英紀・直入） 優秀賞３席
 36 しげふく７ 〔勝忠平〕 （清水蔵人・久住） 優秀賞４席
 37 かずみ 〔勝忠平〕 （渡辺次郎・久住） 優良賞４席
 44 こゆき 〔勝忠平〕 （森田政利・直入） 優秀賞５席
 49 みのやす 〔安福久〕 （甲斐光子・直入） 優秀賞４席（女性の出品区）
 52 ふくます51の２ 〔勝忠平〕 （白石ミドリ・久住） 優良賞４席（女性の出品区）
 58 ふみふく12 〔藤平茂〕 （吉野純子・直入） （親子孫セット群）
 59 ふみふく12の２ 〔光照福〕 （吉野純子・直入） 優秀賞首席、農林水産大臣賞、
 60 ゆ　り 〔百合茂〕 （吉野純子・直入） 大分県知事賞

県
畜
産
共
進
会
・
高
等
登
録
群
「
親
子
孫
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞

　
10
月
26
日
、
第
74
回
大
分
県

畜
産
共
進
会
の
肉
用
牛
部
が
別

府
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

か
ら
は
15
頭
（
出
品
者
13
名
）
の

出
品
を
行
い
、
高
等
登
録
群
「
親

子
孫
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」
の
部
で

直
入
町
下
河
原
の
吉
野
純
子
さ

ん
（
68
歳
）
の
出
品
牛
が
「
農
林

水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲

得
は
７
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り

ま
し
た
。

　「
親
子
孫
の
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」

は
文
字
通
り
、
長
い
年
月
を
か
け

て
育
て
あ
げ
ら
れ
た
、
品
質
の
高

い
「
三
代
」
の
中
の
最
高
峰
。
吉

野
慎
吾
さ
ん
純
子
さ
ん
夫
婦
は
、

こ
の
部
門
に
約
20
年
の
歳
月
を

か
け
、
今
回
５
度
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
初
の
栄
冠
。
畜
産
農
家
を
取

り
巻
く
厳
し
い
時
期
を
乗
り
越

え
、
日
々
の
地
道
な
努
力
が
よ
う

や
く
実
を
結
ん
だ
の
で
し
た
。

「
牛
は
、必
ず
応
え
て
く
れ
る
」

　
吉
野
さ
ん
夫
婦
が
語
る
畜
産

の
魅
力
と
は
、「
真
剣
に
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
牛
は
人
に
応
え
て
く

れ
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。

　
純
子
さ
ん
は
「
牛
は
畜
主
の
心

が
読
め
る
の
で
す
。
こ
ち
ら
が
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
ら
、
牛
も
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
わ
ね
。
人
の
思
い

に
、
牛
は
必
ず
応
え
て
く
れ
る
か

ら
頑
張
れ
る
の
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
最
高
賞
は
通
過
点
に
過
ぎ
な

い
。
目
標
は
も
っ
と
先
に
あ
り
ま

し
た
。
純
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
地
域
の
皆
様
方
が
ひ
と
つ
に

ま
と
ま
っ
た
こ
と
で
、
今
回
は
竹

田
の
畜
産
農
家
が
数
多
く
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
限

り
で
す
。
し
か
し
、
豊
後
牛
が
全

国
に
誇
れ
る
よ
う
に
、
竹
田
市
の

畜
産
の
名
声
を
も
っ
と
高
め
た
い

の
で
す
。
そ
の
底
上
げ
の
力
に
な

り
た
い
。
そ
し
て
、
農
家
が
元
気

に
な
れ
ば
、
市
全
体
が
活
気
づ
く

と
信
じ
て
い
ま
す
」

■第74回大分県畜産共進会〔竹田市出品牛の出品成績〕　　　　　　　　　敬称略

み

す

よ
し

の

こ

じ
ゅ
ん
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市長コラム
〈第52回〉

今月のひと

↑高等スポーツ習熟総合学校にて。ココーリン
校長（右）とイエリョーギナ事務局長（中央）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←文化会館で行われた現地視
察会。「施設の思い出」を語
る参加者のみなさん 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

歴
史
の
流
れ
を
読
ん
で
50
年
先
を
見
据
え
る
こ
と

文
化
会
館
再
生
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い

竹
田
市
ロ
ー
カ
ル
外
交

公
式
訪
問
団
が
ロ
シ
ア・

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

を
訪
問   ―

広
瀬
武
夫
日
露
史
探
訪―

　
広
瀬
武
夫
を
テ
ー
マ
に
竹
田
市
で
開

催
し
た
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
機
に
ロ
シ

ア
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
今
年
、
市
長

を
団
長
と
す
る
公
式
訪
問
団
が
ゆ
か
り

の
地
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
日
本
国
総
領
事
館
に
山

村
嘉
宏
総
領
事
を
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
市
庁
に
ロ
ン
ス
キ
ー
渉
外
局
次

長
を
、
高
等
ス
ポ
ー
ツ
習
熟
総
合
学
校

に
イ
エ
リ
ョ
ー
ギ
ナ
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
ヤ
ワ
ラ
ネ
ヴ
ァ
事
務
局
長

を
、
国
際
交
流
会
館
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
露
日
友
好
協
会
ル
イ
ビ
ン
会

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
広
瀬
武
夫
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
で
未
来
に
続
く
素
晴
ら
し
い
夢
の

種
を
蒔
い
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
導
か
れ
た
芸

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
東
奔
西
走
の
毎
日
が
続
い
た
。
春
の
試
練
を
乗

り
越
え
て
、
そ
れ
で
も
走
り
続
け
て
い
た
か
ら
、『
貫
く
棒

の
ご
と
く
』
に
２
期
目
が
始
ま
っ
て
、
そ
し
て
つ
い
に
師
走

を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
文
化
会
館
や
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
文
化

会
館
に
つ
い
て
は
現
地
の
視
察
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
重
ね

て
、
こ
こ
１
か
月
で
今
後
の
方
向
性
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
時
期
に
到
達
し
た
。
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て

い
る
。

　
最
高
責
任
者
と
し
て
の
決
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
被
災
し
て
こ
れ
ま
で
、
徹
底
し
て
迷
う

こ
と
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
。
絶
対
に
正
し
い
と

判
断
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ん
て
あ
る
は
ず
が
な
い
。
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
確
実
性
に
も
耐
え
ら
れ
る

理
念
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
だ
と
性
根
を
入
れ
た
。

　『
歴
史
を
学
び
、
時
代
の
流
れ
を
読
め
。
市
民
の
声
が
す

べ
て
の
基
本
だ
。
そ
し
て
、
３
度
考
え
て
同
じ
結
論
が
出
た

ら
、も
う
振
り
向
く
な
』
と
、心
の
中
で
唱
え
続
け
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
て
、

私
は
大
き
な
驚
き
と
、
そ
し
て
感
動
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
、

「
こ
れ
ま
で
文
化
会
館
や
中
央
公
民
館
を
ど
の
程
度
の
頻
度

で
利
用
し
て
い
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
最
も
多
か
っ

た
の
が
「
１
年
に
数
回
程
度
」
で
47
％
、
次
い
で
「
ほ
と
ん

ど
利
用
し
て
い
な
い
」
が
42
％
で
、
合
わ
せ
る
と
何
と
９
割

の
市
民
が
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
文
化
会
館
の
復
興
建
設
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
」は
、「
是
非
復
興
し
て
ほ
し
い
」が
ト
ッ

プ
で
58
％
、
次
い
で
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
復
興
し
て
ほ
し

い
」
の
27
％
を
加
え
る
と
、
全
体
の
85
％
が
復
興
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
の
は
１
０
０
０
人
中
４
２
２
人
で

あ
っ
た
が
、『
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
復
興

に
対
し
て
な
ぜ
こ
う
も
強
い
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

か
』
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
そ
の
答
え
は
、
具
体
的
な
意
見

の
中
に
鮮
明
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
意
見
を
拾
っ
て
み
る
。

「
利
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
魅
力
的
な
催
し
が
な

か
っ
た
か
ら
」、「
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

演
劇
な
ど
の
文
化
事
業
に
期
待
し
た
い
か
ら
」、「
私
は
高

齢
で
先
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
文
化
を
楽
し

ま
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら
」
な
ど
で
あ
る
。
文
化
が
生
み
出
す

人
生
の
豊
か
さ
を
意
識
し
て
い
る
回
答
が
目
立
っ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
会
館
が
育
て
た
市
民
の
文
化
力
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
う
い
え
ば
、
小
学
生
の
頃
、
全
校
の
生
徒
が
参
加
し
て

楽
し
ん
だ
演
劇
や
映
画
会
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
講
堂
で

演
じ
ら
れ
た
劇
を
初
め
て
鑑
賞
し
た
日
の
感
動
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
。
た
し
か
１
人
５
円
か
10
円
の
負
担
金
が
必
要

だ
っ
た
。
家
庭
の
都
合
で
お
金
が
用
意
で
き
な
か
っ
た
同
級

生
の
い
た
こ
と
も
良
く
憶
え
て
い
る
。
担
任
の
先
生
が
だ
れ

に
も
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
出
し
て
あ

げ
て
い
た
光
景
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
あ
の
日
、
感
動
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
か
け
が
え
の
な
い
宝

物
を
手
に
し
た
は
ず
だ
と
、
私
は
そ
う
確
信
し
て
い
る
。

　
市
が
使
え
る
お
金
に
制
限
は
あ
る
け
れ
ど
、
竹
田
市
に

住
む
こ
ど
も
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を
授
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
あ
ろ
う
。

　
大
局
観
を
も
っ
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
り
責
任
あ
る

相
談
を
重
ね
る
こ
と
だ
と
、
私
は
そ
う
自
ら
に
言
い
聞
か

せ
て
い
る
。

　
東
も
西
も
、
全
国
の
仲
間
が
竹
田
市
の
挑
戦
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
。

吉
野
純
子
さ
ん
が
念
願
の
最
高
賞
！

↑58番「ふみふく12」・59番「ふみふく12の２」・60番「ゆり」、写真右が吉野純子さん、写真左が夫・慎吾さん

↑「奥が深いので、やりがいがあるんです」。ブラッシング
をする吉野純子さん

 出品№ 　　名　号　　    〔父牛名号〕 （出品者名・地域名） 　　　　　　成　　　績
 ６ さちこ 〔寿恵福〕 （馬場勝信・直入） 優秀賞首席、大分県知事
 ７ ゆ　み 〔玉吹雪〕 （熊谷光弘・直入） 優良賞３席
 14 なでしこ 〔安福久〕 （見崎博憲・久住） 優秀賞３席
 16 いとみ３の２ 〔安福久〕 （大窪統御・久住） 優秀賞首席、大分県知事賞、品位賞
 28 はなこ 〔勝忠平〕 （佐藤幸生・久住） 優良賞１席
 32 ちばまりこ 〔勝忠平〕 （甲斐善之・直入） 優秀賞６席
 35 ふじひで 〔寿恵福〕 （高橋英紀・直入） 優秀賞３席
 36 しげふく７ 〔勝忠平〕 （清水蔵人・久住） 優秀賞４席
 37 かずみ 〔勝忠平〕 （渡辺次郎・久住） 優良賞４席
 44 こゆき 〔勝忠平〕 （森田政利・直入） 優秀賞５席
 49 みのやす 〔安福久〕 （甲斐光子・直入） 優秀賞４席（女性の出品区）
 52 ふくます51の２ 〔勝忠平〕 （白石ミドリ・久住） 優良賞４席（女性の出品区）
 58 ふみふく12 〔藤平茂〕 （吉野純子・直入） （親子孫セット群）
 59 ふみふく12の２ 〔光照福〕 （吉野純子・直入） 優秀賞首席、農林水産大臣賞、
 60 ゆ　り 〔百合茂〕 （吉野純子・直入） 大分県知事賞

県
畜
産
共
進
会
・
高
等
登
録
群
「
親
子
孫
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞

　
10
月
26
日
、
第
74
回
大
分
県

畜
産
共
進
会
の
肉
用
牛
部
が
別

府
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

か
ら
は
15
頭
（
出
品
者
13
名
）
の

出
品
を
行
い
、
高
等
登
録
群
「
親

子
孫
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」
の
部
で

直
入
町
下
河
原
の
吉
野
純
子
さ

ん
（
68
歳
）
の
出
品
牛
が
「
農
林

水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲

得
は
７
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り

ま
し
た
。

　「
親
子
孫
の
３
頭
の
セ
ッ
ト
群
」

は
文
字
通
り
、
長
い
年
月
を
か
け

て
育
て
あ
げ
ら
れ
た
、
品
質
の
高

い
「
三
代
」
の
中
の
最
高
峰
。
吉

野
慎
吾
さ
ん
純
子
さ
ん
夫
婦
は
、

こ
の
部
門
に
約
20
年
の
歳
月
を

か
け
、
今
回
５
度
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
初
の
栄
冠
。
畜
産
農
家
を
取

り
巻
く
厳
し
い
時
期
を
乗
り
越

え
、
日
々
の
地
道
な
努
力
が
よ
う

や
く
実
を
結
ん
だ
の
で
し
た
。

「
牛
は
、必
ず
応
え
て
く
れ
る
」

　
吉
野
さ
ん
夫
婦
が
語
る
畜
産

の
魅
力
と
は
、「
真
剣
に
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
牛
は
人
に
応
え
て
く

れ
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。

　
純
子
さ
ん
は
「
牛
は
畜
主
の
心

が
読
め
る
の
で
す
。
こ
ち
ら
が
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
ら
、
牛
も
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
わ
ね
。
人
の
思
い

に
、
牛
は
必
ず
応
え
て
く
れ
る
か

ら
頑
張
れ
る
の
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
最
高
賞
は
通
過
点
に
過
ぎ
な

い
。
目
標
は
も
っ
と
先
に
あ
り
ま

し
た
。
純
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
地
域
の
皆
様
方
が
ひ
と
つ
に

ま
と
ま
っ
た
こ
と
で
、
今
回
は
竹

田
の
畜
産
農
家
が
数
多
く
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
限

り
で
す
。
し
か
し
、
豊
後
牛
が
全

国
に
誇
れ
る
よ
う
に
、
竹
田
市
の

畜
産
の
名
声
を
も
っ
と
高
め
た
い

の
で
す
。
そ
の
底
上
げ
の
力
に
な

り
た
い
。
そ
し
て
、
農
家
が
元
気

に
な
れ
ば
、
市
全
体
が
活
気
づ
く

と
信
じ
て
い
ま
す
」

■第74回大分県畜産共進会〔竹田市出品牛の出品成績〕　　　　　　　　　敬称略

み

す

よ
し

の

こ

じ
ゅ
ん

2013年12月発行15
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吉
野
穂
香
さ
ん
が

「
佐
藤
義
美
賞
」に
！

美
術
祭
は
市
内
か
ら

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」！

竹
田
小
学
校
で

「
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
時
お
り
小
雨
の
降
る
荻
の
大
地

で
、
今
年
８
回
目
と
な
る
「
ト
マ
ト

天
国 

in 

お
ぎ
」、
34
回
目
と
な
る

「
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
会
場
を
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

中
心
に
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
荻
愛
育
保
健
推
進
協

議
会
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
」
や

「岡城の魅力をお客様に伝えたい！」竹田ほほえみの会に県知事感謝状

ト
マ
ト
天
国
 in 
お
ぎ
＆
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

　11月３日、「岡城子どもガイド」の子
どもたちがついにボランティアガイドデ
ビューを果たしました。
　岡城を訪れた観光客に、その魅力を
丁寧に解説していました。

阿蘇溶岩と白水の滝の謎に迫る
　荻町史談会・竹田市教育委員会
荻教育係主催「荻地域講演会」が
11月12日、日本地質学会会員の工
藤幸久さんを講師に迎え、緑ヶ丘
中学校体育館（荻町）で行われま
した。
　工藤さんは、地質学の観点から
白水の滝の『湧水の仕組み』を丁
寧に解説されました。

↑入賞者のみなさん。後列右から３番目が「佐藤義美賞」を
受賞した吉野穂香さん↑演奏する伊藤京子さんと河野文昭さん

↑講演する工藤幸久さん

↑長い行列ができた「トマトリゾット」

↑伝統芸能の集い

　第65回画聖「田能村竹田」先生をし
のぶ美術祭表彰式が11月３日、久住公
民館くじゅうサンホールで行われました。
　今年は絵画の部で久良悠希奈さん（竹
田中３年）、書写書道の部で小野嗣享く
ん（祖峰小５年）がそれぞれ「文部科学
大臣賞」を受賞しました。

「
竹
田
市
伝
統
芸
能
の
集
い
」
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ

れ
、
終
日
会
場
は
多
く
の
人
出
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
荻
町
で
栽
培
さ
れ
た

ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
な
ど
の
出
店

も
並
ん
で
お
り
、
来
場
者
は
荻
の
恵

み
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
25
回
「
佐
藤
義
美
賞
」
竹
田
童

謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
11

月
17
日
、
佐
藤
義
美
記
念
館
で
行

わ
れ
、
都
野
中
学
校
３
年
の
吉
野
穂

香
さ
ん
の
作
品
「
霧
」
が
佐
藤
義
美

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　 

そ
の
ほ
か
、
主
な
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。〔
応
募
総
数
３
３
４

点
・
敬
称
略
〕

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】
優
秀
賞
・

『
海
』
眞
田
陽
世
（
豊
岡
小
３
年
）

／
優
良
賞
・『
ね
ん
ど
』 

山
田
奈
実

（
豊
岡
小
２
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】
優
秀
賞
・

『
家
族
と
は…

』 

阿
南
円
香
（
豊
岡

小
６
年
）
／
優
良
賞
・『
雲
』 

大
口

峻
央
（
豊
岡
小
５
年
）

　
10
月
24
日
、
精
神
障
が
い
者
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

「
竹
田
ほ
ほ
え
み
の
会
」
が
、
県
内

唯
一
の
任
意
団
体
と
し
て
そ
の
功
績

を
認
め
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
の
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
ほ
え
み
の
会
は
、
バ
ザ
ー
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
地
域
活
動

へ
の
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
中
学
生
の
部
】
優
秀
賞
・『
平
和
と

命
』
飯
尾
春
希
（
竹
田
南
部
中
１

年
）、『
シ
ャ
ボ
ン
玉
』 

城
綾
音
（
竹

田
南
部
中
２
年
）
／
優
良
賞
・『
向

日
葵
』 

久
保
田
葉
月
（
竹
田
南
部
中

２
年
）、『
キ
ャ
ン
バ
ス
』 

森
髙
凜
（
都

野
中
３
年
）

　
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団

主
催
「
第
45
回
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー

ト
〜
大
人
と
子
ど
も
の
た
め
の
音
・

学
・
会
〜
」
が
瀧
廉
太
郎
の
母
校
、

竹
田
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
出
演
は
、
ピ
ア
ノ
と
お
話
を
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団
副
理
事

長
の
伊
藤
京
子
さ
ん
。
チ
ェ
ロ
演
奏

を
河
野
文
昭
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　
曲
の
解
説
や
音
楽
に
ま
つ
わ
る

話
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
８
曲

の
演
奏
を
披
露
。
普
段
聴
く
機
会
の

少
な
い
「
生
演
奏
」
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
10
月
20
日
、
竹
田
本
町
通
り
で
実
施

し
て
い
る
「
交
通
社
会
実
験
」
や
「
中

　こ
の
欄
に
は
、『
ま
ち
歩
き
モ
ニ

タ
ー
』
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
み
を
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

　竹
田
地
区
自
治
会
の
皆
様
を
は

じ
め
、
商
店
主
や
交
通
事
業
者
の

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
は
、
別
刷
り
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

心
市
街
地
に
あ
る
市
有
地
の
活
用
策
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
伺
う
た
め
、

『
ま
ち
歩
き
モ
ニ
タ
ー
』
に
よ
る
調
査

票
（
竹
田
城
下
町
ノ
ー
ト
）
の
記
録
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
応
募
の
あ
っ
た
市
民
・

高
校
生
や
大
分
・
別
府
な
ど
市
内
外
か

ら
の
モ
ニ
タ
ー
40
人
が
市
歴
史
資
料
館

に
集
合
。
自
由
に
城
下
町
を
歩
き
、

「
本
町
通
り
を
歩
い
た
感
想
」
や
「
中

心
市
街
地
の
市
有
地
の
活
用
策
」
な
ど

に
つ
い
て
、
城
下
町
ノ
ー
ト
に
記
録
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
こ
の
記
録
を
基
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
歩
行
者
目
線
と
し
て

「
歩
く
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
り
歩
き
や

す
く
な
っ
た
」「
横
に
二
人
並
ん
で
歩

ま
ち
歩
き
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見

交
通
社
会
実
験
中
間
報
告

県
功
労
者
表
彰
受
賞

け
る
の
は
嬉
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
た
反
面
、「
交
差
点
付
近
は
改

善
で
き
な
い
の
か
」「
路
上
駐
車
が
増

え
て
歩
き
に
く
い
」
と
い
っ
た
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
市
有
地
の
活

用
策
で
は
、「
い
ろ
ん
な
活
用
が
可
能

な
駐
車
場
に
す
る
」「
カ
フ
ェ
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
の
よ
う
な
集
ま
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

もっとこうした方がよいのでは… 中心部市有地の活用策
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平
成
17
年
か
ら
23
年
ま
で
の
７

年
間
、
大
分
県
ア
カ
デ
ミ
ア
講
座

「
歎
異
抄
」
講
座
の
講
師
と
し
て
ご

活
躍
。
元
大
分
県
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会

本
部
副
会
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ
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ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と

を
地
域
の
教
育
活
動
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力

吉
岡
雄
三 

さ
ん
（
上
鹿
口
・
77
歳
）

環
境
保
全
の
推
進
に
尽
力

め
だ
か
の
学
校
　
　
　
　

（
衛
藤
賢
美
会
長
・
10
名
）

畜
産
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

植
木
三
雄
さ
ん
（
久
住
町
・
62
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
小
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
川
の
水

質
調
査
や
廃
油
石
鹸
づ
く
り
を
行

う
な
ど
、
環
境
保
全
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
衛
藤
賢
美
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

地
元
の
み
な
さ
ん
と
連
携
を
し
な

が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
等
表
彰

「
推
進
協
議
会
会
長
賞
」
も
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
の
飼
育
農
家
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
、
地
域
の
畜
産
業
の
振

興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
、「
お
お
い
た
畜
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〝
鼓
動
〞
」
の
設
立
に
携

わ
り
、
会
長
を
６
年
間
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
植
木
さ
ん
は
「
仲
間
と
家
族
に
感
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し
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地
域
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た
め
に
価
値
の

あ
る
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と
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、こ
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ら
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実
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し
、

伝
え
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い
き
た
い
」
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し
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ま

す
。

大盛況！

広報たけた11月号「竹田かわら版」のなかで、荻町「友クラブ」全九州大会初出場の記事を掲載しましたが、監督
の氏名に誤りがありました。正しくは、「後藤康寛 監督・13名」です。訂正しておわび致します。（秘書広報係）
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吉
野
穂
香
さ
ん
が

「
佐
藤
義
美
賞
」に
！

美
術
祭
は
市
内
か
ら

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」！

竹
田
小
学
校
で

「
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
時
お
り
小
雨
の
降
る
荻
の
大
地

で
、
今
年
８
回
目
と
な
る
「
ト
マ
ト

天
国 

in 

お
ぎ
」、
34
回
目
と
な
る

「
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
会
場
を
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

中
心
に
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
荻
愛
育
保
健
推
進
協

議
会
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
」
や

「岡城の魅力をお客様に伝えたい！」竹田ほほえみの会に県知事感謝状

ト
マ
ト
天
国
 in 
お
ぎ
＆
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
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した。
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白水の滝の『湧水の仕組み』を丁
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↑入賞者のみなさん。後列右から３番目が「佐藤義美賞」を
受賞した吉野穂香さん↑演奏する伊藤京子さんと河野文昭さん
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「
竹
田
市
伝
統
芸
能
の
集
い
」
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ

れ
、
終
日
会
場
は
多
く
の
人
出
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
荻
町
で
栽
培
さ
れ
た

ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
な
ど
の
出
店

も
並
ん
で
お
り
、
来
場
者
は
荻
の
恵

み
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
25
回
「
佐
藤
義
美
賞
」
竹
田
童

謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
11

月
17
日
、
佐
藤
義
美
記
念
館
で
行

わ
れ
、
都
野
中
学
校
３
年
の
吉
野
穂

香
さ
ん
の
作
品
「
霧
」
が
佐
藤
義
美

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
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と
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す
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応
募
総
数
３
３
４

点
・
敬
称
略
〕
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豊
岡
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３
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／
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岡
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２
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岡
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／
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岡
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５
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取
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。
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ザ
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が
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27%

集う場
11%

公園・広場
10%

案内所
10%

イベント
空間
8%

図書館
6%

その他
11%

未回答
17%

路上駐車
の抑制
8%

電柱をなくす
4%

PRの強化
4%

その他
26%

未回答
21%

歩・車道の
明確化
11%

交差点付近
の改善
26%

　
平
成
17
年
か
ら
23
年
ま
で
の
７

年
間
、
大
分
県
ア
カ
デ
ミ
ア
講
座

「
歎
異
抄
」
講
座
の
講
師
と
し
て
ご

活
躍
。
元
大
分
県
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会

本
部
副
会
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と

を
地
域
の
教
育
活
動
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力

吉
岡
雄
三 
さ
ん
（
上
鹿
口
・
77
歳
）

環
境
保
全
の
推
進
に
尽
力

め
だ
か
の
学
校
　
　
　
　

（
衛
藤
賢
美
会
長
・
10
名
）

畜
産
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

植
木
三
雄
さ
ん
（
久
住
町
・
62
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
小
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
川
の
水

質
調
査
や
廃
油
石
鹸
づ
く
り
を
行

う
な
ど
、
環
境
保
全
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
衛
藤
賢
美
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

地
元
の
み
な
さ
ん
と
連
携
を
し
な

が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
等
表
彰

「
推
進
協
議
会
会
長
賞
」
も
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
の
飼
育
農
家
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
、
地
域
の
畜
産
業
の
振

興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
、「
お
お
い
た
畜
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〝
鼓
動
〞
」
の
設
立
に
携

わ
り
、
会
長
を
６
年
間
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
植
木
さ
ん
は
「
仲
間
と
家
族
に
感

謝
し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
価
値
の

あ
る
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
も
実
践
し
、

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

大盛況！

広報たけた11月号「竹田かわら版」のなかで、荻町「友クラブ」全九州大会初出場の記事を掲載しましたが、監督
の氏名に誤りがありました。正しくは、「後藤康寛 監督・13名」です。訂正しておわび致します。（秘書広報係）

訂正とおわび
2013年12月発行17
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「
活
性
酸
素
」を
制
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
！

心
の
輪
を
広
げ
る

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

【穀類】玄米、麦類、オートミール、ト
ウモロコシ

【芋類】・【豆類】・【海草類】・【キノコ類】・
【野菜類】・【果実類】バナナ、リンゴ、
ミカン、イチゴ、すいか、キウイ、アンズ、
いちじく

【種実類】アーモンド、ごま、カシューナッ
ツ、ピスタチオ、落花生

竹田市障害者生活支援センター

竹田市　心の相談支援事業所

相談支援事業所やまなみ

福祉農場　コロニー久住　相談支
援事業所

特定相談支援事業所　さやか

竹田市大字三宅
1763-1
竹田市大字竹田
1822-1
竹田市大字飛田川
2683
竹田市久住町大字有氏
896-14
竹田市久住町大字久住
3987

　障がい者への虐待は絶対にあってはなら
ないことです。
　障がい者虐待に気づいた方は、一人で抱
え込んだり、放置したりせずに竹田市障害
者虐待防止センターにご連絡ください。早
めの対応や支援が障がい者と虐待者双方の
救済へとつながります。ご協力をお願いし
ます。

竹田市障害者虐待防止センター
（竹田市福祉事務所内）
☎63-4811　FAX 63-0988

食物繊維を多く含む食品

【β―カロチン】緑黄色野菜（青菜類、
人参など）、かぼちゃ
【リコピン】トマト
【ビタミン C】生野菜、果物
【ビタミン E】ゴマ、ナッツ
【カテキン、タンニン】緑茶、抹茶
【アントシアニン】赤や紫の食品
【イソフラボン】大豆、大豆製品
【ケルセチン】玉ねぎの皮（煎じてお茶に）

抗酸化物質を多く含む食品 障がい福祉サービスを利用するには？

みんなで防ごう！
　障がい者虐待

「
ガ
ン
」や「
動
脈
硬
化
」の
進
行
は

実
は
、「
活
性
酸
素
」が
主
な
原
因

　
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
三
大

生
活
習
慣
病
は
「
ガ
ン
」「
心
疾
患
」「
脳
血

管
疾
患
（
脳
卒
中
）」
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

原
因
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
「
活
性
酸

素
」
で
す
。

　「
活
性
酸
素
」
は
適
量
な
ら
、
病
原
菌
か

ら
身
を
守
る
強
力
な
武
器
と
し
て
役
立
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
増
え
す
ぎ
た
場
合
は
、
正
常
な

細
胞
ま
で
も
攻
撃
し
、
酸
化
さ
せ
、Ｄ
Ｎ
Ａ

を
傷
つ
け
て
、
遺
伝
子
情
報
を
書
き
換
え
る

こ
と
で
ガ
ン
細
胞
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
を
酸
化
さ
せ
、
こ
れ
が
血
管
壁
に
付
着

し
て
動
脈
硬
化
が
進
行
、
血
管
を
も
ろ
く
し

た
り
、
ふ
さ
い
だ
り
す
る
こ
と
で
、「
脳
梗

塞
」
や
「
心
筋
梗
塞
」
な
ど
を
発
症
さ
せ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

　「
活
性
酸
素
」
は
健
康
を
害
す
る
も
の
に

曝
さ
れ
る
ほ
ど
過
剰
に
発
生
し
ま
す
。
タ
バ

コ
は
特
に
有
害
で
、
１
本
で
１
０
０
兆
個
も

の
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
抗
酸
化
物
質
」を
摂
取
し
て

「
活
性
酸
素
」か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　
過
剰
に
増
え
た
「
活
性
酸
素
」
が
、
正
常

な
細
胞
ま
で
も
攻
撃
す
る
の
を
、
身
代
わ
り

と
な
っ
て
守
っ
て
く
れ
る
物
質
を
「
抗
酸
化

物
質
」
と
言
い
ま
す
。 

　
体
内
で
作
ら
れ
る
抗
酸
化
物
質
「
Ｓ
Ｏ
Ｄ

酵
素
」
は
40
歳
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
急
激

に
生
産
量
が
減
り
は
じ
め
ま
す
の
で
、「
抗

酸
化
物
質
」
を
食
品
か
ら
し
っ
か
り
補
給
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
善
玉
菌
」を
増
や
し
て「
抗
酸
化

物
質
」の
吸
収
力
を
ア
ッ
プ
し
ま

し
ょ
う
！

　
摂
取
し
た
栄
養
を
吸
収
す
る
の
も
排
泄
す

る
の
も
腸
の
大
切
な
役
目
で
す
が
、「
悪
玉

菌
」
が
増
え
て
「
善
玉
菌
」
の
働
き
が
劣
る

と
、
必
要
な
栄
養
素
は
吸
収
さ
れ
ず
便
秘
に

よ
っ
て
腸
内
で
食
べ
物
が
腐
敗
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
健
康
に
害
を
与
え
る
毒
素
が
吸
収

さ
れ
、
血
液
と
共
に
身
体
中
を
巡
り
「
活
性

酸
素
」
を
増
や
す
要
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
腸
内
環
境
を
整
え
る
に
は
、「
悪
玉
菌
」

を
増
や
す
動
物
性
の
脂
質
を
減
ら
し
て
「
大

豆
製
品
」
な
ど
の
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
、
特

に
優
良
な
「
善
玉
菌
」
を
多
く
含
む
「
発
酵

食
品
（
味
噌
・
納
豆
な
ど
）」
を
摂
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、「
善
玉
菌
」
の
エ
サ
と
な
っ
て
そ

の
繁
殖
を
助
け
る
「
食
物
繊
維
」
を
多
く
含

ん
だ
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
糖
分
・
塩

分
の
吸
収
を
抑
え
て
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
・

高
血
圧
も
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

「
創
る
」

　
竹
田
市
は
、
自
立
支
援
協
議
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
障
が
い
の
あ
る

人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
関
係
す
る

様
々
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
障
が
い
福

祉
施
策
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
を
中
心
と

し
た
地
域
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
こ
と
で
、「
障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
国
で
は
毎
年
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日

ま
で
の
１
週
間
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
障
が
い
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の

方
た
ち
の
声
を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、

す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
障
が
い
者
問
題
な
ど

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
何
が
で
き
る
か
み

ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
！

　
竹
田
市
自
立
支
援
協
議
会
は
、
地
域
の
資

源
が
記
載
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
で
は
、
市
内

の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
は
、
福
祉
事
務
所
窓
口
や
相
談
支
援

事
業
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
等
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

難
病
等
の
方
を
支
え
ま
す

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
受
給
可
能
に

　
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総

合
支
援
法
で
は
、
障
が
い
者
の
範

囲
に
難
病
等
の
方
々
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　
障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
受
給
が

可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
竹
田
市
福
祉
事
務
所

福
祉
係
（
☎
６
３-

４
８
１
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３-
０
９
８
８
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活性酸素を発生させる要因

　サービスを利用するまでのおおまかな
流れは左記のとおりです。
　サービスを利用する際には、サービス
等利用計画（案）の提出が必要です。サー
ビス等利用計画（案）は、市が指定した
指定特定相談支援事業所が、利用者の
希望等を考慮し作成してくれます。指定
特定相談支援事業所はサービス等利用
計画（案）の作成のほか、申請前の相談
や申請時の支援、サービス提供事業者と
の連絡調整を行ってくれます。市内には
５か所の指定特定相談支援事業所があ
ります。

相談
↓

申請・調査
↓

審査・障害程度区分認定
↓

サービス等利用計画案の提出
↓

支給決定通知
↓

事業者との契約
↓

サービス利用

☎63-9600

☎63-3346

☎63-3204

☎77-2344

☎77-2779

広報たけた  平成25年12月号 18
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「
活
性
酸
素
」を
制
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
！

心
の
輪
を
広
げ
る

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

【穀類】玄米、麦類、オートミール、ト
ウモロコシ

【芋類】・【豆類】・【海草類】・【キノコ類】・
【野菜類】・【果実類】バナナ、リンゴ、
ミカン、イチゴ、すいか、キウイ、アンズ、
いちじく

【種実類】アーモンド、ごま、カシューナッ
ツ、ピスタチオ、落花生

竹田市障害者生活支援センター

竹田市　心の相談支援事業所

相談支援事業所やまなみ

福祉農場　コロニー久住　相談支
援事業所

特定相談支援事業所　さやか

竹田市大字三宅
1763-1
竹田市大字竹田
1822-1
竹田市大字飛田川
2683
竹田市久住町大字有氏
896-14
竹田市久住町大字久住
3987

　障がい者への虐待は絶対にあってはなら
ないことです。
　障がい者虐待に気づいた方は、一人で抱
え込んだり、放置したりせずに竹田市障害
者虐待防止センターにご連絡ください。早
めの対応や支援が障がい者と虐待者双方の
救済へとつながります。ご協力をお願いし
ます。

竹田市障害者虐待防止センター
（竹田市福祉事務所内）
☎63-4811　FAX 63-0988

食物繊維を多く含む食品

【β―カロチン】緑黄色野菜（青菜類、
人参など）、かぼちゃ
【リコピン】トマト
【ビタミン C】生野菜、果物
【ビタミン E】ゴマ、ナッツ
【カテキン、タンニン】緑茶、抹茶
【アントシアニン】赤や紫の食品
【イソフラボン】大豆、大豆製品
【ケルセチン】玉ねぎの皮（煎じてお茶に）

抗酸化物質を多く含む食品 障がい福祉サービスを利用するには？

みんなで防ごう！
　障がい者虐待

「
ガ
ン
」や「
動
脈
硬
化
」の
進
行
は

実
は
、「
活
性
酸
素
」が
主
な
原
因

　
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
三
大

生
活
習
慣
病
は
「
ガ
ン
」「
心
疾
患
」「
脳
血

管
疾
患
（
脳
卒
中
）」
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

原
因
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
「
活
性
酸

素
」
で
す
。

　「
活
性
酸
素
」
は
適
量
な
ら
、
病
原
菌
か

ら
身
を
守
る
強
力
な
武
器
と
し
て
役
立
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
増
え
す
ぎ
た
場
合
は
、
正
常
な

細
胞
ま
で
も
攻
撃
し
、
酸
化
さ
せ
、Ｄ
Ｎ
Ａ

を
傷
つ
け
て
、
遺
伝
子
情
報
を
書
き
換
え
る

こ
と
で
ガ
ン
細
胞
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
を
酸
化
さ
せ
、
こ
れ
が
血
管
壁
に
付
着

し
て
動
脈
硬
化
が
進
行
、
血
管
を
も
ろ
く
し

た
り
、
ふ
さ
い
だ
り
す
る
こ
と
で
、「
脳
梗

塞
」
や
「
心
筋
梗
塞
」
な
ど
を
発
症
さ
せ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

　「
活
性
酸
素
」
は
健
康
を
害
す
る
も
の
に

曝
さ
れ
る
ほ
ど
過
剰
に
発
生
し
ま
す
。
タ
バ

コ
は
特
に
有
害
で
、
１
本
で
１
０
０
兆
個
も

の
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
抗
酸
化
物
質
」を
摂
取
し
て

「
活
性
酸
素
」か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　
過
剰
に
増
え
た
「
活
性
酸
素
」
が
、
正
常

な
細
胞
ま
で
も
攻
撃
す
る
の
を
、
身
代
わ
り

と
な
っ
て
守
っ
て
く
れ
る
物
質
を
「
抗
酸
化

物
質
」
と
言
い
ま
す
。 

　
体
内
で
作
ら
れ
る
抗
酸
化
物
質
「
Ｓ
Ｏ
Ｄ

酵
素
」
は
40
歳
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
急
激

に
生
産
量
が
減
り
は
じ
め
ま
す
の
で
、「
抗

酸
化
物
質
」
を
食
品
か
ら
し
っ
か
り
補
給
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
善
玉
菌
」を
増
や
し
て「
抗
酸
化

物
質
」の
吸
収
力
を
ア
ッ
プ
し
ま

し
ょ
う
！

　
摂
取
し
た
栄
養
を
吸
収
す
る
の
も
排
泄
す

る
の
も
腸
の
大
切
な
役
目
で
す
が
、「
悪
玉

菌
」
が
増
え
て
「
善
玉
菌
」
の
働
き
が
劣
る

と
、
必
要
な
栄
養
素
は
吸
収
さ
れ
ず
便
秘
に

よ
っ
て
腸
内
で
食
べ
物
が
腐
敗
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
健
康
に
害
を
与
え
る
毒
素
が
吸
収

さ
れ
、
血
液
と
共
に
身
体
中
を
巡
り
「
活
性

酸
素
」
を
増
や
す
要
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
腸
内
環
境
を
整
え
る
に
は
、「
悪
玉
菌
」

を
増
や
す
動
物
性
の
脂
質
を
減
ら
し
て
「
大

豆
製
品
」
な
ど
の
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
、
特

に
優
良
な
「
善
玉
菌
」
を
多
く
含
む
「
発
酵

食
品
（
味
噌
・
納
豆
な
ど
）」
を
摂
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、「
善
玉
菌
」
の
エ
サ
と
な
っ
て
そ

の
繁
殖
を
助
け
る
「
食
物
繊
維
」
を
多
く
含

ん
だ
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
糖
分
・
塩

分
の
吸
収
を
抑
え
て
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
・

高
血
圧
も
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

「
創
る
」

　
竹
田
市
は
、
自
立
支
援
協
議
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
障
が
い
の
あ
る

人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
関
係
す
る

様
々
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
障
が
い
福

祉
施
策
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
を
中
心
と

し
た
地
域
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
こ
と
で
、「
障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
国
で
は
毎
年
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日

ま
で
の
１
週
間
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
障
が
い
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の

方
た
ち
の
声
を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、

す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
障
が
い
者
問
題
な
ど

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
何
が
で
き
る
か
み

ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
！

　
竹
田
市
自
立
支
援
協
議
会
は
、
地
域
の
資

源
が
記
載
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
で
は
、
市
内

の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
は
、
福
祉
事
務
所
窓
口
や
相
談
支
援

事
業
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
等
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

難
病
等
の
方
を
支
え
ま
す

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
受
給
可
能
に

　
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総

合
支
援
法
で
は
、
障
が
い
者
の
範

囲
に
難
病
等
の
方
々
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　
障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
受
給
が

可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
竹
田
市
福
祉
事
務
所

福
祉
係
（
☎
６
３-

４
８
１
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３-

０
９
８
８
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活性酸素を発生させる要因

　サービスを利用するまでのおおまかな
流れは左記のとおりです。
　サービスを利用する際には、サービス
等利用計画（案）の提出が必要です。サー
ビス等利用計画（案）は、市が指定した
指定特定相談支援事業所が、利用者の
希望等を考慮し作成してくれます。指定
特定相談支援事業所はサービス等利用
計画（案）の作成のほか、申請前の相談
や申請時の支援、サービス提供事業者と
の連絡調整を行ってくれます。市内には
５か所の指定特定相談支援事業所があ
ります。

相談
↓

申請・調査
↓

審査・障害程度区分認定
↓

サービス等利用計画案の提出
↓

支給決定通知
↓

事業者との契約
↓

サービス利用

☎63-9600

☎63-3346

☎63-3204

☎77-2344

☎77-2779
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ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑰
〔
続
・
直
入
編
〕

直
入
に
眠
る

大
友
宗
麟
の
孫「
義
親
」

日
本
を
代
表
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
友
宗
麟
。

そ
の
孫
「
義
親
」
の
墓
が
直
入
に
あ
っ
た ―

―
―
―
―

。

　
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
洗
礼
名
を
持
つ

大
友
宗
麟
の
嫡
子
「
義
統
」
に
は
２
人
の
息

子
が
い
た
が
、
長
男
「
義
乗
」
が
早
世
し
た

た
め
、
弟
の
「
義
親
」
が
大
友
家
の
家
督
を

相
続
し
た
。
宗
麟
か
ら
見
れ
ば
直
系
の
孫
に

当
た
る
と
と
も
に
、
名
門
大
友
家
最
後
の
当

主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
義
親
の
墓
石
が
直
入
の
栃
原
に
あ
る
こ
と

は
地
元
で
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今

回
、
取
材
の
た
め
に
現
地
を
訪
れ
た
の
だ

が
、
残
念
な
こ
と
に
墓
石
は
地
中
に
埋
め
ら

れ
て
し
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
、
今
回
は
直
入
出
身
の
郷
土
史

家
で
あ
る
佐
藤
満
洋
氏
が
、
平
成
22
年
に
こ

の
墓
石
に
つ
い
て
大
分
合
同
新
聞
に
寄
稿
し

た
記
事
を
引
用
し
て
義
親
の
墓
を
ご
紹
介
し

た
い
。

　「
大
友
義
親
の
墓
は
上
面
が
54
セ
ン
チ
58

セ
ン
チ
、
厚
さ
15
セ
ン
チ
の
伏
墓
で
、
上
面

中
央
に
直
径
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
が
開
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
面
と
考
え
ら
れ
る

面
に
左
か
ら
の
横
書
き
で「
大
友
義
鎮
公（
注

１
）
孫
　
天
主
教
（
注
２
）
信
者
義
親
之
墓

　
寛
永
九
年
卒
五
十
四
才
」
と
、
２
行
の
銘

文
（
写
真
①
）
が
見
ら
れ
る
。
義
親
の
没
年

は
「
大
友
氏
歴
代
一
覧
」
は
、
元
和
５
（
１

６
１
９
）
年
と
し
て
い
る
の
に
、
墓
石
の
方

は
寛
永
９
（
１
６
３
２
）
年
で
13
年
の
違
い

が
あ
る
。
大
友
氏
は
義
乗
か
ら
徳
川
幕
府
に

高
家
（
注
３
）
と
し
て
仕
え
て
い
た
の
で
、

義
親
も
当
然
、
江
戸
に
住
ん
で
い
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
没
後
13
年
後
の
寛
永
９

年
の
没
年
と
さ
れ
、
栃
原
の
地
に
「
天
主
教

信
者
」
と
し
て
墓
石
が
あ
る
の
か
。
江
戸
時

代
で
は
珍
し
い
左
か
ら
の
横
書
き
の
銘
文
は

誰
が
書
い
た
の
か
。
墓
地
の
あ
る
栃
原
と
大

友
氏
と
を
結
び
つ
け
る
文
書
も
、
伝
承
も
な

く
、
謎
の
多
い
伏
墓
で
あ
る
。（
一
部
省
略
）」

　
以
上
が
佐
藤
氏
の
現
地
調
査
に
基
づ
く
内

容
だ
が
、
佐
藤
氏
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
義
親
は
江
戸
幕
府
の
高
家
旗
本
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
式
の
儀
式
や
皇
室
の

典
礼
を
指
導
す
る
立
場
で
あ
り
、
現
に
京
都

で
は
大
徳
寺
別
院
で
あ
る
龍
源
院
の
創
建
に

も
関
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
墓

石
は
、
義
親
が
実
際
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
こ
と
の
確
た
る
証
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
、
義
親
の
墓
に
「
天
主
教
信

者
」
の
文
字
を
彫
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
は

誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
謎
に
包
ま
れ
た
ま

ま
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
実
に
惜
し

ま
れ
る
墓
石
で
あ
る
。

　
今
回
、
道
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か

ら
、「
近
く
に
も
、
お
も
し
ろ
い
も
の
が
あ

る
」と
聞
い
た
た
め
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
た
。

道
な
き
道
を
登
る
と
、
崖
の
端
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
「
Ｃ
」
が
人
工
的
に
彫
ら
れ
て
い

た
。Ｃ
と
は
キ
リ
ス
ト
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
）

の
頭
文
字
の
意
味
だ
そ
う
だ
（
写
真
②
）。

馬
の
足
跡
と
も
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、

現
実
的
に
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
下
は
断
崖
絶
壁
で
あ
り
、
馬
は
お
ろ
か

人
間
で
も
や
っ
と
手
が
届
く
よ
う
な
危
険
な

位
置
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
は
当
時
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
道
標
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
方
向

は
豊
後
大
野
市
の
朝
地
町
を
向
い
て
い
る
と

い
う
。
な
ぜ
、
朝
地
町
な
の
か
。
こ
れ
は
推

測
だ
が
、
こ
の
Ｃ
が
彫
ら
れ
た
時
代
が
中
川

氏
統
治
以
前
だ
と
す
れ
ば
、
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

志
賀
親
次
が
朝
地
町
の
志
賀
に
城
を
構
え
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
キ
リ
シ
タ

ン
は
、「
Ｃ
」の
位
置
か
ら
方
角
を
定
め
て
、

ド
ン
・
パ
ウ
ロ
の
居
城
に
向
か
っ
て
祈
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
朽
網
、
大
友
、
志
賀
、

中
川
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
直

入
朽
網
キ
リ
シ
タ
ン
の
足
跡
は
今
も
消
え
て

い
な
い
よ
う
だ
。
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）
義
鎮…

…

宗
麟
の
こ
と
。

（
注
２
）
天
主
教…

キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
。

（
注
３
）
高
家…

…

高
家
の
家
格
を
持
つ
旗
本
。
江

戸
幕
府
に
お
け
る
儀
式
や
典
礼
を
司
る
役

職
で
諸
大
名
に
公
式
の
場
に
お
け
る
礼
儀

作
法
を
伝
授
す
る
役
目
も
担
っ
た
。
か
つ

て
の
名
門
の
子
孫
で
構
成
さ
れ
た
。

〔
引
用
〕　

　
平
成
22
年
１
月
26
日
発
行
「
大
分
合
同
新
聞
」　

「
久
住
・
直
入
朽
網
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
」（
佐
藤

満
洋
・
文
）

←【写真②】崖岩の先端に刻まれた道標の
「Ｃ」（「Christo」の頭文字）。「鬼馬の蹄」
として言い伝えられたという。

↑現在は一部が整備された栃原の墓地。大友義親の墓石は
この辺りの地中に埋められたと思われる。

↑同じ敷地内にあった「○（丸）」がくっきりと　刻まれた
墓石。「○」は隠れキリシタンの暗号で「マリア」を表す。

↑【写真①】昭和37～38年頃発見された大友宗麟の孫義親の墓。
写真は昭和20年頃撮影。（写真提供・佐藤満洋氏）

ち 
か

よ 

し

よ
し
む
ね

こ
う
け

り
ょ
う
げ
ん
い
ん

み
ち
し
る
べ

よ
し
の
り

よ
し
ち
か

ほ
と
ん
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そ
の
孫
「
義
親
」
の
墓
が
直
入
に
あ
っ
た ―

―
―
―
―

。

　
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
洗
礼
名
を
持
つ

大
友
宗
麟
の
嫡
子
「
義
統
」
に
は
２
人
の
息

子
が
い
た
が
、
長
男
「
義
乗
」
が
早
世
し
た

た
め
、
弟
の
「
義
親
」
が
大
友
家
の
家
督
を

相
続
し
た
。
宗
麟
か
ら
見
れ
ば
直
系
の
孫
に

当
た
る
と
と
も
に
、
名
門
大
友
家
最
後
の
当

主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
義
親
の
墓
石
が
直
入
の
栃
原
に
あ
る
こ
と

は
地
元
で
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今

回
、
取
材
の
た
め
に
現
地
を
訪
れ
た
の
だ

が
、
残
念
な
こ
と
に
墓
石
は
地
中
に
埋
め
ら

れ
て
し
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
、
今
回
は
直
入
出
身
の
郷
土
史

家
で
あ
る
佐
藤
満
洋
氏
が
、
平
成
22
年
に
こ

の
墓
石
に
つ
い
て
大
分
合
同
新
聞
に
寄
稿
し

た
記
事
を
引
用
し
て
義
親
の
墓
を
ご
紹
介
し

た
い
。

　「
大
友
義
親
の
墓
は
上
面
が
54
セ
ン
チ
58

セ
ン
チ
、
厚
さ
15
セ
ン
チ
の
伏
墓
で
、
上
面

中
央
に
直
径
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
が
開
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
面
と
考
え
ら
れ
る

面
に
左
か
ら
の
横
書
き
で「
大
友
義
鎮
公（
注

１
）
孫
　
天
主
教
（
注
２
）
信
者
義
親
之
墓

　
寛
永
九
年
卒
五
十
四
才
」
と
、
２
行
の
銘

文
（
写
真
①
）
が
見
ら
れ
る
。
義
親
の
没
年

は
「
大
友
氏
歴
代
一
覧
」
は
、
元
和
５
（
１

６
１
９
）
年
と
し
て
い
る
の
に
、
墓
石
の
方

は
寛
永
９
（
１
６
３
２
）
年
で
13
年
の
違
い

が
あ
る
。
大
友
氏
は
義
乗
か
ら
徳
川
幕
府
に

高
家
（
注
３
）
と
し
て
仕
え
て
い
た
の
で
、

義
親
も
当
然
、
江
戸
に
住
ん
で
い
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
没
後
13
年
後
の
寛
永
９

年
の
没
年
と
さ
れ
、
栃
原
の
地
に
「
天
主
教

信
者
」
と
し
て
墓
石
が
あ
る
の
か
。
江
戸
時

代
で
は
珍
し
い
左
か
ら
の
横
書
き
の
銘
文
は

誰
が
書
い
た
の
か
。
墓
地
の
あ
る
栃
原
と
大

友
氏
と
を
結
び
つ
け
る
文
書
も
、
伝
承
も
な

く
、
謎
の
多
い
伏
墓
で
あ
る
。（
一
部
省
略
）」

　
以
上
が
佐
藤
氏
の
現
地
調
査
に
基
づ
く
内

容
だ
が
、
佐
藤
氏
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
義
親
は
江
戸
幕
府
の
高
家
旗
本
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
式
の
儀
式
や
皇
室
の

典
礼
を
指
導
す
る
立
場
で
あ
り
、
現
に
京
都

で
は
大
徳
寺
別
院
で
あ
る
龍
源
院
の
創
建
に

も
関
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
墓

石
は
、
義
親
が
実
際
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
こ
と
の
確
た
る
証
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
、
義
親
の
墓
に
「
天
主
教
信

者
」
の
文
字
を
彫
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
は

誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
謎
に
包
ま
れ
た
ま

ま
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
実
に
惜
し

ま
れ
る
墓
石
で
あ
る
。

　
今
回
、
道
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か

ら
、「
近
く
に
も
、
お
も
し
ろ
い
も
の
が
あ

る
」と
聞
い
た
た
め
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
た
。

道
な
き
道
を
登
る
と
、
崖
の
端
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
「
Ｃ
」
が
人
工
的
に
彫
ら
れ
て
い

た
。Ｃ
と
は
キ
リ
ス
ト
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
）

の
頭
文
字
の
意
味
だ
そ
う
だ
（
写
真
②
）。

馬
の
足
跡
と
も
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、

現
実
的
に
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
下
は
断
崖
絶
壁
で
あ
り
、
馬
は
お
ろ
か

人
間
で
も
や
っ
と
手
が
届
く
よ
う
な
危
険
な

位
置
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
は
当
時
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
道
標
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
方
向

は
豊
後
大
野
市
の
朝
地
町
を
向
い
て
い
る
と

い
う
。
な
ぜ
、
朝
地
町
な
の
か
。
こ
れ
は
推

測
だ
が
、
こ
の
Ｃ
が
彫
ら
れ
た
時
代
が
中
川

氏
統
治
以
前
だ
と
す
れ
ば
、
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

志
賀
親
次
が
朝
地
町
の
志
賀
に
城
を
構
え
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
キ
リ
シ
タ

ン
は
、「
Ｃ
」の
位
置
か
ら
方
角
を
定
め
て
、

ド
ン
・
パ
ウ
ロ
の
居
城
に
向
か
っ
て
祈
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
朽
網
、
大
友
、
志
賀
、

中
川
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
直

入
朽
網
キ
リ
シ
タ
ン
の
足
跡
は
今
も
消
え
て

い
な
い
よ
う
だ
。
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）
義
鎮…

…

宗
麟
の
こ
と
。

（
注
２
）
天
主
教…

キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
。

（
注
３
）
高
家…

…

高
家
の
家
格
を
持
つ
旗
本
。
江

戸
幕
府
に
お
け
る
儀
式
や
典
礼
を
司
る
役

職
で
諸
大
名
に
公
式
の
場
に
お
け
る
礼
儀

作
法
を
伝
授
す
る
役
目
も
担
っ
た
。
か
つ

て
の
名
門
の
子
孫
で
構
成
さ
れ
た
。

〔
引
用
〕　

　
平
成
22
年
１
月
26
日
発
行
「
大
分
合
同
新
聞
」　

「
久
住
・
直
入
朽
網
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
」（
佐
藤

満
洋
・
文
）

←【写真②】崖岩の先端に刻まれた道標の
「Ｃ」（「Christo」の頭文字）。「鬼馬の蹄」
として言い伝えられたという。

↑現在は一部が整備された栃原の墓地。大友義親の墓石は
この辺りの地中に埋められたと思われる。

↑同じ敷地内にあった「○（丸）」がくっきりと　刻まれた
墓石。「○」は隠れキリシタンの暗号で「マリア」を表す。

↑【写真①】昭和37～38年頃発見された大友宗麟の孫義親の墓。
写真は昭和20年頃撮影。（写真提供・佐藤満洋氏）
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キーバー・フォルカー氏

↑市民向け公開セミナー

　
地
方
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
大
学
入
学
と
と
も
に
初
め
て
故
郷
を
離
れ
東
京

に
出
ま
し
た
。
新
天
地
の
新
し
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
変
化
し
成
長
す
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
た
自
分
は
、
変
わ
ら
ず
に
待
っ
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
の
家
族
や
故
郷
に
対

し
て
、
精
神
的
な
溝
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
他
に
も
多
く
の
若
者
が
故
郷
と
都
会
の
対
比
に
頭
を
悩
ま
せ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
実
際
、長
い
間
、な
に
か
面
白
い
こ
と
は
都
会
に
転
が
っ
て
い
て
、

地
方
都
市
は
た
い
く
つ
な
場
所
に
思
え
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
地
方
都
市
の
あ
り
方
は
、
自
分
の
主
要
な
関
心
事

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
在
学
中
の
研
究
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
竹
田
の
調
査
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
地
方
都
市
の
今
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
し

た
。

　
最
初
に
竹
田
を
訪
れ
た
と
き
、
竹
田
を
流
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
と
、

人
に
も
町
に
も
共
通
す
る
暖
か
い
雰
囲
気
が
、
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
何
度
か

竹
田
を
訪
れ
な
が
ら
、
調
査
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
竹
田
の
こ
と
を
少
し
ず
つ

知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
竹
楽
の
時
期
に
竹
田
を
訪
れ
た
際
に
、
竹
田
の
大
き

な
魅
力
に
気
付
き
、
自
分
が
昔
か
ら
抱
い
て
い
た
も
や
も
や
し
た
悩
み
が
ぱ
っ
と
晴
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
実
は
最
近
始
ま
っ
た
と
い
う
竹
の
灯
篭
が
城
下
町
を
幻
想

的
に
照
ら
す
こ
の
祭
り
や
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
災
害
復
旧
の
募
金
を
集
め
る
取

り
組
み
、
新
た
な
芸
術
を
志
向
す
る
人
々
、
そ
う
し
た
新
し
い
う
ね
り
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。
竹
田
と
い
う
舞
台
を
囲
み
、
若
者
も
年
長
者
も
、
昔
か
ら
い

る
人
も
新
し
く
来
た
人
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
で
、こ
の
土
地
を
想
い
、汗
を
流
し
、

戦
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
分
が
抱
い
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
面
白
く
、
生
き
生
き
と
し

た
姿
で
し
た
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
、
こ
の
土
地
に
堆
積
し
た
も
の
を
大
切
に
し
な
が
ら
常
に

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
竹
田
の
あ
り
方
を
、
と
て
も
羨
ま
し
く
思
う
と
と
も
に
、
心
に

刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
の
糧
と
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
で
、
非
常
に

激
し
い
市
長
選
挙
戦
が
11
月
10
日

に
終
了
し
た
。
最
終
的
に
キ
ー

バ
ー
・
フ
ォ
ル
カ
ー
氏
が
89
・
５
％

を
確
保
し
、
１
月
20
日
か
ら
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
長
と
し
て

着
任
す
る
。
キ
ー
バ
ー
氏
は
無
所
属

で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

か
ら
25
㎞
離
れ
た
「
ゴ
ッ
テ
ン
ハ
イ

ム
町
」
の
現
職
町
長
だ
。
11
月
10
日

に
当
選
と
い
う
大
き
な
成
果
を
収

め
た
が
、
10
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第

１
回
目
の
投
票
で
は
ま
だ
投
票
用

紙
に
彼
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
11

月
の
竹
田
市
広
報
紙
に
選
挙
前
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
と

き
は
５
名
の
立
候
補
者
が
い
て
、
10

月
20
日
に
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
本
命
と
言
わ
れ
て

い
る
メ
ロ
ー
ト
現
職
市
長
と
フ
ェ

フ
ェ
レ
副
市
長
が
第
１
日
目
の
投
票

で
43
％
と
47
％
の
票
を
確
保
で
き

た
が
、
バ
ー
デ
ン･

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
の
市
長
選
挙
法
は
、
立
候
補

の
誰
か
が
過
半
数
を
得
票
し
な
い

限
り
、
第
２
回
目
の
投
票
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
11

月
10
日
に
第
２
回
目
の
投
票
が
予

定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
43
％
の
支
持
率
を
得
た

メ
ロ
ー
ト
市
長
が
10
月
22
日
に
立

候
補
を
取
り
や
め
、
次
の
投
票
に
出

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
多
く
の
支
援
者

が
驚
い
た
。
妻
と
友
達
に
相
談
し
、

決
断
し
た
メ
ロ
ー
ト
市
長
は
「
選
挙

戦
で
は
個
人
的
な
攻
撃
と
不
当
な

非
難
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
市
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
は
一
体
感
、
信

用
感
と
公
共
心
が
必
要
で
す
。
そ
れ

は
も
う
十
分
に
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
環
境
で
は
も
う
働
き
続
け

ら
れ
ま
せ
ん
。」
と
語
っ
た
。
矢
継

ぎ
早
に
次
の
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ

た
。
23
日
に
上
記
の
キ
ー
バ
ー
さ
ん

や
っ
と
新
市
長

決
定
！

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に

お
け
る
市
長
選
挙
パ
ー
ト
２

が
立
候
補
を
表
明
し
、「
バ
ー
ト
・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
は
と
て
も
魅
力

的
で
、
将
来
の
発
展
に
は
様
々
な

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル
で
メ
ロ
ー
ト
市
長
と

友
好
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
第
１
回
目
の
投
票
に
は
立
候
補

し
て
な
か
っ
た
ら
し
い
。
28
日
に
第

２
回
の
投
票
の
立
候
補
者
６
人
が

決
定
に
な
っ
た
が
、
29
日
、
突
然
本

命
の
フ
ェ
フ
ェ
レ
副
市
長
も
立
候
補

を
取
り
や
め
た
。「
私
の
選
挙
運
動

に
つ
い
て
、
様
々
な
不
当
な
陰
謀
の

話
と
歪
曲
が
普
及
さ
れ
て
し
ま
い
、

戦
闘
的
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
例
え
自
分
は
市
長
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
重
荷
を
し
ょ
い
こ
ん

だ
状
況
で
公
務
に
就
く
の
は
難
し

く
、
市
の
発
展
の
た
め
に
も
厳
し
す

ぎ
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
説

明
し
、
立
候
補
を
断
念
し
た
。
メ

　
10
月
31
日
、
新
た
な
拠
点
・
暮

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
直

入
「
ゆ
の
は
な
」
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
直
入
公
民

館
に
市
民
約
60
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
が
そ
の
気
に
な
る
こ
と

　
基
調
講
演
で
は
「
地
域
で
共

に
生
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
中

津
市
の
吉
田
日
出
子
氏
が
平
成

２
年
か
ら
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
「
沖
代
す
ず
め
」
や
「
沖
代

ど
ん
ぐ
り
サ
ー
ビ
ス
」（
住
民
型

有
償
サ
ー
ビ
ス
）・
寄
合
所
「
す

ず
め
の
家
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
地
域
の
拠
点
は
交
流
・

活
動
・
相
談
・
ケ
ア
の
場
で
あ

り
、
困
っ
た
こ
と
を
言
え
る
場
で

あ
る
べ
き
で
、
活
動
は
住
民
が
そ

の
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
継
続
で

き
な
い
な
ど
、
熱
い
思
い
と
豊
富

な
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
態
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
次
い
で
、
直
入
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
に
実
施
し
た
「
生
活
課

題
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
行
政
側
か
ら
は
「
家
の
周
囲
の

環
境
整
備
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

市
民
向
け
公
開
セ
ミ
ナ
ー

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

今
何
が
必
要
か
？

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

あ
な
た
が
開
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
扉

に
驚
い
た
、
今
後
の
良
い
資
料
と

し
た
い
」。
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
久
住
・「
り
ん
ど
う
」

や
直
入
・「
ゆ
の
は
な
」
の
代
表

か
ら
は
取
り
組
み
の
動
機
と
組

織
や
活
動
の
実
態
、
課
題
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
民
間

事
業
者
か
ら
は
「
ゆ
の
は
な
」
の

存
在
意
義
、
連
携
の
大
切
さ
、
ま

た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
「
セ
ミ
ナ
ー
や
実
態
調
査
に

参
加
し
、
自
分
た
ち
の
役
割
を
見

直
す
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

必
要
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
様
々

な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
利
用
し
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
を
」「
入
院
し
て

い
る
人
が
地
域
に
戻
れ
る
よ
う

に
」「
行
政
や
住
民
の
期
待
が
大

き
い
が
利
用
会
員
の
発
掘
や
活

動
会
員
の
確
保
を
」「
市
は
今
後

の
継
続
維
持
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
」「
地
区
社
協
と
の
連
携
」「
活

動
会
員
の
意
識
の
統
一
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
参
加

者
か
ら
は
「
地
元
の
人
が
支
え
合

う
の
は
生
活
環
境
全
体
で
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
、
事
業
終
了
後

に
活
動
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
先

を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
必
要

だ
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
国
の
社
会
保
障
制

度
改
革
の
動
き
や
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

は
市
町
村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
職

の
み
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
は
益
々
必
要
に
な
っ
て
く

る
中
、
高
齢
者
自
ら
が
参
加
し
て

支
え
合
う
時
代
が
来
て
い
る
。
課

題
も
多
い
が
市
に
も
検
討
し
て

も
ら
い
、
介
護
状
態
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
し

た
い
。
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
直
入

で
活
動
す
る
為
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ま
と
め

が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ト
氏
と
フ
ェ
フ
ェ
レ
氏
の
支
持

者
両
側
か
ら
様
々
な
批
判
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　
状
況
が
複
雑
だ
が
、
そ
れ
を
解

決
で
き
る
方
が
キ
ー
バ
ー
氏
で
あ
る

と
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
民

が
信
じ
、
他
の
立
候
補
者
よ
り
大
差

で
、
11
月
10
日
に
次
の
市
長
と
し

て
、
お
よ
そ
90
％
の
支
持
率
で
選
ば

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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姉妹都市
ドイツバート・
クロツィンゲンコーナー

♯47 「地方都市のあり方と竹田市」
国土交通省　近畿地方整備局　紀南河川国道事務所

（東京大学大学院 景観研究室　2013修了）
山下　尚志　YAMASHITA HISASHI

↑次のバート・クロツィンゲン市長：
キーバー・フォルカー氏

↑市民向け公開セミナー

　
地
方
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
大
学
入
学
と
と
も
に
初
め
て
故
郷
を
離
れ
東
京

に
出
ま
し
た
。
新
天
地
の
新
し
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
変
化
し
成
長
す
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
た
自
分
は
、
変
わ
ら
ず
に
待
っ
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
の
家
族
や
故
郷
に
対

し
て
、
精
神
的
な
溝
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
他
に
も
多
く
の
若
者
が
故
郷
と
都
会
の
対
比
に
頭
を
悩
ま
せ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
実
際
、長
い
間
、な
に
か
面
白
い
こ
と
は
都
会
に
転
が
っ
て
い
て
、

地
方
都
市
は
た
い
く
つ
な
場
所
に
思
え
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
地
方
都
市
の
あ
り
方
は
、
自
分
の
主
要
な
関
心
事

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
在
学
中
の
研
究
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
竹
田
の
調
査
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
地
方
都
市
の
今
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
し

た
。

　
最
初
に
竹
田
を
訪
れ
た
と
き
、
竹
田
を
流
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
と
、

人
に
も
町
に
も
共
通
す
る
暖
か
い
雰
囲
気
が
、
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
何
度
か

竹
田
を
訪
れ
な
が
ら
、
調
査
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
竹
田
の
こ
と
を
少
し
ず
つ

知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
竹
楽
の
時
期
に
竹
田
を
訪
れ
た
際
に
、
竹
田
の
大
き

な
魅
力
に
気
付
き
、
自
分
が
昔
か
ら
抱
い
て
い
た
も
や
も
や
し
た
悩
み
が
ぱ
っ
と
晴
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
実
は
最
近
始
ま
っ
た
と
い
う
竹
の
灯
篭
が
城
下
町
を
幻
想

的
に
照
ら
す
こ
の
祭
り
や
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
災
害
復
旧
の
募
金
を
集
め
る
取

り
組
み
、
新
た
な
芸
術
を
志
向
す
る
人
々
、
そ
う
し
た
新
し
い
う
ね
り
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。
竹
田
と
い
う
舞
台
を
囲
み
、
若
者
も
年
長
者
も
、
昔
か
ら
い

る
人
も
新
し
く
来
た
人
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
で
、こ
の
土
地
を
想
い
、汗
を
流
し
、

戦
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
分
が
抱
い
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
面
白
く
、
生
き
生
き
と
し

た
姿
で
し
た
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
、
こ
の
土
地
に
堆
積
し
た
も
の
を
大
切
に
し
な
が
ら
常
に

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
竹
田
の
あ
り
方
を
、
と
て
も
羨
ま
し
く
思
う
と
と
も
に
、
心
に

刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
の
糧
と
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
で
、
非
常
に

激
し
い
市
長
選
挙
戦
が
11
月
10
日

に
終
了
し
た
。
最
終
的
に
キ
ー

バ
ー
・
フ
ォ
ル
カ
ー
氏
が
89
・
５
％

を
確
保
し
、
１
月
20
日
か
ら
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
長
と
し
て

着
任
す
る
。
キ
ー
バ
ー
氏
は
無
所
属

で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

か
ら
25
㎞
離
れ
た
「
ゴ
ッ
テ
ン
ハ
イ

ム
町
」
の
現
職
町
長
だ
。
11
月
10
日

に
当
選
と
い
う
大
き
な
成
果
を
収

め
た
が
、
10
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第

１
回
目
の
投
票
で
は
ま
だ
投
票
用

紙
に
彼
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
11

月
の
竹
田
市
広
報
紙
に
選
挙
前
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
と

き
は
５
名
の
立
候
補
者
が
い
て
、
10

月
20
日
に
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
本
命
と
言
わ
れ
て

い
る
メ
ロ
ー
ト
現
職
市
長
と
フ
ェ

フ
ェ
レ
副
市
長
が
第
１
日
目
の
投
票

で
43
％
と
47
％
の
票
を
確
保
で
き

た
が
、
バ
ー
デ
ン･

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
の
市
長
選
挙
法
は
、
立
候
補

の
誰
か
が
過
半
数
を
得
票
し
な
い

限
り
、
第
２
回
目
の
投
票
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
11

月
10
日
に
第
２
回
目
の
投
票
が
予

定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
43
％
の
支
持
率
を
得
た

メ
ロ
ー
ト
市
長
が
10
月
22
日
に
立

候
補
を
取
り
や
め
、
次
の
投
票
に
出

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
多
く
の
支
援
者

が
驚
い
た
。
妻
と
友
達
に
相
談
し
、

決
断
し
た
メ
ロ
ー
ト
市
長
は
「
選
挙

戦
で
は
個
人
的
な
攻
撃
と
不
当
な

非
難
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
市
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
は
一
体
感
、
信

用
感
と
公
共
心
が
必
要
で
す
。
そ
れ

は
も
う
十
分
に
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
環
境
で
は
も
う
働
き
続
け

ら
れ
ま
せ
ん
。」
と
語
っ
た
。
矢
継

ぎ
早
に
次
の
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ

た
。
23
日
に
上
記
の
キ
ー
バ
ー
さ
ん

や
っ
と
新
市
長

決
定
！

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に

お
け
る
市
長
選
挙
パ
ー
ト
２

が
立
候
補
を
表
明
し
、「
バ
ー
ト
・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
は
と
て
も
魅
力

的
で
、
将
来
の
発
展
に
は
様
々
な

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル
で
メ
ロ
ー
ト
市
長
と

友
好
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
第
１
回
目
の
投
票
に
は
立
候
補

し
て
な
か
っ
た
ら
し
い
。
28
日
に
第

２
回
の
投
票
の
立
候
補
者
６
人
が

決
定
に
な
っ
た
が
、
29
日
、
突
然
本

命
の
フ
ェ
フ
ェ
レ
副
市
長
も
立
候
補

を
取
り
や
め
た
。「
私
の
選
挙
運
動

に
つ
い
て
、
様
々
な
不
当
な
陰
謀
の

話
と
歪
曲
が
普
及
さ
れ
て
し
ま
い
、

戦
闘
的
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
例
え
自
分
は
市
長
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
重
荷
を
し
ょ
い
こ
ん

だ
状
況
で
公
務
に
就
く
の
は
難
し

く
、
市
の
発
展
の
た
め
に
も
厳
し
す

ぎ
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
説

明
し
、
立
候
補
を
断
念
し
た
。
メ

　
10
月
31
日
、
新
た
な
拠
点
・
暮

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
直

入
「
ゆ
の
は
な
」
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
直
入
公
民

館
に
市
民
約
60
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
が
そ
の
気
に
な
る
こ
と

　
基
調
講
演
で
は
「
地
域
で
共

に
生
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
中

津
市
の
吉
田
日
出
子
氏
が
平
成

２
年
か
ら
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
「
沖
代
す
ず
め
」
や
「
沖
代

ど
ん
ぐ
り
サ
ー
ビ
ス
」（
住
民
型

有
償
サ
ー
ビ
ス
）・
寄
合
所
「
す

ず
め
の
家
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
地
域
の
拠
点
は
交
流
・

活
動
・
相
談
・
ケ
ア
の
場
で
あ

り
、
困
っ
た
こ
と
を
言
え
る
場
で

あ
る
べ
き
で
、
活
動
は
住
民
が
そ

の
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
継
続
で

き
な
い
な
ど
、
熱
い
思
い
と
豊
富

な
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
態
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
次
い
で
、
直
入
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
に
実
施
し
た
「
生
活
課

題
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
行
政
側
か
ら
は
「
家
の
周
囲
の

環
境
整
備
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

市
民
向
け
公
開
セ
ミ
ナ
ー

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

今
何
が
必
要
か
？

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

あ
な
た
が
開
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
扉

に
驚
い
た
、
今
後
の
良
い
資
料
と

し
た
い
」。
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
久
住
・「
り
ん
ど
う
」

や
直
入
・「
ゆ
の
は
な
」
の
代
表

か
ら
は
取
り
組
み
の
動
機
と
組

織
や
活
動
の
実
態
、
課
題
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
民
間

事
業
者
か
ら
は
「
ゆ
の
は
な
」
の

存
在
意
義
、
連
携
の
大
切
さ
、
ま

た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
「
セ
ミ
ナ
ー
や
実
態
調
査
に

参
加
し
、
自
分
た
ち
の
役
割
を
見

直
す
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

必
要
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
様
々

な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
利
用
し
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
を
」「
入
院
し
て

い
る
人
が
地
域
に
戻
れ
る
よ
う

に
」「
行
政
や
住
民
の
期
待
が
大

き
い
が
利
用
会
員
の
発
掘
や
活

動
会
員
の
確
保
を
」「
市
は
今
後

の
継
続
維
持
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
」「
地
区
社
協
と
の
連
携
」「
活

動
会
員
の
意
識
の
統
一
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
参
加

者
か
ら
は
「
地
元
の
人
が
支
え
合

う
の
は
生
活
環
境
全
体
で
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
、
事
業
終
了
後

に
活
動
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
先

を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
必
要

だ
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
国
の
社
会
保
障
制

度
改
革
の
動
き
や
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

は
市
町
村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
職

の
み
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
は
益
々
必
要
に
な
っ
て
く

る
中
、
高
齢
者
自
ら
が
参
加
し
て

支
え
合
う
時
代
が
来
て
い
る
。
課

題
も
多
い
が
市
に
も
検
討
し
て

も
ら
い
、
介
護
状
態
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
し

た
い
。
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
直
入

で
活
動
す
る
為
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ま
と
め

が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ト
氏
と
フ
ェ
フ
ェ
レ
氏
の
支
持

者
両
側
か
ら
様
々
な
批
判
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　
状
況
が
複
雑
だ
が
、
そ
れ
を
解

決
で
き
る
方
が
キ
ー
バ
ー
氏
で
あ
る

と
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
民

が
信
じ
、
他
の
立
候
補
者
よ
り
大
差

で
、
11
月
10
日
に
次
の
市
長
と
し

て
、
お
よ
そ
90
％
の
支
持
率
で
選
ば

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書
の

おすすめ

　「
万
葉
の
紫
の
野
を
翔
け
る
鳥
、

あ
れ
は
確
か
に
私
た
ち…
」
で
始
ま

る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
竹
田
中
校

歌
。
三
番
に
は
、「
恋
す
る
よ
う
に

生
き
た
い
と
願
う
」
と
、
中
学
生
の

と
き
め
く
よ
う
な
活
き
活
き
と
し

た
毎
日
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

校
歌
も
歌
い
始
め
て
、
つ
ま
り
、
統

合
し
新
生
「
竹
田
中
」
と
な
り
早
11

年
目
。
広
い
校
区
か
ら
、
全
校
生
徒

１
３
４
名
が
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
に

通
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
教
育
目
標
は
、「
基
本
的

生
活
習
慣
を
確
立
し
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
心
を
も
つ
生
徒
の
育

成
」、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
磨
こ
う
私

の
心
、
つ
な
げ
よ
う
み
ん
な
の
心
」

で
す
。

　
ま
ず
、
心
を
磨
き
、
つ
な
げ
る
た

め
、ま
た
、

心
と
体
を

鍛
え
る
た

め
に
、①
朝

の「
挨
拶
運

動
」。
全
校 

生
徒
が
毎

日
交
代
で

行
っ
て
い
ま
す
。②「
み
ん
な
で
歩
こ

う
ぜ
！
運
動
」
は
、
最
低
で
も
１
㎞

は
自
力
登
下
校
を
す
る
、
４
コ
ー
ス

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
城
原･

宮
城･

岡

本･

明
治
）
の
生
徒
も
、
学
校
の
手

前
１
㎞
弱
地
点
で
バ
ス
を
降
り
、
み

ん
な
で
歩
い
て
い
ま
す
。③
毎
日
の

「
自
問
清
掃
」
は
、
た
だ
単
に
無
言

で
清
掃
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
づ
い

て
動
き
、
感
謝
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。④「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

活
動
」
で
は
、
希
望
者
を
募
っ
て
豊

後
竹
田
駅
等
に
清
掃
活
動
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
に
行
き
、
よ
り
魅
力
的
な

町
づ
く
り
へ
の
自
主
参
加
を
し
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
で

す
。①「
朝
読
書
・
朝
学
習
」。
１
、

２
年
生
は
、
年
間
50
冊
を
目
標
に
読

書
、
３
年
生
は
新
聞
コ
ラ
ム
の
読
解

を
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

た
り
、
主
題
を
み
つ
け
感
想
を
ま
と

め
た
り
し
ま
す
。
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
読
解
力
や
表
現
力
・
感
性

が
ぐ
っ
と
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。②

「
協
調
学
習
」
の
研
究
と
実
践
。
全

教
員
が
年
に
最
低
１
回
は
、
協
調
学

習
に
よ
る
公
開
授
業
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
言
葉
で
な
ん
と
か

相
手
に
説
明
し
よ
う
と
考
え
、
伝
え

合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

③
生
徒
会
学
習
委
員
会
が
決
め
た

授
業
規
律
、
教
師
の
授
業
ス
タ
イ
ル

（
約
束
事
）
の
徹
底
も
生
徒
の
学
力

向
上
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
活
動
で
は
、
生
徒
の
主
体

的
な
活
動
が
、
ど
の
委
員
会
で
も
み

ら
れ
ま
す
。
生
徒
総
会
の
討
論
で

も
、
よ
り
よ
い
学
校
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
地
域
の
方
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

学
校
教
育
へ
の
関
心
も
高
く
、
と
て

も
協
力
的
で
す
。
あ
い
さ
つ
や
草
刈

り
作
業
だ
け
で
な
く
、
本
年
度
か
ら

は
、「
お
や
じ
の
会
」
を
発
足
し
、

父
親
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
作
業
を
し
て
く
れ
た
り
親
睦
を

深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

環
境
の
中
で
、
教
育
活
動
が
で
き
る

こ
と
に
日
々
感
謝
し
、
学
力
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
よ
り
心
も
体
も
逞
し
く

心
優
し
い
生
徒
の
育
成
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
渡
邊
早
苗
）

　
教
育
視
察
を
す
る
た
め
に
来
日

し
て
い
る
「
台
湾
中
学
校
理
科
学

習
指
導
グ
ル
ー
プ
教
育
訪
問
団

（
リ
ン
・
チ
ェ
ン
ユ
ー
サ
ン
団
長
・

理
科
教
諭
を
中
心
と
し
た
24
名
）」

が
10
月
31
日
、
大
分
県
内
で
『
協

調
学
習
』
を
先
進
的
に
実
践
し
て

い
る
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
視
察
会
場
の
竹
田
中
学
校

（
野
中
睦
生
校
長
・
１
３
４
名
）

で
は
、
１
年
生
の
理
科
の
授
業

（
堀
公
彦
教
諭
）
で
「
知
識
構
成

型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
た
協
調
学

習
授
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
の
内
容
は
「
状
態
変
化
に

つ
い
て
」。
物
質
が
粒
子
で
で
き

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
物
質
の
状

態
変
化
に
よ
る
体
積
や
質
量
の
変

化
を
粒
子
概
念
に
説
明
す
る
こ
と

が
授
業
の
目
的
で
す
。課
題
は「
机

に
こ
ぼ
し
た
水
は
、
ど
う
し
て
自

然
に
無
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
図
に
表
し
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
生
徒
は
各
班
に
分
か
れ
３
つ
の

異
な
る
実
験
を
行
っ
た
あ
と
、
異

な
る
実
験
を
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
て
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
各
自
の
持
ち
よ
っ
た
イ
メ
ー

ジ
図
を
互
い
に
説
明
し
合
い
、
課

題
の
答
え
を
導
き
出
し
て
い
き
ま

す
。
非
常
に
難
し
い
課
題
で
し
た

が
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
発
言

す
る
こ
と
で
学
ぶ
授
業
に
、
生
徒

全
員
は
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
訪
問
団
の
教
諭
の
み
な
さ
ん
は

授
業
を
参
観
し
、
終
了
後
に
開
か

れ
た
意
見
交
換
会
で
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
は
平
成
22

年
度
よ
り
東
京
大
学
を
中
心
と
す

る
大
学
発
教
育
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
推
進
機
構
（
Ｃ
ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
）

と
協
力
し
、
全
国
19
の
市
町
（
平

成
23
年
度
）
と
共
に
「
新
し
い
学

び
」
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
「
自
分
の
考
え
を
持

ち
、
友
だ
ち
と
意
見
交
換
し
、
相

手
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
協
力

し
て
課
題
を
解
決
で
き
る
子
ど

も
」
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

↑伝統のミュージックフェスタ♪

↑マナーアップ運動

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
中
学
校

12

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

5
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19
26
2

4
11
18
25

7
14
21
28
4

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

12　月

6
13
20
27
3

1
8
15
22
29

新刊のご案内
【一般の本】
・黒書院の六兵衛　上（日本経済新聞出版社） 浅田　次郎
・黒書院の六兵衛　下（日本経済新聞出版社） 浅田　次郎
・蛇行する月（双葉社） 桜木　紫乃
・流星ひとつ（新潮社） 沢木耕太郎
・ささみみさめ（筑摩書房） 長野まゆみ
・終物語　上（講談社） 西尾　維新
・窓際ドクター（研修医純情物語）（幻冬舎） 川淵　圭一
・里山資本主義（角川書店） 藻谷　浩介

【子どもの本】
・ゆうれい猫ふくこさん（岩崎書店） 廣島　玲子
・洞窟のサバイバル（かがくる BOOK）（朝日新聞出版） 洪　　在徹
・うずらちゃんのたからもの（福音館書店） きもとももこ
・どこにいるかな？（アリス館） 松橋　利光
・星の声に、耳をすませて（講談社） 林　　完次
 他 90 冊ほど入りました。

大人の本 子どもの本

「ない世界」

新
図
書
館
情
報

（江口　宏志／木楽舎）

　12ヶ月、12の「自分なくし」の物語。「な
い」から生まれる新しい世界へ。表参道の
ブックショップ「UTRECT」代表の著者がー
何かあることで何かを失っているーことに
気づき、ー何かをなくせば何かを得ること
ができるーと自分で実際に確かめてみた考
えと行動の記録。面白い一冊です。

「ルルとララの
　クリスマス」

（あんびる　やすこ／岩崎書店）

　おなじみルルとララのシリーズ最新刊で
す。まちにクリスマスの音楽が流れはじめ
るとみんなまるでまほうにかかったように
ワクワクしはじめます。心がポッとあたた
まるクリスマスストーリーはいかがです
か！

【ブックスタート】12 ／ 11 ㈬ 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
【おはなしルーム】12 ／ 12 ㈭ 14:00 ～（南部幼稚園）・12 ／ 18 ㈬ 13:20 ～（竹田幼稚園えほんのへや）
【おはなしのへや】毎週火曜日 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）

誕
生
お
め
で
と
う
10
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

1
1

↑参観する台湾教育訪問団（竹田中学校）

「
台
湾
教
育
訪
問
団
」が

竹
田
の
協
調
学
習
を
視
察

今月の
読み聞かせ

新竹田市立図書館建設に向けた議論がいよいよスタート！
　11月６日、「城下町再生プロジェクト図書館部会」第１回会議が行われ、新
図書館建設にいたる経緯や今後の日程等を説明し、その後意見交換を行いまし
た。各委員から新図書館への期待や機能について多くの意見が出されました。
　今後、来年の３月までの間、議論を重ね基本構想を
策定する予定です。なお、これからは、多くの市民の
皆さまにもこの議論に参加していただくため、内容を
公開して、意見募集及び懇談会を開催します。

日　時　12月22日㈰　13:00～15:00
場　所　竹田市総合社会福祉センター大ホール
※サンタさんからのプレゼントもあるよ！
　お楽しみに！
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。
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。
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き
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体
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に
、①
朝
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拶
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日
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で
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す
。②「
み
ん
な
で
歩
こ

う
ぜ
！
運
動
」
は
、
最
低
で
も
１
㎞

は
自
力
登
下
校
を
す
る
、
４
コ
ー
ス

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
城
原･

宮
城･

岡

本･

明
治
）
の
生
徒
も
、
学
校
の
手

前
１
㎞
弱
地
点
で
バ
ス
を
降
り
、
み

ん
な
で
歩
い
て
い
ま
す
。③
毎
日
の

「
自
問
清
掃
」
は
、
た
だ
単
に
無
言

で
清
掃
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
づ
い

て
動
き
、
感
謝
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。④「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

活
動
」
で
は
、
希
望
者
を
募
っ
て
豊

後
竹
田
駅
等
に
清
掃
活
動
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
に
行
き
、
よ
り
魅
力
的
な

町
づ
く
り
へ
の
自
主
参
加
を
し
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
で

す
。①「
朝
読
書
・
朝
学
習
」。
１
、

２
年
生
は
、
年
間
50
冊
を
目
標
に
読

書
、
３
年
生
は
新
聞
コ
ラ
ム
の
読
解

を
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

た
り
、
主
題
を
み
つ
け
感
想
を
ま
と

め
た
り
し
ま
す
。
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
読
解
力
や
表
現
力
・
感
性

が
ぐ
っ
と
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。②

「
協
調
学
習
」
の
研
究
と
実
践
。
全

教
員
が
年
に
最
低
１
回
は
、
協
調
学

習
に
よ
る
公
開
授
業
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
言
葉
で
な
ん
と
か

相
手
に
説
明
し
よ
う
と
考
え
、
伝
え

合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

③
生
徒
会
学
習
委
員
会
が
決
め
た

授
業
規
律
、
教
師
の
授
業
ス
タ
イ
ル

（
約
束
事
）
の
徹
底
も
生
徒
の
学
力

向
上
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
活
動
で
は
、
生
徒
の
主
体

的
な
活
動
が
、
ど
の
委
員
会
で
も
み

ら
れ
ま
す
。
生
徒
総
会
の
討
論
で

も
、
よ
り
よ
い
学
校
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
地
域
の
方
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

学
校
教
育
へ
の
関
心
も
高
く
、
と
て

も
協
力
的
で
す
。
あ
い
さ
つ
や
草
刈

り
作
業
だ
け
で
な
く
、
本
年
度
か
ら

は
、「
お
や
じ
の
会
」
を
発
足
し
、

父
親
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
作
業
を
し
て
く
れ
た
り
親
睦
を

深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

環
境
の
中
で
、
教
育
活
動
が
で
き
る

こ
と
に
日
々
感
謝
し
、
学
力
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
よ
り
心
も
体
も
逞
し
く

心
優
し
い
生
徒
の
育
成
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
渡
邊
早
苗
）

　
教
育
視
察
を
す
る
た
め
に
来
日

し
て
い
る
「
台
湾
中
学
校
理
科
学

習
指
導
グ
ル
ー
プ
教
育
訪
問
団

（
リ
ン
・
チ
ェ
ン
ユ
ー
サ
ン
団
長
・

理
科
教
諭
を
中
心
と
し
た
24
名
）」

が
10
月
31
日
、
大
分
県
内
で
『
協

調
学
習
』
を
先
進
的
に
実
践
し
て

い
る
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
視
察
会
場
の
竹
田
中
学
校

（
野
中
睦
生
校
長
・
１
３
４
名
）

で
は
、
１
年
生
の
理
科
の
授
業

（
堀
公
彦
教
諭
）
で
「
知
識
構
成

型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
た
協
調
学

習
授
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
の
内
容
は
「
状
態
変
化
に

つ
い
て
」。
物
質
が
粒
子
で
で
き

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
物
質
の
状

態
変
化
に
よ
る
体
積
や
質
量
の
変

化
を
粒
子
概
念
に
説
明
す
る
こ
と

が
授
業
の
目
的
で
す
。課
題
は「
机

に
こ
ぼ
し
た
水
は
、
ど
う
し
て
自

然
に
無
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
図
に
表
し
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
生
徒
は
各
班
に
分
か
れ
３
つ
の

異
な
る
実
験
を
行
っ
た
あ
と
、
異

な
る
実
験
を
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
て
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
各
自
の
持
ち
よ
っ
た
イ
メ
ー

ジ
図
を
互
い
に
説
明
し
合
い
、
課

題
の
答
え
を
導
き
出
し
て
い
き
ま

す
。
非
常
に
難
し
い
課
題
で
し
た

が
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
発
言

す
る
こ
と
で
学
ぶ
授
業
に
、
生
徒

全
員
は
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
訪
問
団
の
教
諭
の
み
な
さ
ん
は

授
業
を
参
観
し
、
終
了
後
に
開
か

れ
た
意
見
交
換
会
で
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
は
平
成
22

年
度
よ
り
東
京
大
学
を
中
心
と
す

る
大
学
発
教
育
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
推
進
機
構
（
Ｃ
ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
）

と
協
力
し
、
全
国
19
の
市
町
（
平

成
23
年
度
）
と
共
に
「
新
し
い
学

び
」
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
「
自
分
の
考
え
を
持

ち
、
友
だ
ち
と
意
見
交
換
し
、
相

手
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
協
力

し
て
課
題
を
解
決
で
き
る
子
ど

も
」
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

↑伝統のミュージックフェスタ♪

↑マナーアップ運動

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
中
学
校

12

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。
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■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

12　月

6
13
20
27
3

1
8
15
22
29

新刊のご案内
【一般の本】
・黒書院の六兵衛　上（日本経済新聞出版社） 浅田　次郎
・黒書院の六兵衛　下（日本経済新聞出版社） 浅田　次郎
・蛇行する月（双葉社） 桜木　紫乃
・流星ひとつ（新潮社） 沢木耕太郎
・ささみみさめ（筑摩書房） 長野まゆみ
・終物語　上（講談社） 西尾　維新
・窓際ドクター（研修医純情物語）（幻冬舎） 川淵　圭一
・里山資本主義（角川書店） 藻谷　浩介

【子どもの本】
・ゆうれい猫ふくこさん（岩崎書店） 廣島　玲子
・洞窟のサバイバル（かがくる BOOK）（朝日新聞出版） 洪　　在徹
・うずらちゃんのたからもの（福音館書店） きもとももこ
・どこにいるかな？（アリス館） 松橋　利光
・星の声に、耳をすませて（講談社） 林　　完次
 他 90 冊ほど入りました。

大人の本 子どもの本

「ない世界」

新
図
書
館
情
報

（江口　宏志／木楽舎）

　12ヶ月、12の「自分なくし」の物語。「な
い」から生まれる新しい世界へ。表参道の
ブックショップ「UTRECT」代表の著者がー
何かあることで何かを失っているーことに
気づき、ー何かをなくせば何かを得ること
ができるーと自分で実際に確かめてみた考
えと行動の記録。面白い一冊です。

「ルルとララの
　クリスマス」

（あんびる　やすこ／岩崎書店）

　おなじみルルとララのシリーズ最新刊で
す。まちにクリスマスの音楽が流れはじめ
るとみんなまるでまほうにかかったように
ワクワクしはじめます。心がポッとあたた
まるクリスマスストーリーはいかがです
か！

【ブックスタート】12 ／ 11 ㈬ 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
【おはなしルーム】12 ／ 12 ㈭ 14:00 ～（南部幼稚園）・12 ／ 18 ㈬ 13:20 ～（竹田幼稚園えほんのへや）
【おはなしのへや】毎週火曜日 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）

誕
生
お
め
で
と
う
10
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

1
1

↑参観する台湾教育訪問団（竹田中学校）

「
台
湾
教
育
訪
問
団
」が

竹
田
の
協
調
学
習
を
視
察

今月の
読み聞かせ

新竹田市立図書館建設に向けた議論がいよいよスタート！
　11月６日、「城下町再生プロジェクト図書館部会」第１回会議が行われ、新
図書館建設にいたる経緯や今後の日程等を説明し、その後意見交換を行いまし
た。各委員から新図書館への期待や機能について多くの意見が出されました。
　今後、来年の３月までの間、議論を重ね基本構想を
策定する予定です。なお、これからは、多くの市民の
皆さまにもこの議論に参加していただくため、内容を
公開して、意見募集及び懇談会を開催します。

日　時　12月22日㈰　13:00～15:00
場　所　竹田市総合社会福祉センター大ホール
※サンタさんからのプレゼントもあるよ！
　お楽しみに！

2013年12月発行25
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㈱大阪クリップ製作所  大分工場  荻町へ進出

　
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
ご
ろ
は
、

荻
町
で
も
農
業
だ
け
の
生
活
で
は

困
る
の
で
、
若
い
人
達
は
収
入
を
求

め
て
町
外
へ
と
。
丁
度
そ
の
時
、
当

町
の
出
身
者
が
帰
郷
の
際
、
工
場
進

出
の
話
を
聞
き
、
早
速
そ
の
旨
を
当

時
、
荻
町
長
（
菅
勝
比
古
氏
）、
三

役
、
有
志
な
ど
に
相
談
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年
10
月
３
日
、
大
阪
ク
リ
ッ

プ
佐
々
木
社
長
、
ほ
か
数
人
の
方
々

が
荻
町
に
来
ら
れ
話
し
合
い
、
荻
町

も
町
長
と
有
志
２
、
３
名
の
方
が

（
昭
和
47
年
10
月
18
日
）
奈
良
県
生

駒
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
が
帰
り
次
第
、
そ
の
内
容

を
議
会
に
報
告
し
て
了
解
を
得
ま

し
た
。

　
荻
町
で
の
工
場
誘
致
が
決
ま
り
、

直
ち
に
用
地
の
確
保
の
為
、
土
地
所

有
者
へ
交
渉
の
話
し
合
い
で
快
く

協
力
を
頂
き
（
47
年
11
月
６
日
）
に

起
工
式
、（
47
年
11
月
24
日
）
採
用

さ
れ
た
社
員
６
名
が
、
本
社
へ
研
修

の
為
荻
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　（
48
年
２
月
６
日
）
大
分
工
場
の

新
築
が
始
ま
り
、（
48
年
４
月
８
日
）

大
分
工
場
の
起
工
式
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
長
は
佐
藤
茂
氏
と
な
り
社

員
は
（
定
員
）
50
名
で
す
。

（
工
藤
重
光
）

◆個人住民税均等割税率の改正（平成26年度から平成35年度までの臨時的な措置）
　東日本大震災からの復興を図ることを目的として、東日本大震災復
興基本法に定める基本理念に基づき実施する施策のうち、全国的にか
つ、緊急に地方公共団体が実施する防災のための施策に要する費用の
財源を確保するため、臨時の措置として個人住民税の均等割の標準税
率について、特例が定められました。
　市としては、市民の安心・安全なまちづくりを進めるための、財源
の確保も求められますので、この特例法の趣旨を踏まえ、26年度から35年度までの間、個人市民税の均等割の税率を500円
加算します。なお、個人県民税についても同期間500円加算します。

◆給与所得控除の改正（給与所得控除の上限設定）
　その年中の給与等の収入金額が1,500万円を超える
場合の給与所得控除額について、245万円の上限が設
けられました。
◎適用について
　所得税…平成25年分より
　個人住民税…平成26年度より

◆公的年金所得者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合
の個人住民税の申告手続きの簡素化

　公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった方が、寡婦（寡夫）
控除を受けようとする場合の個人住民税の申告書の提出を不要とする
こととされました。
　ただし、年金保険者に提出する扶養控除申告書に「寡婦（寡夫）」
の記載を忘れたり、扶養控除申告書を提出しなかった方は、「寡婦（寡
夫）」の控除が適用されません。控除の適用にあたっては、確定申告
書または個人住民税の申告が必要となります。

●お問い合せ　竹田市税務課　課税係　☎63-1111（内線126・127）

均等割
市民税
県民税
合　計

改正前
3,000円
1,500円
4,500円

改正後
3,500円
2,000円
5,500円

給与収入金額
給与所得控除額

～162.5万円
65万円

500万円
154万円

1,000万円
220万円

1,500万円
245万円

2,000万円
270万円

2,500万円
295万円

3,000万円
320万円

給与収入金額
給与所得控除額

～162.5万円
65万円

500万円
154万円

1,000万円
220万円

1,500万円
245万円

2,000万円
245万円

2,500万円
245万円

3,000万円
245万円

（参考）改正前の給与所得控除額の例

（参考）改正後の給与所得控除額の例

↑佐々木社長（左）菅荻町長（右）
　1972年 昭和47.10.18 奈良県生駒工場にて

↑1972年 昭和47.10.３ 上荻岳より荻町を望む

↑「おいしいものには、みんな笑顔に
なります」と河野叔子さん

↑九州アルプス商工会青年部・直入支部のみなさん

↑宮城分館を愛する地区のみなさん

個人住民税に係る主な税制改正についてお知らせします

※県民税均等割額には、「森林環境税（500円）」が含まれます。

※詳しくは、国税庁のホームページ（所得税の改正のあらまし）をご覧ください。

年末調整や確定申告の注意点について
　年齢16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）
に対する扶養控除が廃止されましたが、住民
税を計算する際に、課税・非課税の算定をす
るために必要となりますので、申告の際は必
ず年少扶養親族をご記入ください。
　記入し忘れますと、住民税額の算定に影響
しますので、ご注意ください。

「こんにちは♡プロジェクト」参加メンバー
高木　宏、首藤匡輔、塩手啓介、古荘聡一
足立由紀尋、入江政樹、小代一成、広瀬康文
首藤優作、森本　壮、首藤文作、角田友樹
緒方寿友、真田宗治、小野真吾、森田克樹
岩下拓司、藤井貴之、吉野智博、橋本千恵
股尾隆一、子安史朗　　　　　　（順不同）

　おいしく減塩するための知恵と工夫を競う、県主催「減塩弁当コンクール」が行われ、市
内阿蔵の河野叔子さん（52歳・パン教室講師）の『シニアなおっとーのお弁当』が第３位に
入賞しました。
　内容は１食あたりエネルギー 500 ～ 600キロカロリーで、塩分３グラム未満が条件。今回
は働き盛りのご主人のために野菜たっぷりのヘルシーメニューです。おいしそうに見えるよ
うに色合いに配慮し、煮物にはだしを利かせて煮るなど、うす味を感じさせないような工夫
をしています。
　河野さんは５年前、ＮＨＫ番組「みんなのきょうの料理」に、運動会で喜んで食べてもらお
うと竹田の食材を活かした「フレーフレー弁当」を出品し、見事グランプリを獲得。このこ
とが現在の「パン教室」や「野菜ソムリエ協会認定料理教室」等をはじめるきっかけとなっ
たそうです。
　河野さんが昔から今もずっと変わらないのは「家族のおいしい笑顔が見たい」という思い。
　今後は経験を活かし、「家庭料理の作り方を若いお母さんたちに広めていきたい」と話して
います。

愛する家族のために
河野叔子さんが「減塩弁当コンクール」３位入賞

　市外から訪れたお客様はよく言われます。竹田の学生たちは、見知らぬ
人にも『こんにちは！』と挨拶をして、「実に気持ちがいいですね」と。
しかし、大人たちはどうでしょうか…。
　11月19日、九州アルプス商工会青年部・直入支部（高木宏部長・22名）
は会合を開き、「僕らは直入ですれ違う人には必ずあいさつをします」と
いう運動に取り組むことを決めました。
　題して “こんにちは♡プロジェクト”（仮）！
　地元への感謝を忘れず、貢献をすべく、まずは自分たちの顔を知っても
らい、地元の人の顔を知る。そして、観光に訪れた方々に、旅を心ゆくま
で楽しんでもらいたい。そのきっかけとして、まずは基本であるあいさつ
運動から始めるというもの。
　「地域では人のつながりが大事。まずはあいさつ運動をしっかりやって、
元気を発信したいですね」と話す高木部長。
　また、地元の方へのお願いとして「僕らがうっかりあいさつし忘れてい
たら、ぜひその場でご指摘ください」。
　この日から、元気な声のあいさつが直入町界隈に響いていることでしょ
う。今、地元を愛する若人たちの目の色が変わり始めました̶̶

「こんにちは♡プロジェクト」始動！
商工会青年部・直入支部が「あいさつ+笑顔」運動

　竹田市宮城分館の「分館だより」が第64回大分県広報コンクール・公
立公民館の部において「優良賞」を受賞。10月24日、小林正憲分館長
をはじめとする地域のみなさんが、市本庁舎を訪れ、受賞報告を行いま
した。
　小林分館長は「地域のみなさんの元気な活動が『公民館だより』を通
じて伝わったのだと思う」と、喜びを語ってくれました。

地域の“イキイキ”伝わる
「宮城分館だより」がコンクールで優良賞

・　・

地元のい
い　 出来

事

かわ  の とし  こ
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㈱大阪クリップ製作所  大分工場  荻町へ進出

　
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
ご
ろ
は
、

荻
町
で
も
農
業
だ
け
の
生
活
で
は

困
る
の
で
、
若
い
人
達
は
収
入
を
求

め
て
町
外
へ
と
。
丁
度
そ
の
時
、
当

町
の
出
身
者
が
帰
郷
の
際
、
工
場
進

出
の
話
を
聞
き
、
早
速
そ
の
旨
を
当

時
、
荻
町
長
（
菅
勝
比
古
氏
）、
三

役
、
有
志
な
ど
に
相
談
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年
10
月
３
日
、
大
阪
ク
リ
ッ

プ
佐
々
木
社
長
、
ほ
か
数
人
の
方
々

が
荻
町
に
来
ら
れ
話
し
合
い
、
荻
町

も
町
長
と
有
志
２
、
３
名
の
方
が

（
昭
和
47
年
10
月
18
日
）
奈
良
県
生

駒
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
が
帰
り
次
第
、
そ
の
内
容

を
議
会
に
報
告
し
て
了
解
を
得
ま

し
た
。

　
荻
町
で
の
工
場
誘
致
が
決
ま
り
、

直
ち
に
用
地
の
確
保
の
為
、
土
地
所

有
者
へ
交
渉
の
話
し
合
い
で
快
く

協
力
を
頂
き
（
47
年
11
月
６
日
）
に

起
工
式
、（
47
年
11
月
24
日
）
採
用

さ
れ
た
社
員
６
名
が
、
本
社
へ
研
修

の
為
荻
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　（
48
年
２
月
６
日
）
大
分
工
場
の

新
築
が
始
ま
り
、（
48
年
４
月
８
日
）

大
分
工
場
の
起
工
式
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
長
は
佐
藤
茂
氏
と
な
り
社

員
は
（
定
員
）
50
名
で
す
。

（
工
藤
重
光
）

◆個人住民税均等割税率の改正（平成26年度から平成35年度までの臨時的な措置）
　東日本大震災からの復興を図ることを目的として、東日本大震災復
興基本法に定める基本理念に基づき実施する施策のうち、全国的にか
つ、緊急に地方公共団体が実施する防災のための施策に要する費用の
財源を確保するため、臨時の措置として個人住民税の均等割の標準税
率について、特例が定められました。
　市としては、市民の安心・安全なまちづくりを進めるための、財源
の確保も求められますので、この特例法の趣旨を踏まえ、26年度から35年度までの間、個人市民税の均等割の税率を500円
加算します。なお、個人県民税についても同期間500円加算します。

◆給与所得控除の改正（給与所得控除の上限設定）
　その年中の給与等の収入金額が1,500万円を超える
場合の給与所得控除額について、245万円の上限が設
けられました。
◎適用について
　所得税…平成25年分より
　個人住民税…平成26年度より

◆公的年金所得者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合
の個人住民税の申告手続きの簡素化

　公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった方が、寡婦（寡夫）
控除を受けようとする場合の個人住民税の申告書の提出を不要とする
こととされました。
　ただし、年金保険者に提出する扶養控除申告書に「寡婦（寡夫）」
の記載を忘れたり、扶養控除申告書を提出しなかった方は、「寡婦（寡
夫）」の控除が適用されません。控除の適用にあたっては、確定申告
書または個人住民税の申告が必要となります。

●お問い合せ　竹田市税務課　課税係　☎63-1111（内線126・127）

均等割
市民税
県民税
合　計

改正前
3,000円
1,500円
4,500円

改正後
3,500円
2,000円
5,500円

給与収入金額
給与所得控除額

～162.5万円
65万円

500万円
154万円

1,000万円
220万円

1,500万円
245万円

2,000万円
270万円

2,500万円
295万円

3,000万円
320万円

給与収入金額
給与所得控除額

～162.5万円
65万円

500万円
154万円

1,000万円
220万円

1,500万円
245万円

2,000万円
245万円

2,500万円
245万円

3,000万円
245万円

（参考）改正前の給与所得控除額の例

（参考）改正後の給与所得控除額の例

↑佐々木社長（左）菅荻町長（右）
　1972年 昭和47.10.18 奈良県生駒工場にて

↑1972年 昭和47.10.３ 上荻岳より荻町を望む

↑「おいしいものには、みんな笑顔に
なります」と河野叔子さん

↑九州アルプス商工会青年部・直入支部のみなさん

↑宮城分館を愛する地区のみなさん

個人住民税に係る主な税制改正についてお知らせします

※県民税均等割額には、「森林環境税（500円）」が含まれます。

※詳しくは、国税庁のホームページ（所得税の改正のあらまし）をご覧ください。

年末調整や確定申告の注意点について
　年齢16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）
に対する扶養控除が廃止されましたが、住民
税を計算する際に、課税・非課税の算定をす
るために必要となりますので、申告の際は必
ず年少扶養親族をご記入ください。
　記入し忘れますと、住民税額の算定に影響
しますので、ご注意ください。

「こんにちは♡プロジェクト」参加メンバー
高木　宏、首藤匡輔、塩手啓介、古荘聡一
足立由紀尋、入江政樹、小代一成、広瀬康文
首藤優作、森本　壮、首藤文作、角田友樹
緒方寿友、真田宗治、小野真吾、森田克樹
岩下拓司、藤井貴之、吉野智博、橋本千恵
股尾隆一、子安史朗　　　　　　（順不同）

　おいしく減塩するための知恵と工夫を競う、県主催「減塩弁当コンクール」が行われ、市
内阿蔵の河野叔子さん（52歳・パン教室講師）の『シニアなおっとーのお弁当』が第３位に
入賞しました。
　内容は１食あたりエネルギー 500 ～ 600キロカロリーで、塩分３グラム未満が条件。今回
は働き盛りのご主人のために野菜たっぷりのヘルシーメニューです。おいしそうに見えるよ
うに色合いに配慮し、煮物にはだしを利かせて煮るなど、うす味を感じさせないような工夫
をしています。
　河野さんは５年前、ＮＨＫ番組「みんなのきょうの料理」に、運動会で喜んで食べてもらお
うと竹田の食材を活かした「フレーフレー弁当」を出品し、見事グランプリを獲得。このこ
とが現在の「パン教室」や「野菜ソムリエ協会認定料理教室」等をはじめるきっかけとなっ
たそうです。
　河野さんが昔から今もずっと変わらないのは「家族のおいしい笑顔が見たい」という思い。
　今後は経験を活かし、「家庭料理の作り方を若いお母さんたちに広めていきたい」と話して
います。

愛する家族のために
河野叔子さんが「減塩弁当コンクール」３位入賞

　市外から訪れたお客様はよく言われます。竹田の学生たちは、見知らぬ
人にも『こんにちは！』と挨拶をして、「実に気持ちがいいですね」と。
しかし、大人たちはどうでしょうか…。
　11月19日、九州アルプス商工会青年部・直入支部（高木宏部長・22名）
は会合を開き、「僕らは直入ですれ違う人には必ずあいさつをします」と
いう運動に取り組むことを決めました。
　題して “こんにちは♡プロジェクト”（仮）！
　地元への感謝を忘れず、貢献をすべく、まずは自分たちの顔を知っても
らい、地元の人の顔を知る。そして、観光に訪れた方々に、旅を心ゆくま
で楽しんでもらいたい。そのきっかけとして、まずは基本であるあいさつ
運動から始めるというもの。
　「地域では人のつながりが大事。まずはあいさつ運動をしっかりやって、
元気を発信したいですね」と話す高木部長。
　また、地元の方へのお願いとして「僕らがうっかりあいさつし忘れてい
たら、ぜひその場でご指摘ください」。
　この日から、元気な声のあいさつが直入町界隈に響いていることでしょ
う。今、地元を愛する若人たちの目の色が変わり始めました̶̶

「こんにちは♡プロジェクト」始動！
商工会青年部・直入支部が「あいさつ+笑顔」運動

　竹田市宮城分館の「分館だより」が第64回大分県広報コンクール・公
立公民館の部において「優良賞」を受賞。10月24日、小林正憲分館長
をはじめとする地域のみなさんが、市本庁舎を訪れ、受賞報告を行いま
した。
　小林分館長は「地域のみなさんの元気な活動が『公民館だより』を通
じて伝わったのだと思う」と、喜びを語ってくれました。

地域の“イキイキ”伝わる
「宮城分館だより」がコンクールで優良賞

・　・

地元のい
い　 出来

事

かわ  の とし  こ
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郷土の植物 （297）

第105回
阿孫  久見

ナンキンナナカマド（バラ科）

秘
書
広
報
係 

☎
６
３-

１
０
４
３

　
山
地
の
尾
根
沿
い
の
岩
場
や
林

縁
に
生
育
す
る
高
さ
２
㍍
ほ
ど
の

落
葉
低
木
で
す
。細
い
幹
を
広
げ
、

ま
と
ま
り
の
な
い
樹
形
を
し
て
い

ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
上
半
部
に
鋸
歯
の

あ
る
長
楕
円
形
で
７
〜
13
個
の
奇

数
羽
状
複
葉
で
す
。
葉
の
裏
面
は

粉
白
色
で
す
。
小
葉
は
大
小
が
あ

り
ま
す
が
、
大
き
い
も
の
で
長
さ

５
・
５
㌢
、
幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
初
夏
の
頃
、
枝
先
に
淡
黄
色
の

小
さ
な
径
１
㌢
ほ
ど
の
地
味
な
５

弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
序
の
基

部
に
は
扇
形
の
托
葉
（
１
対
の
付

属
体
）
が
あ
り
ま
す
。
秋
に
は
赤

熟
し
た
径
８
㍉
ほ
ど
の
球
形
の
果

実
を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
、
ナ
ン
キ
ン
は

小
形
と
い
う
意
味
で
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
は
材
質
が
燃
え
に
く
く
、
七
度

竈
に
入
れ
て
も
燃
え
残
る
こ
と
か

ら
南
京
七
竈
（
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ

マ
ド
）
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
・
く
じ
ゅ

う
山
系
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
個

体
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
写

真
は
こ
の
秋
、
く
じ
ゅ
う
山
系
で

運
良
く
出
会
い
撮
影
し
ま
し
た
。

花
期
は
５
月
で
す
。

※竹田市食生活改善推進協議会では、地産地消で健康的な食生活を進め
るため、米粉料理の普及に取り組んでいます。

今月の食育レシピ

作り方
１．米粉とココアはふるう。
２．卵は黄身と白身に分ける。
３．ボールに白身を入れ、半分の砂糖を
少しずつ入れながらしっかり角が立つ
まで泡立てる。
４．別のボールに黄身と半分の砂糖を入
れ、白っぽくなるまで泡立て、粉を一
気に入れて混ぜる。
５．４に３の１／３量混ぜ、しっかりと
混ぜる。次に残りの卵白を入れ、泡を
つぶさないよう混ぜる。
６．クッキングシートを敷いた天板に流
しこみ、180℃に温めたオーブンで15
～20分焼き、表面が乾かないように冷
ます。

米粉  ……………30g
ココア  …………10g
砂糖  ……………40g
卵 ………………３個

故
郷
竹
田
の
誇
り・た
け
た
竹
灯
籠「
竹
楽
」 

城
下
町
を
包
む
希
望
の
灯
り

　11月15日から17日の３日間、竹田の城下町で14年目のたけた竹灯籠「竹
楽」が開催されました。
　「シンプルで素朴な竹灯籠の灯りと、歴史のある古刹との調和が『竹楽』
の特長であり魅力」と井上隆竹楽実行委員長。今年も約２万本の竹灯籠
の灯りが幻想的な世界を演出しました。
　また、期間中は好天に恵まれ、多くの観光客で賑わいました。

↑参道の石段を流れ落ちるような「竹灯籠」の灯り（観音寺・十六羅漢前）

↑月光に照らされた廣瀬神社

↑オープニングセレモニーで竹灯籠
の火種を持って登場する今年の新
婚さん（子安史朗さん・容子さん）

↑灯影のゆらめく向丁白壁通り

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
12月生まれ

かぼちゃのブッシュ・ド・ノエル（クリスマスケーキ）
〈ロール生地〉10人分

作り方

仕上げ

１．切ったかぼちゃと牛乳を鍋に入れ、
やわらかく煮てつぶし、さます。
２．生クリームと砂糖を泡立て、１をま
ぜる。

ロール生地にかぼちゃクリームをのせて巻き、木の幹をイメージして飾り付ける。

かぼちゃ………200g
牛乳  …………100cc
砂糖 ………大さじ２
生クリーム  …200cc

〈かぼちゃクリーム〉

え
ん

み
き

じ
ゅ
け
い

き
ょ
し

え
ん
け
い

だ

ち
ょ
う

き

す
う
う
じ
ょ
う
ふ
く
よ
う

し
ょ
う
よ
う

べ
ん
か

か
じ
ょ

お
う
ぎ
が
た

た
く
よ
う

つ
い

ふ り
ん

ぞ
く
た
い

か
ま
ど
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岡の里 奥豊後ふるさと竹田ノート市民講座
学び事がプランニングして意欲的に学ぶ
テーマ　「サフラン①」
日　時　12月７日㈯ 14:00 ～ 16:30
場　所　竹田創生館
講　師　前原文之氏（荻支所産業建設課係長）
対　象　中学生以上
参加費　 1,000円（中高生200円）
主　催　�岡の里事業実行委員会・エコミュージアム市民

会議・竹田市農政課
●お問い合せ　竹田創生館　☎0974-62-4100

九州アルプス商工会青年部主催
カップリング・パーティー
日　　時　12月22日㈰ 10:00 ～受付
場　　所　パルクラブ（久住町有氏896-22）
参加定員　30名（男性15名・女性15名）
応募締切　12月13日㈮
　※詳しくはホームページをご覧ください。
　　http://kyushu-alps.oita-shokokai.or.jp/
●お問い合せ　九州アルプス商工会　☎0974-76-0151

竹田温泉「花水月」の年末年始のお知らせ
12月27日(金) ～１月８日(水)休まず営業します
通常営業時間　12月30日㈪　 〔朝風呂〕6:00 ～ 8:30
　　　　　　　　　　　　　  〔大浴場〕11:00 ～ 22:00
特別営業時間　12月31日㈫　 〔朝風呂〕6:00 ～ 8:30
　　　　　　　　　　　　　  〔大浴場〕11:00 ～ 21:00
　　　　　　　１月１日㈬　  〔大浴場〕6:00 ～ 21:00
　　　　　　　　　　　　 （１階の朝風呂は致しません）
　　　　　　　１月２日㈭　  〔朝風呂〕6:00 ～ 8:30
　　　　　　　　　　　　　  〔大浴場〕11:00 ～ 21:00
　　　　　　　１月３日㈮　  〔朝風呂〕6:00 ～ 8:30
　　　　　　　　　　　　　  〔大浴場〕11:00 ～ 21:00
通常営業時間　１月４日㈯　  〔朝風呂〕6:00 ～ 8:30
　　　　　　　　　　　　　  〔大浴場〕11:00 ～ 22:00
＊�露天風呂は28日㈯～５日㈰の期間営業致します。ご

家族、帰省客の皆さんと是非お越しください。お待ち
しています。

営業時間の変更
　朝風呂の営業時間を12月１日㈰から6:00 ～ 8:30（受
付8:00まで）に変更します。みなさまのご理解とご協
力をお願いいたします。
●お問い合せ　竹田温泉花水月　☎64-1126

別冊 たけたん情報 12月号
市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕�月曜日・祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『竹田美術同好会　油彩画作品展』

12月３日㈫ 10:00 ～ 15日㈰
　油彩画（80号～ 10号）約40点を展示。

（竹田美術同好会　☎62-3472）

○『大分県年金者連盟竹田支部第２回趣味展』
12月17日㈫ 午後～ 22日㈰

　絵画・写真他約200点を展示。
（年金者連盟竹田支部　☎090-4770-6901）

○『まり展』
12月23日（月・祝） 午後～ 28日㈯

　自作のまり200点から厳選して展示。
（小河シズ子　☎62-3315）

※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話くだ
さい。

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕�月曜日・祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○特別企画展　２階展示室
　『渡邊拈華  ―岡藩の絵師たちⅡ―』

11月１日㈮～ 12月15日㈰
　渡邊拈華（1799 ～ 1872）は岡藩城下町竹田で表具
業を営む一方で、田能村竹田に画を学び、晩年には藩絵
師に登用された人物です。拈華は人物画を中心に多くの
作品を遺しており、その画風は緻密で写実的なものから
豪快なものまで幅広いものがあります。
　今回の展覧会では拈華をはじめ師・竹田、同門の高橋
草坪、帆足杏雨、田能村直入、そして同時代の岡藩絵師
たちの作品を紹介いたします。
　城下町竹田で花開いた多彩な絵画をお楽しみくださ
い。

○常設展　２階展示室B
　『吉祥展』

12月19日㈭～平成26年１月19日㈰
　お目

め

出
で

度
た

い画題の作品を紹介します。お目出度い気分
で新年を迎えてみませんか。
※�12月17日㈫～ 18日㈬は展示替えのため臨時休館いたします。ご

迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いします。
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information
年　金

20歳になったら国民年金
　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての方
は、国民年金に加入して保険料を納めることになります。
　自営業者・学生・フリーターの方などが20歳になっ
たときは、国民年金加入の手続きが必要です。
●お問い合せ　大分年金事務所 国民年金課  ☎097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起
－ＳＦ（催眠）商法とは－
　ＳＦ商法とは、「新商品の説明会」「粗品進呈」「日用雑
貨を無料で配布」などの名目で民家や特設会場などに人
を集め、「特価」「今ならお買い得」などと言って消費者
を興奮状態にした後、高額な商品を売りつける商法です。
　契約してしまっても８日間はクーリングオフにより無
条件で解約できるので、解約する場合はすぐに連絡を！
●�お問い合せ　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活セン

ター）8:30 ～ 17:00（月～金／平日のみ）☎63-4834
／大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
☎097-534-0999

福　祉
ホームスタート「ホームビジター募集」
　ホームスタートとは、「親が親をサポートする」フレ
ンドシップに基づく活動です。未就学児がいる家庭に週
１回約２時間程度ボランティア（ホームビジター）が訪
問するイギリス発祥の家庭訪問型子育て支援です。育児
の悩みの傾聴（話を聴く）や家事や育児の協働（ともに
何かをする）を行います。
　ビジターになるためには、養成講座（全８回）を受け
る必要があります。原則として全日程に出席可能で、終
了後ボランティアで活動ができる方を募集。経験を活か
しビジターとして、『子育て』を頑張るお母さんを応援
しませんか？
対 象 者　子育て経験のある方ならどなたでも
募集人数　16名
講座日程　平成26年１月15日～３月５日　毎週水曜日（予定）
場　　所　竹田市総合社会福祉センター
受 講 料　無料
募集期間　平成25年12月20日㈮まで
※詳しい日程・内容についてはお問い合わせください。
●お問い合せ　ホームスタート「夢とんぼ」
　　　　　　　☎080-5792-5457
　竹田市福祉事務所子育て支援係　☎63-4811

古くなった緊急通報装置はありませんか
　竹田市では、一人暮らしの高齢者等に、急病等の際に
使用できる「緊急通報装置」をお貸ししています。
　市町合併以前に設置した古い装置（NTT製おたっしゃ
くん等）は、使用できなくなっている可能性が高く、新
しい機器に交換する必要があります。
　また、不要になった機器は返却していただく必要があ
りますのでご連絡ください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811

幼稚園　
平成26年度　市立幼稚園の入園願書受付
　竹田市立竹田幼稚園、南部幼稚園、直入幼稚園の３園
では、平成26年度の入園願書の受付を始めます。

　幼稚園には、市内全地域さらには市外希望者も入園す
ることができます。市立幼稚園のある竹田地域・直入地
域の対象児の保護者の方には入園願書を郵送します。
12月中に願書が届かない場合、またその他の地域に在住
の方で入園を希望する場合は、下記までご連絡ください。
◇対象となる子ども
　〔竹田幼稚園・南部幼稚園〕 
　平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ（５歳児）
　〔直入幼稚園〕 
　�平成20年４月２日～平成22年４月１日生まれ（４・５歳児）
●�お問い合せ
　学校教育課 ☎63-4833　竹田幼稚園 ☎63-1081
　南部幼稚園 ☎63-1084　直入幼稚園 ☎75-2230

成人式
竹田市成人式を開催します
日　時　平成26年１月12日㈰ 13:00 ～
場　所　久住公民館くじゅうサンホール
対象者　�平成５年４月２日～平成６年４月１日までに生

まれた人で、市内在住及び市内中学校を卒業し
学業や就職等で市外に在住されている人。

　　　　�対象者には中学卒業名簿をもとに個別に案内を
送付しましたが、まだ届いていない方はご連絡
ください。

●�お問い合せ　竹田市教育委員会 生涯学習課 ☎63-4817

申　請
「高額介護合算療養費のお知らせ」を送付します
　高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年７月まで
の１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担額の
合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額について
申請により支給される制度です。
　後期高齢者医療または国民健康保険で支給が見込まれ
る方に、平成26年１月にお知らせと支給申請書を送付し
ます。支給申請書に必要事項を記入し、竹田市保険課ま
たは各支所いきいき市民課で申請手続きをしてください。
【申請に必要な書類】
　支給申請書・お知らせの文書・印鑑・通帳等（口座情
報が確認できるもの）・後期高齢者医療被保険者証また
は国民健康保険被保険者証・介護保険証
●�お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合 ☎097-
534-1771（代表）　竹田市保険課国保・高齢者医療係 
☎63-1111（内線135・136・137）

国民健康保険税
普通徴収分の納期の回数（期数）が変わります！
　 広報たけた８月号でお知らせしましたとおり、来年
度（平成26年度）より竹田市国民健康保険税の納付書
や口座振替等で納税いただく普通徴収分の納期の回数
（期数）が、８回（７月～翌年２月）から12回（４月
～翌年３月）に変わります。（尚、年金から天引きされ
る特別徴収については納期の変更はありません。）
　納期の回数の変更にともない来年度から国民健康保険
税の普通徴収分の納付書は、４月と７月の「２回」に分
けてお届けします。
◎４月にお届けする納付書（仮算定〔暫定賦課〕）
　�　平成26年４月にお届けする納付書の納付額は、前

年度（平成25年度）の保険税額のおよそ12分の３の
金額であり、暫定税額と呼びます。

　�　暫定税額を３分の１にした金額を、第１期（４月）～
第３期（６月）までの３期に分けて納めていただきます。
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◎７月にお届けする納付書（本算定〔確定賦課〕）
　�　平成26年７月にお届けする納付書は、皆様の確定申

告・竹田市への申告・給与支払報告書・年金支払報告
書等で確定した所得額をもとに算出した確定税額です。

　�　この確定税額から４月にお届けした納付書の暫定税
額を差し引いた残りの税額を、第４期（７月）～第12
期（翌年３月）までの９期に分けて納めていただくこと
になります。

　�　平成26年度以降、１年間に納めていただく国民健康
保険税の期数・納期限については、この表の通りとなり
ます。

算定方法 仮　算　定 本　算　定
期　　数 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期
納 期 限 ４月末 ５月末 ６月末 ７月末 ８月末 ９月末
期別税額 暫定額 暫定額 暫定額 確定額 確定額 確定額
算定方法 本　算　定
期　　数 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期 第12期
納 期 限 10月末 11月末 12月末 翌年１月末 翌年２月末 翌年３月末
期別税額 確定額 確定額 確定額 確定額 確定額 確定額

　なお、月末日が市役所や金融機関等の休み（土・日曜
日、祝祭日）の場合、翌営業日が納期限になります。
　そのほか、4月から６月の保険税の取り扱いについて
お知らせします。
◎４月に納付書が届かない世帯
　　前年度の保険税が賦課されなかった世帯です。
◎５月から６月に保険税額が変更される世帯
　�　４月末日までに国民健康保険の資格を世帯喪失され

た世帯（死亡・転出等）です。
◎５月から６月に保険税額が変更されない世帯
　�　４月以降に資格等の変更が発生した世帯について

は、７月に保険税額を確定させた後、暫定税額を精
算・更正いたします。
●お問い合せ　竹田市税務課☎63-1111（内線126･127）

都市計画
都市計画道路変更に関する案を縦覧します
　現在、大分県及び竹田市では、長期にわたり未着手路
線となっている都市計画道路「登城線」について、都市
計画変更手続きを進めており、このたび、市民の皆様を
対象に下記期間において都市計画道路変更に関する案を
縦覧いたします。
　なお、この案に対する意見書の提出は、縦覧期間満了
の日が期限となりますので念のため申し添えます。
◇案縦覧
　縦覧期間　�12月４日㈬～ 18日㈬ 8:30 ～ 17:00（平日のみ）
　縦覧場所　大分県都市計画課、竹田市建設課
●�お問い合せ　大分県土木建築部都市計画課 都市計画

班　☎097-506-4659　竹田市建設課 ☎63-4808

農　業
「パソコン農業簿記」確定申告入力指導会
　パソコン農業簿記を行う方を対象に平成25年分所得
の確定申告に向けた入力指導会を開催します。
日　　時　�12月17日・平成26年１月14日・１月28日・

２月４日（いずれも火曜日）午前と午後に分
けて実施します。

　　　　　午前の部（9:00 ～ 12:00）
　　　　　午後の部（13:30 ～ 16:00）
場　　所　市役所３階会議室
対　　象　�経営改善のためにパソコンで農業簿記を行う

方で、決算後経営分析を行う方
持 参 物　パソコン、ソフトCD、決算書類等
講　　師　ソリマチ㈱担当・大分県豊肥振興局普及員
主　　催　竹田市・竹田地域担い手育成総合支援協議会
申込期限　�開催日２日前までに竹田市農政課または各支

所産業建設課に電話でお申し込みください。
●お問い合せ　竹田市農政課　　　　　　　☎63-4805
　　　　　　　竹田市荻支所産業建設課　　☎68-2215
　　　　　　　竹田市久住支所産業建設課　☎76-1115
　　　　　　　竹田市直入支所産業建設課　☎75-2215

農業用廃プラスチック回収します
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラス
チック類は、産業廃棄物に位置づけられており、法律で
適正な処理が義務づけられています。
　大分県農協竹田事業部と竹田市は連携して、農業用廃
プラスチックの回収を下記のとおり実施します。
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び「書
面の備え付け（携帯）」が法律で義務づけられています。
備え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで問い合
わせください。また、回収当日は、印鑑が必要になります。
回収する農業用廃プラスチック類　
　�ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラッ

プサイレージ肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農
薬のプラスチック製空容器など

回収日程　�農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでく
ださい。

地　域 日　　　時 場　　所
荻 地 域 12月11日㈬　9:00 ～ 15:00 荻堆肥センター
竹田地域 12月12日㈭　9:00 ～ 15:00 飛田川中央倉庫前広場
久住地域 12月13日㈮　9:00 ～ 15:00 久住野菜集出荷場

●お問い合せ
　大分県農協竹田事業部園芸課　☎63-1224
　竹田市農政課　　　　　　　　☎63-4805 
　竹田市荻支所産業建設課　　　☎68-2215
　竹田市久住支所産業建設課　　☎76-1115 
　竹田市直入支所産業建設課　　☎75-2215
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市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

平
成
25
年
度「
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
」に
つ
い
て

○
12
月
28
日
㈯
～
１
月
５
日
㈰
ま
で
年
末
年
始
休
日
の
ゴ
ミ
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
振
り
替
え
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
次
回
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
処
理
業
務
に
つ
い
て

◇
 清
掃
セ
ン
タ
ー
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

・
年
末
は
12
月
28
日
㈯
の
午
前
中
ま
で
、
年
始
は
１
月
４
日
㈯
か
ら

・
１
月
５
日
㈰
は
休
み
で
す
。

◇
 衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）

年
末
は
12
月
27
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
１
月
６
日
㈪
か
ら

※
 し
尿
汲
み
取
り
の
お
申
込
み
は
年
末
に
集
中
し
ま
す
の
で
、
20
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
込
み
　
竹
田
衛
生
社
　
☎
63
-3
54
6

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
家
庭
ご
み
の
個
人
持
込
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
車
と
の
離
合
等
に
困
る
事
態
が
度
々

生
じ
て
い
ま
す
。
粗
大
ご
み
や
一
時
的
な
多
量
ご
み
以
外
は
、
定
期
収
集
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
環
境
衛
生
課
　
☎
63
-4
82
1、
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
☎
68
-2
81
9

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

12
月
18
日
㈬

12
月
19
日
㈭

12
月
18
日
㈬

12
月
18
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田
荻
久
　
住

直
　
入

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
12

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・竹
田
市
歩
こ
う
会

〔
城
原
神
社
〕竹
田
駅
前
9:
20
集
合
※
１

・童
謡
と
絵
本
の
会
 1
0:
00
-1
1:
30
（
佐
藤

義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う
ち
〕）

・
第
40
回
竹
田
市
少
年
少
女
駅
伝
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
 
9:
00
開
会
式・
9:
40
ス
タ
ー

ト（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
内
周
回
コ
ー
ス
）

・市
民
公
開
講
座
　
地
域
包
括
広
報
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊「
ご
存
知
で
す
か
？
 “
あ
な
た
の
ま

ち
の
地
域
包
括
ケ
ア
”」
 1
3:
30
-1
5:
30

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・荻
地
域
人
権
啓
発
推
進
講
演
会「
い
の
ち
を

い
た
だ
く
」〔
講
師
〕坂
本
義
喜
氏
 1
3:
30
～

（
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

・Ｔ
Ａ
Ｏ
20
周
年
記
念
帰
郷
公
演
 1
3:
00
開
演

（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・白
丹
保
育
所
発
表
会

9:
00
-1
2:
00
（
白
丹
保
育

所
ホ
ー
ル
）

・第
15
回
市
長
旗
争
奪
竹
田

名
水
少
年
剣
道
大
会

9:
00
～（
竹
田
小
体
育
館
）

・荻
保
育
所
発
表
会

9:
00
-1
2:
00
（
荻
保
育
所
ホ
ー

ル
）

・
竹
田
市
立
南
部
小
学
校
開
校

50
周
年
記
念
式
典

9:
00
～（
南
部
小
学
校
体
育
館
）

・大
分
県
立
病
院
健
康
教
室

13
:0
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・竹
田
幼
稚
園
発
表
会

9:
00
～（
竹
田
幼
稚
園
ホ
ー

ル
）

・南
部
幼
稚
園
発
表
会

9:
00
～（
南
部
幼
稚
園
ホ
ー

ル
）

・お
も
城
サ
イト
ミュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・豊
肥
成
牛
市
場

9：
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥
家
畜

市
場
）

・第
25
回
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
夕

べ
 1
8:
30
-2
1:
00

※
大
人
70
0円
・
子
ど
も
50
0

円
、器
楽
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
等

（
竹
田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー

ル
）問
瀧
廉
太
郎
会
事
務
局
 ☎

63
-1
82
3

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・「
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調

べ
る
会
」 
8：
30
歴
史
資
料
館

集
合
 ※
参
加
費
50
0円
・申
込

み
8日
ま
で（
愛
染
堂
～
中
川
神

社
～
楠
公
社
な
ど
）問
竹
田
創

生
館
☎
63
-4
10
0

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0～
（
南
部
幼
稚
園
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・【
歴
史
資
料
館
】特
別
展『
吉
祥
展
』

～
1/
19
㈰
ま
で

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉
健
康
エ

リ
ア
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・久
住
地
域
人
権
講
演
会

〔
講
師
〕浦
田
理
恵（
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

18
:0
0-
20
:0
0（
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）　
問
久
住
支

所
い
き
い
き
市
民
課
 ☎
76
-1
11
1

・
直
入
地
域
人
権
啓
発
推
進

講
演
会

18
:0
0-
19
:3
0（
直
入
公

民
館
　
大
ホ
ー
ル
）

・豊
肥
子
牛
市
場

9：
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥
家
畜

市
場
）

・3
・6
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
）※
15
:0
0終
了
予
定

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

13
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・年
金
相
談
 1
0:
00
-1
5:
00
（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
6か
月
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
 問
大
分
県
行
政
書
士

会
事
務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:2
0～
（
竹
田
幼
稚
園
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】　

『
竹
田
美
術
同
好
会
　
油
彩
画

作
品
展
』 
～
12
/1
5㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
古

町
会
場
）（
問
☎
63
-3
34
6）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】

『
大
分
県
年
金
者
連
盟
竹
田

支
部
第
２
回
趣
味
展
』

～
12
/2
2㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・【
納
期
】固
定
資
産
税
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
５
期
、介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
５
期

・第
12
回
竹
田
市
農
業
委
員

会
総
会
 1
3:
30
～（
竹
田
市

役
所
３
階
委
員
会
室
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・久
住
高
原
牛
初
出
荷
式

10
:0
0～
（
ガ
ン
ジ
ー
牧
場
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・第
25
回
豊
肥
地
区
解
放
文
化

祭
 
9:
00
～（
豊
後
大
野
市
隣

保
館〔
大
野
町
解
放
会
館
〕）

・【
歴
史
資
料
館
】特
別
展

『
渡
邊
拈
華
―
岡
藩
の
絵
師
た

ち
Ⅱ
―
』 
～
12
/1
5㈰
ま
で

・大
分
県
立
芸
術
会
館
ラ
ス
ト
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展（
前
期
）―
芸
術

会
館
を
飾
っ
た
名
作・
名
品
―

〔
特
集
展
示：
田
能
村
竹
田
〕

～
12
/1
5㈰
ま
で

・
TA
O
20
周
年
記
念
帰
郷

公
演
 1
3:
00
開
演

（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ

ン
ホ
ー
ル
）

・「
第
６
回
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

in
久
住
」 
9:
00
-1
3：
00

（
久
住
公
民
館
）

・
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青

年
部
主
催「
第
4回
カ
ッ
プ

リ
ン
グ・
パ
ー
テ
ィ
ー
」

10
：0
0～
（
パ
ル
ク
ラ
ブ
）

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
 

☎
76
-0
15
1

・ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

13
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】

『
小
河
シ
ズ
子・
ま
り
展
』

～
12
/2
8㈯
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・【
納
期
】市
県
民
税
４
期
、国

民
健
康
保
険
税
６
期
、介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
６
期

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」

（
12
/2
7㈮
～
１
/８
㈬
ま
で

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。営
業

時
間
に
つ
い
て
は
、た
け
た
ん

情
報
①
頁
参
照
く
だ
さ
い
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・お
も
城
サ
イト
ミュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・年
末
夜
警
巡
視（
直
入
）

年
末
夜
警
巡
視（
竹
田
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・年
末
夜
警
巡
視（
久
住
）

年
末
夜
警
巡
視（
荻
）

天
皇
誕
生
日

食
育
の
日

◇
20
14
年
１
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
1日
㈬
 
・
20
14
年
荻
地
域
新
春
歩
こ
う
会
〔
受
付
〕
5:3
0（
荻
公
民
館
）　
〔
開
会
式
〕
6:0
0　
〔
ス
タ
ー
ト
〕
6:1
0

 
 
　（
荻
公
民
館
～
ゴ
ー
ル
荻
町
馬
背
野
「
高
鼻
公
園
」〔
総
距
離
約
５
㎞
〕）

 
 
　
※
小
学
生
以
上
参
加
料
10
0円
、当
日
受
付
可
　
問
荻
公
民
館
　
☎
68
-2
02
5

 
 
・
竹
田
市
歩
こ
う
会
〔
元
旦
歩
こ
う
会
・
そ
う
ぞ
う
の
丘
7：
00
〕※
１

 
4日
㈯
 
・
第
37
回
相
良
慶
隆
杯
竹
田
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 10
:00
～
（
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
回
コ
ー

 
 
　
ス
）
申
込
期
限
12
/1
6㈪
　
問
竹
田
市
陸
上
競
技
会
　
☎
09
0-
47
71
-8
49
1

 
6日
㈪
 
・
新
年
互
礼
会
 12
:00
～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

 
 
・
荻
地
域
で
新
年
を
祝
う
会
 16
:00
～
（
荻
公
民
館
２
階
会
議
室
）

陽
目
の
里（
名
水
茶
屋
及
び
キャ

ンピ
ング
パ
ーク
）の
おし
らせ

　
竹
田
市
陽
目
の
里（
名
水
茶
屋

及
び
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
）は
、1
2

月
２
日
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
間
、冬

季
休
業
い
た
し
ま
す
。営
業
再
開
は

３
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
施
設
の
ご
利
用
は
３
月
中
旬
以

降
と
な
り
ま
す
が
、冬
季
休
業
期
間

中
に
ご
予
約
や
お
申
込
み
を
さ
れ
る

方
は
、☎
09
74
-6
8-
22
10
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
JR
豊
後
荻
駅
と
ホ
ー
ル
を
兼
ね
た
複
合
施
設
に
ふ
さ
わ

し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し
ま
す
。

〔
応
募
締
切
〕
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
荻
支
所
　
い
き
い
き
市
民
課

　
☎
09
74
-6
8-
22
11

月 間 ・ そ の 他

○
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー（
12
/1
㈰
） 

○
障
害
者
週
間（
12
/3
㈫
～
9㈪
）

○
人
権
週
間（
12
/4
㈬
～
10
㈫
）

○
世
界
人
権
デ
ー（
12
/1
0㈫
）　

○
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間（
12
/1
0㈫
～
16
㈪
）

○
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
月
間

○
共
同
募
金
運
動（
10
/1
㈫
～
翌
年
3/
31
㈪
）

○
統
計
調
査
票
提
出
促
進
月
間（
10
/1
㈫
～
12
/2
8㈯
）

○
海
外
安
全・
パ
ス
ポ
ー
ト
管
理
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
12
/1
㈰
～
3/
20
㈭
）

豊
後
荻
駅
舎（
荻
ふ
れ
あ
い
会
館
）の
名
称
を
募
集！
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㊐
　
　
　
　
SU
N
㊊
　
　
　
　
M
ON

㊋
　
　
　
　
TU
E
㊌
　
　
　
　
W
ED

㊍
　
　
　
　
TH
U

㊎
　
　
　
　
FR
I
㊏
　
　
　
　
SA
T

22
23

24
25

26

29
30

31

8
9

10
11

12

15
21 287 14

20 276
5

4
3

2
1

13

16
17

18
19

12
月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

平
成
25
年
度「
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
」に
つ
い
て

○
12
月
28
日
㈯
～
１
月
５
日
㈰
ま
で
年
末
年
始
休
日
の
ゴ
ミ
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
振
り
替
え
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
次
回
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
処
理
業
務
に
つ
い
て

◇
 清
掃
セ
ン
タ
ー
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

・
年
末
は
12
月
28
日
㈯
の
午
前
中
ま
で
、
年
始
は
１
月
４
日
㈯
か
ら

・
１
月
５
日
㈰
は
休
み
で
す
。

◇
 衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）

年
末
は
12
月
27
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
１
月
６
日
㈪
か
ら

※
 し
尿
汲
み
取
り
の
お
申
込
み
は
年
末
に
集
中
し
ま
す
の
で
、
20
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
込
み
　
竹
田
衛
生
社
　
☎
63
-3
54
6

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
家
庭
ご
み
の
個
人
持
込
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
車
と
の
離
合
等
に
困
る
事
態
が
度
々

生
じ
て
い
ま
す
。
粗
大
ご
み
や
一
時
的
な
多
量
ご
み
以
外
は
、
定
期
収
集
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
環
境
衛
生
課
　
☎
63
-4
82
1、
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
☎
68
-2
81
9

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

12
月
18
日
㈬

12
月
19
日
㈭

12
月
18
日
㈬

12
月
18
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田
荻
久
　
住

直
　
入

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
12

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・竹
田
市
歩
こ
う
会

〔
城
原
神
社
〕竹
田
駅
前
9:
20
集
合
※
１

・童
謡
と
絵
本
の
会
 1
0:
00
-1
1:
30
（
佐
藤

義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う
ち
〕）

・
第
40
回
竹
田
市
少
年
少
女
駅
伝
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
 
9:
00
開
会
式・
9:
40
ス
タ
ー

ト（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
内
周
回
コ
ー
ス
）

・市
民
公
開
講
座
　
地
域
包
括
広
報
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊「
ご
存
知
で
す
か
？
 “
あ
な
た
の
ま

ち
の
地
域
包
括
ケ
ア
”」
 1
3:
30
-1
5:
30

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・荻
地
域
人
権
啓
発
推
進
講
演
会「
い
の
ち
を

い
た
だ
く
」〔
講
師
〕坂
本
義
喜
氏
 1
3:
30
～

（
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

・Ｔ
Ａ
Ｏ
20
周
年
記
念
帰
郷
公
演
 1
3:
00
開
演

（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・白
丹
保
育
所
発
表
会

9:
00
-1
2:
00
（
白
丹
保
育

所
ホ
ー
ル
）

・第
15
回
市
長
旗
争
奪
竹
田

名
水
少
年
剣
道
大
会

9:
00
～（
竹
田
小
体
育
館
）

・荻
保
育
所
発
表
会

9:
00
-1
2:
00
（
荻
保
育
所
ホ
ー

ル
）

・
竹
田
市
立
南
部
小
学
校
開
校

50
周
年
記
念
式
典

9:
00
～（
南
部
小
学
校
体
育
館
）

・大
分
県
立
病
院
健
康
教
室

13
:0
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・竹
田
幼
稚
園
発
表
会

9:
00
～（
竹
田
幼
稚
園
ホ
ー

ル
）

・南
部
幼
稚
園
発
表
会

9:
00
～（
南
部
幼
稚
園
ホ
ー

ル
）

・お
も
城
サ
イト
ミュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・豊
肥
成
牛
市
場

9：
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥
家
畜

市
場
）

・第
25
回
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
夕

べ
 1
8:
30
-2
1:
00

※
大
人
70
0円
・
子
ど
も
50
0

円
、器
楽
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
等

（
竹
田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー

ル
）問
瀧
廉
太
郎
会
事
務
局
 ☎

63
-1
82
3

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・「
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調

べ
る
会
」 
8：
30
歴
史
資
料
館

集
合
 ※
参
加
費
50
0円
・申
込

み
8日
ま
で（
愛
染
堂
～
中
川
神

社
～
楠
公
社
な
ど
）問
竹
田
創

生
館
☎
63
-4
10
0

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0～
（
南
部
幼
稚
園
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・【
歴
史
資
料
館
】特
別
展『
吉
祥
展
』

～
1/
19
㈰
ま
で

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉
健
康
エ

リ
ア
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・久
住
地
域
人
権
講
演
会

〔
講
師
〕浦
田
理
恵（
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

18
:0
0-
20
:0
0（
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）　
問
久
住
支

所
い
き
い
き
市
民
課
 ☎
76
-1
11
1

・
直
入
地
域
人
権
啓
発
推
進

講
演
会

18
:0
0-
19
:3
0（
直
入
公

民
館
　
大
ホ
ー
ル
）

・豊
肥
子
牛
市
場

9：
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥
家
畜

市
場
）

・3
・6
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
）※
15
:0
0終
了
予
定

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

13
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・年
金
相
談
 1
0:
00
-1
5:
00
（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
6か
月
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
 問
大
分
県
行
政
書
士

会
事
務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:2
0～
（
竹
田
幼
稚
園
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】　

『
竹
田
美
術
同
好
会
　
油
彩
画

作
品
展
』 
～
12
/1
5㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
古

町
会
場
）（
問
☎
63
-3
34
6）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】

『
大
分
県
年
金
者
連
盟
竹
田

支
部
第
２
回
趣
味
展
』

～
12
/2
2㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・【
納
期
】固
定
資
産
税
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
５
期
、介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
５
期

・第
12
回
竹
田
市
農
業
委
員

会
総
会
 1
3:
30
～（
竹
田
市

役
所
３
階
委
員
会
室
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・久
住
高
原
牛
初
出
荷
式

10
:0
0～
（
ガ
ン
ジ
ー
牧
場
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・第
25
回
豊
肥
地
区
解
放
文
化

祭
 
9:
00
～（
豊
後
大
野
市
隣

保
館〔
大
野
町
解
放
会
館
〕）

・【
歴
史
資
料
館
】特
別
展

『
渡
邊
拈
華
―
岡
藩
の
絵
師
た

ち
Ⅱ
―
』 
～
12
/1
5㈰
ま
で

・大
分
県
立
芸
術
会
館
ラ
ス
ト
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展（
前
期
）―
芸
術

会
館
を
飾
っ
た
名
作・
名
品
―

〔
特
集
展
示：
田
能
村
竹
田
〕

～
12
/1
5㈰
ま
で

・
TA
O
20
周
年
記
念
帰
郷

公
演
 1
3:
00
開
演

（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ

ン
ホ
ー
ル
）

・「
第
６
回
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

in
久
住
」 
9:
00
-1
3：
00

（
久
住
公
民
館
）

・
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青

年
部
主
催「
第
4回
カ
ッ
プ

リ
ン
グ・
パ
ー
テ
ィ
ー
」

10
：0
0～
（
パ
ル
ク
ラ
ブ
）

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
 

☎
76
-0
15
1

・ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

13
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
）

・【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
】

『
小
河
シ
ズ
子・
ま
り
展
』

～
12
/2
8㈯
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・【
納
期
】市
県
民
税
４
期
、国

民
健
康
保
険
税
６
期
、介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
６
期

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」

（
12
/2
7㈮
～
１
/８
㈬
ま
で

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。営
業

時
間
に
つ
い
て
は
、た
け
た
ん

情
報
①
頁
参
照
く
だ
さ
い
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・お
も
城
サ
イト
ミュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・年
末
夜
警
巡
視（
直
入
）

年
末
夜
警
巡
視（
竹
田
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・年
末
夜
警
巡
視（
久
住
）

年
末
夜
警
巡
視（
荻
）

天
皇
誕
生
日

食
育
の
日

◇
20
14
年
１
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
1日
㈬
 
・
20
14
年
荻
地
域
新
春
歩
こ
う
会
〔
受
付
〕
5:3
0（
荻
公
民
館
）　
〔
開
会
式
〕
6:0
0　
〔
ス
タ
ー
ト
〕
6:1
0

 
 
　（
荻
公
民
館
～
ゴ
ー
ル
荻
町
馬
背
野
「
高
鼻
公
園
」〔
総
距
離
約
５
㎞
〕）

 
 
　
※
小
学
生
以
上
参
加
料
10
0円
、当
日
受
付
可
　
問
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を
募
集！



2013年12月発行6

information
防　災

求む！竹田の防災リーダー　防災士養成研修を開催します
　大規模な災害が発生すると、交通網の寸断や、通信障
害などで、行政や消防、警察などによる救助活動が円滑
に行えない場合が想定されます。こうした際には、自分
の身は自分で守る「自助」と地域や近隣の人が互いに助
け合う「共助」、いわゆる「地域の防災力」が重要になっ
てきます。
　竹田市では、大分県と協力して地域の防災活動の核と
なる防災リーダー「防災士」の養成（竹田市：50名）
を行います。
　教本代（3,000円）、受験料（3,000円）、登録料（5,000
円）は竹田市が負担します（本人負担はありません）。
防災士とは………？
社会の様々な場で減災と社会防災力向上のための活動が期待さ
れ、かつ、そのために充分な意識・知識・技能を有する人で、
NPO法人日本防災士機構が認定した人です。
（講習会を受講し、資格試験を受けます。終身資格です）

　防災士の役割として、家庭・職場・地域で多様な活躍
が期待されています。
〔災害時〕
　・事態に対応し、リーダーシップを発揮する
　・�家庭や職場、地域で消火活動、安否の確認、救護・

救助活動を行う
　・周囲に避難行動を呼びかける
〔平常時〕
　・各職場や地域において、防災意識の啓発等
　・避難路、避難場所等の確認
日　　時　平成26年２月15日㈯～ 16日㈰　※２日間
　　　　　15日㈯ 9:00 ～ 17:00
　　　　　16日㈰ 9:00 ～ 16:40
　　　　　　　　 16:50 ～防災士資格試験（60分）
場　　所　豊後大野市朝地公民館ホール
応募締切　平成26年１月10日㈮まで
※２日目の放課後に「防災士資格試験」が行われます。
※お申込みされた方には、事前に教本をお送りします。
※�２月15日までに、自習レポートの提出が必要になります。
※�資格試験合格後、登録時までに「普通救命講習」の受

講が必要になります。
※�応募者が多数の場合には、調整させていただく場合が

ありますのでご了承ください。
※�申込書は竹田市ホームページにも掲載していますの

で、ご活用ください。
●お問い合せ　
　竹田市総務課行政係　☎63-1111（内線213）

試　験
公立学校臨時事務員及び非常勤職員採用候補
名簿登録試験
　大分県教育委員会では、県立学校及び市町村立学校に
おいて事務及び事務補助を行う臨時事務員及び非常勤職
員の採用候補者名簿登録試験を実施します。
募集期間　12月９日㈪～平成26年１月８日㈬
試 験 日　平成26年２月１日㈯
　応募書式等は、12月２日㈪から大分県教育委員会の
Ｈ
ホームページ

Ｐ(http://kyouiku.oita-ed.jp/list-school-teacher-rinji.
html）に掲載し、大分県教育庁教育人事課や各教育事
務所でも配布します。
●お問い合せ
　大分県教育庁教育人事課　☎097-506-5517

相談会
就職相談会　大分県でがんばりたい！看護職を応援します！
　県内の病院・施設担当者が直接相談・対応します。
日　　時　12月22日㈰ 13:00～16:00（12:30受付開始）

会　　場　大分県看護研修会館３Ｆ大研修室
　　　　　（大分市大字豊饒310番地の4）
対　　象　○看護系学校すべての学生
　　　　　○看護求職者
参 加 費　無　料
内　　容　就業相談（各施設ごとにブースを設ける）
　　　　　※参加者には景品を準備
申込期限　12月10日㈫まで
申込方法　申込書にてFAX（当日参加も可）
●�お問い合せ　大分県看護協会ナースセンター（担当木

村）☎097-574-7136　FAX 097-574-7361

豊後大野市
平成25年度豊後大野市病院企業職員
採用試験のお知らせ 
　豊後大野市民病院では、平成26年４月１日採用予定
の職員の募集を行います。募集要領は次のとおりです。
専門職（第３回）
◆職種、採用予定人数、受験資格
【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。】
職　種 採用予定

人　　数 年　　　齢 免許・資格

薬剤師 １名 昭和49年４月
２日以降に生
まれた人

薬剤師免許（国家試験免許）を有
している人または平成26年３月31
日までに予定されている国家試験
において取得する見込みがある人

保健師 １名 昭和54年４月
２日以降に生
まれた人

保健師免許（国家試験免許）を有
している人で、看護師または保健
師として実務経験３年以上を有す
る人

看護師 ５名程度 昭和39年４月
２日以降に生
まれた人

看護師免許（国家試験免許）を有
している人、または平成26年３月31
日までに予定されている国家試験に
おいて取得する見込みがある人

◆試験日時
　①試験日時：平成26年２月１日㈯
　　　　　　　※受付：8:15 ～ 8:30
　②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
　③�試験内容：�作文試験、適性検査（筆記）、資格調査（口

頭）、面接試験
◆受験手続
　①受験申込受付期間
　　11月18日㈪～平成26年１月17日㈮必着
　　8:30 ～ 17:00（土、日、祝日・年末年始は受付不可）
　②�受験申込書の配付…11月18日㈪から、豊後大野市

民病院で配付します。
●お問い合せ・受験申込書の提出先 
　豊後大野市民病院　医事･経営課 経営係
　〒879-6692 大分県豊後大野市緒方町馬場276番地
　☎0974-42-3121（内線1233)

 求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①給油所スタッフ１人13.2万円　②配送員１人13.2 ～
15.8万円　③保育士２人15.4万円　④調理スタッフ１
人13.7 ～ 17.7万円　⑤作業員１人14.7万円　⑥介護職
員１人13.7 ～ 15.7万円　⑦一般事務員１人12.3万円　
⑧厨房職員１人16.7 ～ 17.3万円　⑨養鶏作業員１人15
～ 18万円　⑩菓子販売員１人12.3万円　⑪製品検査員
１人16.1万円　⑫介護支援専門員１人18.8 ～ 25.3万円
〔パート求人（時給）〕
⑬清掃係１人700円　⑭送迎運転手３人1000円　⑮介
護職員２人700 ～ 850円　⑯歯科衛生士または助手１人
700 ～ 800円　⑰書店販売員１人750円　⑱病棟助手３
人800円　⑲作業員1人800円　⑳一般事務及び販売１
人700円　㉑レジ担当者２人750円　㉒調理・配達１人
664 ～ 700円　㉓在宅医療コーディネーター１人1000
円　㉔店内販売員1人680 ～ 750円
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たけたん情報
休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間 18:00 ～ 21:00、土曜日 13:00 ～ 21:00、休日 8:30 ～ 21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241
受付時間　平日（月・水・金曜日）の夜間18:00 ～ 21:00
　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12月 1 日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

12月 7 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月 8 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月15日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月21日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月22日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12月23日（月・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月28日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月29日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12月30日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12月31日㈫ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
 1 月 1 日㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
 1 月 2 日㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
 1 月 3 日㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

 1 月 4 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

 1 月 5 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間 8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間 9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）

※�土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
ころがあります。

○豊後大野市民病院（☎ 0974-42-3121） http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230） http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎ 0974-22-6333） http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎ 0974-63-3838） http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎ 0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12月 1 日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
12月 8 日㈰ 久住加藤病院歯科診療部（久住） 0974-76-0008
12月15日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
12月22日㈰ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
12月23日（月・祝） 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
12月29日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
12月30日㈪ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
12月31日㈫ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
※診療時間 9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

◇たけた市民チャンネル12月特番

　放送日　　【開会式・予選】
　　　　　　12月7日、14日、21日　土曜日　20：00～
　　　　　　【本選・ウィーン留学報告演奏会・表彰式】
　　　　　　12月8日、15日、22日　日曜日　20：00
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。

　10月18日から20日に開催された、第67回瀧廉太郎記念全
日本高等学校声楽コンクールの模様をお届けします。今回
は、全国から33名の高校生が出場しました。
　本選終了後には、昨年度１位・２位に輝いた２人の
ウィーン留学報告演奏会が行われました。

第67回 瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
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単位民協 地区名 氏　　名 電話番号 担当自治会

中
　
　
　
　
央

竹

田

中　江　貫　一 63-2391 東古町、西古町、浦町、慶順町
藤 村 憲 雄 63-2398 下本町、中本町、東本町、下町
後 藤 健 治 080-5277-2790 向町、府内町、田町、新町
牧　　 直 子 63-2055 上町、上本町、寺町

堀　　　美代子 63-2731 久戸、上角東、殿町、上角西、鬼
ケ城

合 澤 文 子 62-4811 山手、溝川、山川、茶屋ノ辻
上 島 弘 二 63-0860 杣谷、鷹匠町、川向、城北町
秦　　　今朝富 62-3237 片ケ瀬、提灯谷、岡城通り

主任児
童委員 島 田 克 子 63-0012

東
　
　
　
　
　
　
　
　
部

岡
本

金 子 辰 子 63-4374 羽恵、濁淵、挾田
峯　田　久美子 63-4391 坂上、坂下、宮山、真菰、上坂下
河　野　かつ子 63-4330 中村、小賀、立石、枝

明

治

吉 野 俊 一 62-2926 十一、上平田、小仲尾

河　野　三枝子 63-4075 長慶、橋宇津、田平、前田平、小
高野

阿 南 哲 也 63-4262 折立、政所、鬼田、荻迫

豊

岡

河 野　　 哲 63-3316 上下木、下木、赤坂、鏡
後 藤 玲 子 62-3349 屏風ケ淵、三砂
猪 股 寛 司 62-3501 田原、天神、田原東、中飛田

吉 野 秀 俊 63-4692 上飛田、荒巻、坂折、塩付、下平
田

大 塚 由 美 62-3696 鹿口、上鹿口、上平、一本木

秋 本 礼 子 62-2555 千引、七里、七里団地、ニュータ
ウン七里、ニュータウン七里南

主任児
童委員 佐久間　良　美 62-3044
主任児
童委員 立　川　ひとみ 63-4212

西
　
　
　
　
　
　
　
　
部

玉

来

伊 藤 葉 子 63-1209 桜瀬、拝田原
工 藤 史 男 63-3647 阿蔵、東
和 田 安 敏 63-3052 東中
森　　 孝 憲 63-3507 西、西中
阿 南 順 子 62-3177 吉田、中尾、恵良
後 藤 照 明 62-3735 大正、岩本

松

本

堀 洋 一 郎 63-1710 薊菜、穴井迫、下田、渡瀬、松恵
後 藤 洋 勝 63-3727 漆迫、向山田、岩瀬
佐 田 繁 子 63-1294 大津留上、栃鶴、大津留下
田　原　千壽子 63-1814 松円、下矢倉、下矢倉団地、音羽

菅

生

副 田 武 秀 65-2428 小塚、旧池部、田代、池部、上今、
楠野、下今

阿 南 英 清 65-2414 平井、下菅生北、下菅生南
添 田 紀 夫 65-2151 原山、上菅生、中央
大 塚 恭 司 65-2169 戸上、国方、西戸上、戸上南

主任児
童委員 堀　　 智 子 65-2242
主任児
童委員 阿　南　美保子 63-1429

南
　
　
　
　
　
　
部

入

田

佐々木　英　二 63-0367 小高野、矢原、河宇田、大仲寺

廣 瀨 庄 子 62-2446 泉水、笹尾、長小野、大津留、出
合

渡 邊 郁 子 62-2761 牧、政所、姿岩本、太田原

嫗
岳

入 田 泰 則 67-2746 倉木下、倉木上、田井
丸 山 勝 利 67-2557 吐合、井手の上
阿 南 有 三 67-2710 名子、中角、辻原、横平

宮

砥

相 馬 久 則 67-2202 次倉、高山、宮戸
後 藤 淳 一 67-2509 瀬の口、中央、妙見
井 出 三 義 67-2039 田原、久小野、紺屋、緩木
吉　良　八千子 67-2404 滝部、百木、小川

主任児
童委員 釘 宮 悦 子 67-2905

北
　
　
　
　
　
　
　
　
部

宮
　
　
城

甲 斐 基 史 66-2633 市用、川床米納戸、下志土知下、
下志土知上、下志土知

甲 斐 重 秋 66-2653 川床下、上川床、志土知、久保

渡 邉 征 士 66-2511 炭竃、刈小野下、刈小野、上畑、
三本松

菅　　 惠 次 66-3322 上坂田東、上坂田西、古園

城
　
　

原

麻 生 伸 枝 66-2005 紙漉、柚長、米納、神町、宮の上
石　井　とも子 66-2151 雉ケ平、上高伏、高伏、森屋
工 藤 美 鳥 66-3173 法泉、轟木、木原

佐 藤 公 紀 66-3288 下坂田東、下坂田西、下深迫、上
深迫、福原

佐 藤 國 正 66-3165 神川、鉢山、長田尾、小川、北尾
鶴、熊地

主任児
童委員 衞 藤 聖 子 66-3490

荻 荻

馬 場 道 子 68-2587 馬場、高城
原 田 優 子 68-2185 桜町東、桜町南
菅　　 春 美 68-2034 桜町西、桜町栄
後 藤 道 雄 68-3410 桑木、藤渡

単位民協 地区名 氏　　名 電話番号 担当自治会

荻

荻
赤 峰 幸 一 68-3447 木下、政所
秦　　 敦 子 68-2677 新藤、南河内
阿 南 榮 見 68-3326 恵良原、馬背野

柏

原

藤 原　　 勇 68-2608 仏面、叶野、高練木、大平
三 好 隨 義 68-2517 柏原、瓜作、北原
佐 藤 弘 美 68-3219 陽目、宮平、田代
工 藤 正 敏 68-3005 西福寺、鴫田

主任児
童委員 後　藤　久美子 68-3532

久

住

白

丹

木 村 信 義 76-0822 仲原、仲原住宅、白丹住宅、中
通、瀬戸、杉の原、丸山

荒 巻 千 恵 76-1312 東小路、西小路、尾登、米賀、添ヶ
津留、白丹町

佐 藤 雄 治 76-1777 梅ノ木、稲葉、タカノ巣、後山、
南稲葉、荻の迫

伏 田 尚 美 76-0601 寺原、巣原、陽谷、添ケ迫、宮原

都

野

渕　　 正 二 77-2818 仏原、須崎、石田、市

衛 藤 賢 美 77-2087

千人塚、古市、冷川、千人塚新
町、さくら住宅、久住分校、栢
木、池の口、千人塚本町、池の口
住宅、千人塚栄町、馬場、千人塚
中央

阿 南 正 敏 77-2517
老野、塔立、古屋敷、小倉、柚木、
峰越、四ツ口、山路、まほろばの
丘、八山、向岳、小倉峠

村　田　きよ子 77-2674 板切、小柳、広内、宮処原、向原、
六反原、石原、法華院

竹 下 善 治 77-2758 有氏、湯ノ上、七里田、塔の原、
岳麓寺

久

住

渡 邉 節 代 76-0300 本町、道園、牧の元、新妍住宅
飯 倉 孝 司 76-0290 下町、阿蔵野、阿蔵野東、神馬

志 賀 和 博 76-2007 今村、青柳、加良登、境川、加生
島

後 藤 慶 子 76-1221 室、山中、建宮、赤川、平木、仲
村

吉 村　　 博 76-0465
新町、新町住宅、桐迫住宅、杉小
野、田向町、飛森、田向住宅、久
住荘

主任児
童委員 佐名田　　　誓 77-2072
主任児
童委員 井　　 英 昭 76-0022

直
　
　
　
　
　
　
入

長

湯

小　野　スミ子 75-2489 栃原、日向塚、上野、南原、四ツ
口、長野、筒井、神堤

大 塚 信 一 75-2625 桑畑上、桑畑中、桑畑下、新田、
下河原、原、東原、日向、柚柑子

河 邉 和 義 75-2541 籾山、花立、スカイビュー

大久保　良　子 75-3023

芋迫、南ケ代、湯の香、大和町、
尚栄町、新栄町、本町、上町、御
前湯、天神町、長生湯、丸山、山
脇、元町、ドイツ村

安 東 章 子 75-2761 沢水、辻、冬田、南

下

竹

田

多 田 益 子 75-3284 原口、名子山、釘小野、山中
伊　藤　ひろ子 75-3221 城後、二又、梶屋
甲 斐 冬 松 78-1138 橘木、仲村、草深
吉 野 正 純 78-1263 小津留、山浦、飛竜野、塩手
村 上 桂 子 75-2317 藤目、須郷、平沢水、神の原

主任児
童委員 首 藤 則 子 75-3274

　民生委員・児童委員について、一斉改選があり12月１日付け
で別表の方々が厚生労働大臣から委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、皆さんの身近に住んでいる方で、そ
の地域をよく知り、社会福祉活動に熱意をもっている方の中か
ら厚生労働大臣が委嘱します。その活動に対しての報酬は支給
されません。
　だれもが、住み慣れた地域や家庭で安心して暮らしていくに
は、共に支え合い、助け合う地域づくりが必要です。民生委員・
児童委員は、関係機関と連携しながら地域づくりのお手伝いを
しています。
　家族や住居、健康のことなど、生活上のあらゆる悩み事をご
相談ください。民生委員・児童委員には守秘義務があり、個人
の相談内容や秘密が他にもれることは絶対にありません。
　親身になって相談を受け、一緒になって考え、関係機関と連
携を図りながら解決を目指します。安心してご相談ください。
●お問い合せ　福祉事務所　管理係　☎63-4811

一斉改選による新民生委員・児童委員について
●民生委員名簿（H25.12.1 ～ H28.11.30）


